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　―――大陸暦一五四八年四月一日の深夜




「……なんだか、落ち着かないな」

　薄暗い部屋の中に一人っきりでいた俺は思わずそう呟つぶやいた。

　大陸暦一五四八年の四月一日。まさに今日のことだ。

　戴冠式と婚礼の儀が行われ、俺は正式にこのフリードニア王国の国王として即位し、リーシア、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、ナデンと結婚し本当の家族となった。

　すべての儀式が終わり、また国民たちへの一般参賀のようなお披露目イベントが終わったあとで、王城では即位と婚礼を祝う盛大な宴うたげが開かれていた。

　規模こそでかいけれど、要は王家主催の祝賀会のようなものだ。王都各地で開かれた結婚式に参列していた家臣たちも合流して、それはそれは賑にぎやかな宴となった。

　……というか、そろそろ二日目に突入しようとしているいまも続いている。

　この部屋は会場となっている大広間からは離れているのだけど、微かすかではあるが遠くのほうで人々がどんちゃん騒ぎをしている声が聞こえていた。

　俺もついさっきまでその会場にいたのだけど、近寄ってきたハクヤから日付が変わる前に退出するようにと促されたのだ。宴の主役であるはずの俺が追い出されるというのに違和感を感じるかもしれないけど、そういう仕来りなのだとか。

『陛下にとっては王族を増やすことも公務ということです』

　ハクヤに真面目くさった顔でそう言われたけど、

　新婚初夜を大事にしろってことらしい。

　俺と一緒に、今夜のお相手であるアイーシャもまた会場から追い出された。

　二人で会場を離れるときの家臣たちのニヤニヤしたり、逆にニヤニヤしまいと変に取り繕ったような顔が忘れられない。穴があったら入りたい気分だった。

　どうやら「これから子作りに励むぞ」って姿勢を家臣たちに見せて、王家の子々孫々までの忠誠を誓わせるという儀礼的な意味合いがあるらしい。

『ホッホッホ。これも国のため、励まれよ』

『ふつつかな娘ですが、やさしくしてやってください』

　と、アルベルト義と父うさんとボーダン義と父うさんにもそう言われた。二人とも相当お酒が入っているようでご満悦な様子だった。……反応に困るな。

　第一正妃であるリーシアはシアンとカズハを寝かしつけるために早々に退出しているので、俺たちが離れたあとの会場はロロアたちがとり仕切るそうだ。

　羽目を外しすぎないといいけど……まあジュナさんもいるし大丈夫だろう。

　そんなことを考えながら俺はベッドに腰掛けていた。

　ここはアイーシャの部屋だ。武闘派なアイーシャの部屋だけあって、全体的には質素で壁に盾などの装備品が掛けられている。ただ、いつもの軽装鎧よろいを掛けてあるマネキンの頭には、以前に見た猫耳カチューシャが載っかっていた。

　他にも俺が趣味で作ったクマのぬいぐるみが枕元にちょこんと置かれていたりと、要所要所に女の子らしい部分もあり、そんなところもアイーシャらしかった。

　すると部屋の扉が開き、湯ゆ浴あみを終えたアイーシャが入ってきた。

「し、失礼します」

　少し恥ずかしそうにしながらアイーシャは俺の隣に座った。

　いつもは結んでいる長い銀色の髪は下ろされ濡ぬれていて、なんだかいつも以上に女性であることを意識させられてしまう。しかも格好がまた破壊力抜群だ。

　アイーシャが身につけているものは丈の短いバスローブだけだ。

　胸甲などで押さえ付けられていた豊かな胸が布地を押し上げているし、健康的でしなやかな太ふと腿ももも晒さらされていて目のやり場に困ってしまう。

「あの……陛下……」

　言葉を探していると、アイーシャが身を縮こまらせながら言った。

「こ、今夜……よろしくお願いします」

「あ、ああ……」

　アイーシャがそっと身を寄せてきたのでそっと肩を抱いた。

　リーシアと場数は踏んできたけど、それでも初めての相手には嫌がられないだろうかと緊張してしまう。俺が不安だとアイーシャはもっと不安になってしまうだろう。

　自分の緊張をほぐすためにも少し話でもするか。

「すごく綺き麗れいだ。その格好ってそんなに魅惑的だったんだな」

「そ、そうですか？　以前、姫様と一緒にこの格好で迫ったときも添い寝しかされませんでしたから、陛下にはしたなく思われたのかと不安だったのですが……」

　自分の格好を見下ろしながらアイーシャが言った。

　不安……なにをバカな。十分に魅惑的で、もうかなりクラクラときている。本当に、あのときの俺はよくこんなアイーシャを見て欲情しなかったと思うよ。

「魅惑的さ。あのとき理性を保てたのが不思議なくらいだ」

「あのときの陛下は相当落ち込んでいらっしゃいましたから」

「あー……血なまぐさいことがいろいろあった直後だったからなぁ。でも、落ち込んでなかったら欲に負けて襲い掛かっていたかも。まあ返り討ちにされただろうけど」

「し、しませんよ。あのときから私は陛下に身も心も捧ささげる覚悟でしたし……」

　恥ずかしがりながらそんなことを言うアイーシャが可愛かわいくて、俺はその身体からだをギュッと抱きしめた。しなやかな筋肉が緊張で少し硬くなっていたけど、女の子らしい柔らかさもある。そんな感触を堪能しながら俺はアイーシャに囁ささやいた。

「今日、俺たちは王と妃きさきになり、夫婦になった。明日から……時間的にはもうすぐか。もうすぐ、国王夫妻としての新しい日々が始まる」

「陛下？」

「正直、不安もある。これからはなんの言い訳もできない。もう暫定でも代理でも候補でもない。国の、家族の、子供たちへの責任が俺たちの肩にのし掛かることになる。すべて自分たちの責任として背負わなければならない」

　なんでこんな場面で弱音みたいなことを言っているんだろう。

　自分でもなぜかわからない。だけど無性に聞いてほしくなったのだ。

　するとアイーシャは回した手でそっと俺の背中を撫なでた。

「その責任は私たちも一緒に背負います。リーシア様も、ジュナ殿も、ロロア殿も、ナデンさんもきっと同じ気持ちだと思います。夫婦なのですから」

「アイーシャ……」

「私は頭は良くありませんが体力には自信がありますので、私なりのやりかたでお支えいたします。旦那様」

　そう言って微笑ほほえむアイーシャを見て、俺はたまらない気分になった。

　アイーシャを抱きかかえたままベッドへと横になった。

　すでに頭の中はアイーシャへの欲望でいっぱいになっていたのだけど……。

　そこでふと、あることが頭をよぎった。

「……なあアイーシャ。一つだけお願いしてもいいだろうか」

「なんでしょうか？」

　急に冷静になった俺の顔を見て、アイーシャがキョトンとしていた。

「その……行為に及ぶに当たって、アイーシャが俺を抱きしめるのは禁止にさせてくれないだろうか。こうやって手を後ろに回すような抱き方は」

　試しに抱きしめてみると、アイーシャは大きく目を見開いた。

「えっ!?　どうしてですか!?」

「前に『熊式鯖折りベアハツグ』されたとき、背中がボキボキッと鳴ったのがトラウマなんだよ。本気のアイーシャの膂りよ力りよくを食らったら、俺の身体じゃ一ひと溜たまりもないだろう。抱きしめられて脊髄を損傷、半身不随とかになったら一大事だし」

　子作りも公務と言われたけど、それで公務全般が滞っては元も子もない。

「うぅ……残念ですけど、わかりました」

　脊髄を損傷する恐れがあると聞かされたらアイーシャは納得してくれた。

「じゃあその分、陛下が私のことをいっぱい抱きしめてくださいね」

　上目遣いでそんなことを言うものだから……たまらない。

「それはもちろん」

　俺はアイーシャにキスを落とし、彼女の身体に覆い被かぶさっていった。
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　―――大陸暦一五四八年四月七日・朝




　政務椅子に座っている俺と両脇に立ったリーシアとハクヤの前には、我が愛すべき義妹である妖よう狼ろう族ぞくのトモエちゃん、チマ公の末子である人間族のイチハくん、そしてフウガ・ハーンの妹である天人族のユリガというちびっ子三人が立っていた。

　国も種族もバラバラな三人だけど、今日はおそろいの服を着ていた。

「三人とも、制服がよく似合ってるわ」

　リーシアが微笑ましそうな顔で言った。

「ふふ、ありがとうございます。義あ姉ね様さま」

「も、もったいないお言葉です。リーシア様」

「……どうも」

　似合っていると言われて、トモエちゃんは嬉うれしそうに笑い、イチハくんは恐縮しきったようにペコペコ頭を下げ、ユリガは照れくさいのか顔を背けていた。

　三人が着ているのは王立アカデミーの制服だった。ブレザーで、デザイン的にはリーシアがお忍びのときに着ていた士官学校の制服と大差はないけど、士官学校の制服が赤を基調にしているのに対して、アカデミーの制服はベージュと緑を基調としている。

　制服は学園側から個人個人に対して無償で支給される。

　これは王立アカデミーが貴族以外の身分の学業優秀者を積極的に入学させていることもあり、服装による身分差を出さないためと、ユリガのように背中に翼などが生えている種族もいるのでオーダーメイドが必要となり、金銭的な負担にならないよう配慮されてのことだった。もっとも入学には制服の価値以上の学力が求められるわけだが。

　そんな反応も初々しい三人に、俺は椅子から立ち上がって言った。

「リーシアの言うとおり三人ともよく似合っているな。……さて、そんな三人に対して先生からなにか一言もらえるか？」

　これまで三人の教師役となってもらっていた宰相のハクヤに話を振ると、ハクヤは「そうですね……」と言いながら三人の前に立った。

　長身なので見上げる形になった三人に対し、ハクヤは穏やかな口調で言った。

「三人とも、学業に関しては問題ないでしょう。アカデミーの授業にも問題なくついて行けるだけの学力はすでに有しています。……ユリガさんも、一応、及第点ですが」

「なんで私だけべつに言われたの!?」

「ユリガちゃん、どうどう」

「動物扱いするな、このチミッコ！」

「ひはひひはひ……」（ほっぺを引っ張られてる）
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　言い合いを始めるユリガとトモエちゃん。入学初日の朝だというのに、この二人は相変わらずだな。そんな二人を止めようとしてオロオロしているイチハくんも。

（「こうしてみるとユリガのほうが私の妹っぽいわね」）

　隣のリーシアがポツリと呟つぶやいた。

　ああ……たしかにお転てん婆ば姫って感じだしなぁ。種族は違うし、プラチナブロンドと灰色髪だし見た目はかなり違うけど、性格はかなり似通ってる気がする。

　トモエちゃんはどちらかというとジュナさんよりかな？　割と小悪魔的なところがあるし、将来が楽しみなような不安なような……ちょっと複雑だ。

「オホン」

　三人の喧けん噪そうを静めるようにハクヤが咳せき払ばらいをすると、三人は私語をやめてピッと背筋を伸ばした。そんな三人にハクヤは窘たしなめるように言った。

「たしかに、学力的には問題ないでしょう。しかし学校とは他人との付き合い方を学ぶ場でもあります。とくに貴方あなたがたはそれぞれの国で地位を持つ立場です。学園とは誰もが特別扱いされない環境ですが、それでも特別視されることは避けられません。集団の中で自分の立ち位置を考え、誰とどのような友ゆう誼ぎを結ぶのか……そういったことを念頭に置きつつ、有意義な学園生活を送ってください。いいですね？」

「「「　は、はい　」」」

　三人は声を揃そろえて返事をした。う～ん……ちょっと硬いかな？

「まあハクヤの言うこともわかるけど、折角青春の貴重な四年間を使うんだ。気の合う友達を見つけて存分に楽しんでおいで」

「わかりました義あ兄に様さま」

「「　はい　」」

　俺がそう言うと、トモエちゃんは笑顔で敬礼した。

　イチハくんとユリガも釣られたのか同じように敬礼していた。そして三人が退室していくのを見送ったあとで、俺はハクヤに視線を送った。

「特別扱いされない環境とは言ったけど……ハクヤのことだ。なにかしら護衛の手段は講じてあるのだろ？」

「もちろんですとも」

　ハクヤは当然だとばかりに頷うなずいた。

「イヌガミ殿とも話し合い、すでに監視役を学園の職員に送り込んであります。義妹いもうと様さまになにかありましたら、すぐにこちらに連絡が来るよう手て筈はずを整えております」

「イヌガミも絡んでるなら……万全そうだな」

　イヌガミはトモエちゃんを実の娘のように可愛がっている。

　あの親バカもどきが絡んでいるとなれば万全の警護態勢が敷かれているはずだ。

　これで安心だと頷き合う俺たちをリーシアが呆あきれた顔で見ていた。

「さすがに過保護すぎじゃない？」

「そうかもしれないけど、トモエちゃんの立場を考えると心配にもなるさ。元難民であり、いまは国王の義妹。ライノサウルストレイン敷設の功労者でもある。貴族からも一般市民からも、善意も悪意も向けられる立場だ。いずれは自分自身の意思で受け止めなければいけないことだけど、子供のうちくらいは守ってあげたいじゃないか」

　義あ兄にバカなだけではないぞと念を押すと、リーシアは肩をすくめた。

「ソーマの気持ちもわかるんだけど……私自身、学生時代はそういう過保護すぎる環境を煩わしく思ってたから。押しつけすぎちゃうのもどうかと思うのよ」

　まあリーシアの言いたいこともわからないではない。でもなぁ……。

「それはかつてのリーシアの意見だろ？　いまはどう思ってる？　シアンやカズハも、いずれは学園に通うようになるんだぞ？」

「過保護もときには必要だわ」

　リーシアはあっさりと前言を撤回した。変わり身の早さに俺もハクヤも苦笑してしまった。親の心子知らずであっても、子を持って知る親心。

　こうして人は大人になっていくのだろう……なんてね。

「さてと、それじゃあ俺も出かける準備をするとしますか」

「手伝うわ。シアンとカズハはカルラたちが見ててくれてるし」

　今日の俺の予定は士官学校と王立アカデミーで来賓としてそれぞれ新入生たちへの祝辞を述べることだった。晴れの席ということもあって正装である軍服を着用するよう言われていた。あれって着るのに結構時間が掛かるんだよなぁ。

「それじゃあハクヤ。あとのことは任せる」

「はっ。行ってらっしゃいませ」

　ハクヤに一礼で見送られて、俺とリーシアは政務室から出て行った。




　◇　◇　◇




「うわぁ～」

　馬車から降りたトモエは目の前の建物を見て大きく口を開けた。重厚な鉄の正門から見える、シンメトリーな赤あか煉れん瓦がの建物は『王立アカデミー』の学まなび舎やだった。

　王立アカデミー。

　フリードニア王国の王都パルナムにある最高教育機関だ。

　学園と呼べるものは王都以外にも主要都市にはあるのだが、王立アカデミーはその中でもトップと呼べる学園だった。

　同じく王都にある士官学校が騎士や軍事官僚を養成する学園なのに対し、王立アカデミーは様々な学問を習得するための場所であると同時に、王国に属する貴族の子女たちが貴族として必要な教養を学ぶ場所でもあった。

　そんな王立アカデミーを初めて見たトモエは感嘆の溜ため息いきを漏らした。

「大きいです。まるでお城みたい」

「いや、まさに王城に住んでるアンタが言うこと？」

　隣に立ったユリガが呆れたように言った。イチハも苦笑していた。

「考えてみれば僕たちはみんな王城でお世話になってるんですよね。ソーマ殿をはじめフランクな方が多いので、普段はあまり気になりませんけど」

「ふん。フウガ兄様は世界にその名を轟とどろかせるであろう御お方かただもの。いずれ、もっと大きな城に住むことになるはずよ！」

「ユリガちゃんって本当にフウガ殿のこと好きだよねー」

　兄自慢をするユリガに今度はトモエが呆れ顔をする番だった。すると、

「それでは我々はここまでしかご案内できませんので、ここからはお三方でお進みください。帰りの時刻になりましたらお迎えに上がりますので」

　三人を引率してきた従者が恭しく礼をして言った。

「ご苦労様なのです。それじゃあユリガちゃん、イチハくん。行こう」

　トモエは従者にお礼を言うと、ユリガとイチハの手を取り学園へと足を踏み入れた。

「ちょっと、子供じゃないんだから手を繫つながなくてもいいでしょう」

「す、少し緊張してきました……」

　トモエに引っ張られながらユリガとイチハも門をくぐった。

　こうしてちびっ子三人組は学園生活の第一歩を踏み出した……わけなのだが、すぐに三人は大きく目を瞠みはることとなった。

　沢山の人の熱気。それと喧噪に。

　正面玄関から校舎へと続く道をトモエたちと同じ本年度の入学生と思われる生徒たちが大勢歩いているのだが、そんな道の両端に色とりどりの旗や看板や横断幕を掲げた上級生と思われる生徒たちがいて、必死に新入生たちに声を掛けていた。

「付与魔術研究会、会員募集中！　新入生で興味のある人は是非！」

「ねぇ、そこの可愛かわいい坊ちゃん、お嬢ちゃん。私たちと一緒にダンジョン遺物の秘密を解き明かしてみないか！」

「キミ、なんだか賢そうだね！　是非とも我らが研究会へ！」

「えっ、私ですか？　でも……」

「若人よ、我らの学問はこれから大いに飛躍することになるだろう！　なにせ今年は期待の新人が入学してくるという話で……」

「我が部では冒険者登録をして学園外活動を……」

「い、いえ、お断りします～！」

「司令部、新入生が逃げた、至急応援を請う」

「司令部了解。至急増援を送る」

　上級生からの熱い（中には変なのが混じっているが）勧誘の声と、そこから必死に逃げ回っている新入生の悲鳴。学び舎とは思えないカオスな光景が広がっていた。

　様々な大声が飛び交うのを目の当たりにした三人は思わず固まってしまった。

「な、なんか……聞いてたイメージと違うわね」

　ユリガは若干頰を引きつらせながら言った。

　三人は師であるハクヤから聞いていた王立アカデミーの前知識を思い出した。

　王立アカデミー内は大きく二つに分かれている。

　基礎的な学問に加えて貴族としての教養、作法、経営学などを学べる『学院』と、学問についてさらに研究するための『研究院』だ。

　ソーマのいた世界の認識で言えば、前者は中高一貫校、後者は大学にあたる。

　学院は四年制で卒業すれば一人前と見なされるのだが、その中で成績が優秀であり学問を研究する道に進みたい者は研究院へと入ることができる。

　もっとも貴族たちの場合、嫡男であればいずれは自分の領地を経営しなくてはならないため、学院から研究院へと進みたがる者は跡取りから外れた者たちが多い。

　また研究院は完全に実力主義であり、外部から身分を問わず能ある研究者を受け入れている。そのため学院よりも研究院のほうが上下関係にうるさくない。

　逆に学院のほうは入学試験を突破できるほど成績優秀であれば身分を問わず入学できることにはなっているが、やはり階級社会であり、貴族たちが大きな顔をしている。

　とくに貴族の子女たちはこの学院を人脈作りの場と考えており、ごく稀まれにいる平民の入学者などには冷めた視線を送りつつ、少しでも有力な家の子女と縁を持とうと学業そっちのけでお茶会ばかりしている。リーシアは学園のこういった風潮を嫌い、姫でありながら士官学校へと入ったそうだ。

　それがこれまでの王立アカデミーについての認識だった。

　しかし学院はここ二年ほどの間に大きく様変わりしていた。

「そういえば学園の説明をしているとき、ハクヤ先生は最後に『もっとも、いまの学院の様子は……実際に自分たちの目で見たほうが早いでしょう』と言ってましたね」

「疲れた顔してたわよね。ということはやっぱり……」

　イチハとユリガに視線を送られて、トモエも思い当たったようだ。

「それって義あ兄に様さまの影響……ということだよね」

　トモエは苦笑しながらそう言った。トモエのその表情は奇くしくも、彼女の義兄がなにか突拍子もないことをしでかしたときに義姉がよくしている表情と似ていた。

　学園の空気が変わった大きな要因は二つある。

　一つはソーマ王による唯ゆい才ざいイベントが開かれたことにより、この国の価値観が能力重視に変わってきたということがあるだろう。有力貴族が人材集めに奔走し、奴隷からさえも能力のある者を引き抜いていったのは記憶に新しいところだ。

　その風潮は王立アカデミーにも人材を育成する役割を求めることになったのだ。

　そしてもう一つは、王立アカデミー、士官学校の他に、王都にあるもう一つの高等教育機関である『ジンジャーの専門学校』の台頭だった。

　ソーマ王の肝いりで開校されたこの専門学校では、これまで見向きもされなかった分野の研究が日夜行われていて、多岐にわたりかなりの成果をあげている。

　その成果は玉音放送の番組『名も無きネームレス・英雄たちヒーローズ』などでも取り上げられているので、広く国民の知るところとなっていた。

　またジンジャーの専門学校は特異な分野の知識や能力、そして斬新な発想などがあれば貧富や身分に関係なく学生を受け入れている。そのため入学希望者が殺到していたのだ。そうして国民の注目が集まれば集まるほど、有能な人材も集まってきて……といったことを繰り返した結果、ジンジャーの専門学校は学府として認知されたのだった。

　そのことに危機感を覚えたのが王立アカデミーだった。

　軍人を輩出する士官学校とは違い、王立アカデミーは文科系の人材を育成するという意味では立場が被かぶっていたからだ。もちろん専門学校の研究はもっぱら王立アカデミーなどでは爪つま弾はじきにされるようなものだったので差別化はできていた。

　しかし王立アカデミーとしては優秀な文科系の人材が専門学校に流れる現状を座して見ているわけにもいかず、古い体質の改善に乗り出さざるを得なかったのだ。

　その結果どうなったのかというと……。

「有力な家の人脈作りよりも才能ある人材の確保のほうに重きが置かれるようになった、といったところでしょうか。より実力主義的な方向に」

　イチハが端的にそう感想を述べた。

　貴族の家の子女たちは身分に関係なく少しでも優秀な人材と縁を持ちたがる。

　能力主義のソーマ王の治政ではそれが栄達への道だからだ。

　そういった需要があるからこそ、なにかしらの得意分野を持っている者ならばその分野を伸ばしていこうとする。そのためには全員が等しく受ける授業などでは足りず、結果として部や研究会などの活動が活発化することになったのだ。

　そして部や研究会を維持・発展させるためにまず必要なのが人数だ。

　有能な人材は欲しい。有能でなくても構わない。この学園に入学できるということはそれだけの学力があるということであり、いまは得意分野がなかったとしても一から教育して自分たち好みの人材に育て上げることもできるからだ。

　また研究院も学院在籍中から有能な人材に目を付けて、卒業後には自分たちの研究に参加してもらおうと画策していた。いまの学園では能ある者は目を付けられ、いまはまだ能のない者でもそれはそれで目を付けられるのだ。

　その結果がこの新入生青田買いの騒乱だった。

　喧けん噪そうが入り乱れる光景を眺めながら、ユリガは呆あきれたように溜息を吐ついた。

「ホント……わけわからない国よね」

「でも私はこの国が好きです。義あ兄に様さま、義あ姉ね様さまの治めるこの国が」

　トモエが笑顔でそう言うと、ユリガはやれやれと肩をすくめた。

「そりゃアンタはそうでしょう。でも気を付けたほうがいいんじゃない？　アンタの顔は国民に知られてるんでしょ？　だったら引く手あまたなんじゃ……」

「っ！　ねぇ、あれってもしかしてトモエ様じゃない!?」

　ユリガの言葉を遮るようにして女子生徒の一人が声を上げると、新入生を勧誘していた上級生たちの視線が一斉にトモエたちのほうへと向けられた。

「元難民でありながら才を買われて前国王夫妻の養女に迎えられた……」

「それってとんでもなく有能ってことよね」

「たしか彼女と一緒に他国の王族も入学してくるって話じゃなかった？」

「ということは、あのそばにいる二人が……」

「なんと!?　つまりあのトモエ様と一緒におられる男子が我ら研究会が敬愛するイチハ・チマ殿でしょうか。あの『魔物事典』の……」

「あの翼の生えたツインテールの子の足、良い筋肉の付き方をしているわ。かなりの運動能力を持っているようね。是非我が俱ク楽ラ部ブに欲しいわ」

　ヒソヒソと交わされる会話。そして爛らん々らんと輝き出す上級生たちの視線。

　あれはそう……獲物を見つけた狩人かりゆうどの目だった。

　にわかに殺気立つ上級生たちにトモエたちも頰を引きつらせていた。

「わ、私だけじゃなくて、イチハくんもユリガちゃんも人気みたいね」

「ど、どうしましょうか？」

「これは予想外ね。……面倒事はごめんだわ」

「……逃げようか？」

「「　異議なし　」」

　即座に逃走の意思を固めた三人だったが、校舎は上級生たちの向こうにある。

「なんだか帰りたくなってきた」

「入学式もまだなのに帰るわけにもいかないでしょう」

　トモエとイチハがどうしたものかと頭を悩ませていると、

「それじゃあ二人とも、またあとで」

　この中で唯一翼を持っているユリガが飛び上がった。

「あっ、ズルいよ！　ユリガちゃん！」

　不満の声を上げるトモエたちを置き去りにし、ユリガは小さな羽をパタパタさせながら人垣を飛び越えようとした……のだけど、

「おっと残念、飛べるのは貴女あなただけじゃないんだな」

「げっ」

　おそらく半竜人ドラゴニユートと思われる女子生徒がユリガの前を塞いだ。

「さあ、お嬢さん。私たちと一緒にスポーツで青春の汗を流さない？」

「いやあああああ！」

　ユリガと半竜人ドラゴニユートの女子生徒との空の追いかけっこが始まった。

　空に飛んでも逃げられないのかと、トモエとイチハは絶望顔になった。そうこうしている間にもジリジリと上級生たちの包囲網は狭まってきている。

　逃がさない。彼らの目がそう訴えていた。

「イ、イチハくん」

「ト、トモエさん」

　手を取り合いながらガクガクと震える二人。

「「「　是非とも我らの研究会に！　」」」

　ついに人波が二人のもとへと押し寄せた……そのときだった。

　不意にトモエは誰かに抱きかかえられるのを感じ、気が付いたときにはピョンと宙に浮き上がっていた。十メートルくらいは跳び上がっただろうか。トモエは誰かに抱きかかえられたまま青い葉を茂らせた木の枝へと下ろされた。

　すると眼下で人波に流されていくイチハの姿が見えた。

「いちムグ！」

「しーっ。いま声を出したら下の人たちに見つかってしまいます」

　声を掛けようとして誰かに口を塞がれた。人波と衝突する寸前での早業だったので、誰もトモエが抜け出したことには気付いていないようだ。

「トモエ様しか助けられませんでしたが、男の子ですし自分でなんとかするでしょう」

　背後からしたその声は女の子のものだった。

　トモエが了承を示すようにコクコクと頷うなずくと、口を塞いでいた手が離れた。
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　トモエが振り返るとそこに立っていたのは、褐色の肌に白銀の髪、そして尖とがった耳というアイーシャと同じ特徴を持った少女だった。ただアイーシャと違っているのはその少女の髪がショートカットということだった。

　トモエは驚きに目を見開いた。

「貴女は、ダークエルフなのですか!?」

「はい、トモエ様。お初にお目に掛かります」

　するとダークエルフの少女は胸に手を当てて一礼した。

「神護の森の戦士スールの娘、ヴェルザ・ノルンと申します。将来、ある御お方かたにお仕えするのにふさわしい教養を身につけるべく、本日、トモエ様と同じくこの学園に入学しました。以後お見知りおきください」

　呆あつ気けにとられるトモエに向かって、ヴェルザはニッコリと笑うのだった。







　それからおよそ一時間後。

　トモエたちは王立アカデミーの大講堂にいた。

　大講堂ではいま入学式の真っ最中で、新入生たちは並べられた椅子に座り、壇上で恰かつ幅ぷくの良い白しろ髭ひげの学園長が祝辞を述べているのを（退屈そうに）聴いていた。

　トモエたちもそんな生徒の中にいた。トモエの両脇ではユリガとイチハが疲れた表情を浮かべながらぐったりと椅子の背にもたれていた。

（「だ、大丈夫？」）

　トモエが小声で心配そうに尋ねると、二人は力なく手を振った。

（「し、死ぬかと思ったわ。あの半竜人ドラゴニユート、しつこすぎ……」）

（「僕は半強制的に『魔物研究会』に入れられました。もともとそういう部や同好会があったら入ろうと思ってましたし、入会したあとは先輩方が他の勧誘から守ってくれたからいいんですけど……なんだかどっと疲れました」）

　どうやらユリガは逃げ切ったようだが、イチハのほうは『魔物研究会』とやらの傘下に入ることで難を逃れたらしい。二人のぐったりとした様子を見て、トモエは助け出してくれたヴェルザにあらためて心の中で感謝した。

　そのヴェルザはというと……。

「それでは、新入生代表ヴェルザ・ノルン」

「はい！」

　学園長に名前を呼ばれ、新入生代表として壇上に上がるところだった。

　どうやら彼女は入学試験でトップクラスの成績を収めたらしく、新入生の代表として入学の挨拶をすることになったようだ。

（「でも、トモエやイチハにも話は来ていたんでしょう？」）

　少し回復したらしいユリガに聞かれ、トモエは苦笑しながら頷いた。

　トモエもイチハも入学試験では良い成績を収めており（ユリガは及第点より少し上程度）、身分や立場からいっても新入生代表の挨拶をするよう求められてはいた。

（「あまり目立ちたくないからお断りしちゃった」）

（「僕らはただでさえ三人とも国のトップの親族で、王城で暮らしてますからね。ソーマ陛下とも近い立場ですし、過剰すぎる好意や悪意が寄ってくる立場です。あまり目立って目を付けられるようなことは避けたいところです」）

　イチハもそう言ったけど、ユリガは納得がいっていないようだった。

（「もう十分目立ってたじゃない。だったらいっそもっと目立って、寄ってきた者たちの中から有能そうな人材を集めて派閥を作っちゃえば？　トモエ軍団とか」）

（「……それって楽しいの？」）

（「私なら面倒くさそうだしご免ね」）

（「ええ……」）

（「でも、アンタが過剰に持ち上げられて、あたふたしてるのを見るのは面白そうだわ。本気で作らない？　もし作ったら私が副団長をやってあげる」）

（「絶対に裏で牛耳るつもりだよね。私も嫌だよ、そんな集団」）

　二人がそんなことをヒソヒソ話していると、「オホン」と近くにいたトンガリ眼鏡の女史が咳せき払ばらいをした。どうやらお喋しやべりを注意されたようで、二人はひゃっと身を縮こまらせた。二人がそんなことをしている間もヴェルザの挨拶は続いていた。

「……でありますので、学園生としての誇りと自覚を胸に、学業に、体育に、学友との交友に励んでいこうと思います。新入生代表ヴェルザ・ノルン」

　と、どうやら挨拶が終わったようだ。

　拍手が沸き起こり、トモエたちも一緒になって拍手した。

　ヴェルザは一礼すると壇上から降りて自分の席へと戻っていった。

　進行役を務めている教師が次のプログラムを発表しようとしたのだが、プログラムの書いてある紙を持つ手が震えていて、なにやら緊張しているように見えた。

「つ、次は来賓のお客様からご祝辞をいただきます、です。フリードニア王国国王のソーマ・Ａ・エルフリーデン陛下。お、お願いいたします」

「えっ、義あ兄に様さま？」

　トモエが顔を上げると舞台袖からたしかにソーマが出てきた。

　その瞬間、全生徒・全教職員が一斉に立ち上がった。

　正装ということもあって今日は黒い軍服を着ているソーマは、苦笑しながら「そう硬くならなくていい」と緊張しきりの教師の肩をポンと叩たたいて演説台の上に立った。

（義あ兄に様さま、今日の入学式の来賓だったのですか!?　言ってくれたら良かったのに）

　トモエは少し不満そうに頰を膨らませていたけど、ソーマなりの義妹へのサプライズだったのだろう。するとソーマは生徒たちに向かって語り掛けた。

「ただいま紹介されたソーマ・Ａ・エルフリーデンだ。王立アカデミーの新入生諸君、入学おめでとう。諸君は入学試験において、この王立アカデミーの生徒となるに相応ふさわしい学力を示したからここにいるのだろう。それはつまりこの国の将来を背負って立つ人材になるかもしれないということだ。諸君がこの学園で学び、我が国を支えるに足る人材となってくれることを、国王として大いに期待している」

　堂々と語るソーマは国王らしく、生徒たちは私語もなくじっと聴いていた。

　さすがにこの国の王が喋っている前で私語したりする者はいない。入学早々不敬罪で連行されたいとは誰も思わないだろう。ソーマがそんなことを気に留める性格でないことを知っているトモエも、いまは背筋を伸ばしてソーマの話を聴いていた。

（やっぱり義あ兄に様さまは立派な王様です）

　義兄の久々に国王らしい姿を見て、トモエは少し誇らしい気分になったのだが、

「さてと……国王としての堅苦しい挨拶はこれくらいでいいだろう。あっ、直立不動は辛つらいだろうし、もう座って良いぞ」

　そんな引き締まった空気をソーマ自らが壊した。いきなり口調が砕けたことで、トモエたちも含めた新入生たちは呆気にとられることになった。本当に座って良いのだろうかと互いの顔を確認しながら生徒と教師たちはバラバラと着席した。

「よーし、みんな席に着いたな」

　そんな新入生たちに向かって手を広げるとニカッと笑った。

「たしかに我が国では頭の良いヤツを求めている。なんでも平均以上にそつなくこなせる人材は重要だ。天才と呼ばれる人種だけでは国は回らない。日の目を見ない場所で地道に努力してくれている者がいてこそ国は回るのだ。それは放送番組『名も無きネームレス・英雄たちヒーローズ』を観みてもらえればわかるだろう」

　ソーマの言葉に生徒たちは頷いた。『名も無きネームレス・英雄たちヒーローズ』は日の目を見ない場所で国を支える技術者などにスポットを当てた人気放送番組だった。

「しかしだ！　ただ勉強ができるだけの人材ばかりでも困るんだ。なにか一つでも突き抜けた能力を持つ人材が魅力的なのもたしかだ。先陣を切って時代を突き動かす人材と、足下を固める人材。そのどちらもこの国には必要なんだ！」

　ソーマは演台を叩きながらそう力説した。

「この王立アカデミーの空気が俺の唯才イベントや、ジンジャーの専門学校の開校を機に変わってきていることは聞いている。俺はこの王立アカデミーに両方の人材を育成してほしいと思っている。どんなに無駄に見える才であっても評価してほしいし、逆に突飛な才能がないとしても努力してすべてをそつなくこなせるような人材も評価してほしい。そしてそういった人材がいたら国に報告してくれ」

　ソーマが教師たちの並んでいるほうに顔を向けながら言うと、学園長をはじめとした教師陣は承りましたとばかりに一斉に頭を下げていた。

　ソーマは頷くと今度は生徒たちに目を向けた。

「いまのは学校への要望だが、この学園の新入生たちにも望むことがある」

「「「　………　」」」

　国王に望むことがあると言われて、新入生たちはなにを言われるのだろうと息を吞のんだ。少し間を置いてから、ソーマが語った望むこととは……。

「学生生活を大いに楽しんでほしい」

「「「　…………え？　」」」

　……それだけだった。

　キョトンとした顔になった生徒たちに、ソーマは笑いながら言った。

「たかが四年、されど四年だ。こういった場所で育まれた知識なり友ゆう誼ぎなりは一生物の財産となる。そして人は楽しんだときのほうが効率よく頭や身体からだを動かせる生き物だ。だから楽しんで学び、楽しんで学友たちと過ごし、学生生活を謳おう歌かしてほしい。そんな中で自分にとって夢中になれるものを探してほしい」

　ソーマは手前の台にバンと手を置くとニヤリと笑いながら言った。

「楽しめることの中で、それを極めたいと夢中になれることがあるっていうのは、それ自体が大きな力だ。それがどんな些さ細さいなものでも、他人からは理解されないものであっても構わない。もちろん他人に迷惑を掛けないことが大前提だが、楽しめて夢中になれるものを持つ人は、他人より輝いて見えるもの。

　誰かがその頑張りを見ていてくれて評価してくれる。

　国としてもそうだ。実は『ジンジャーの専門学校』の音楽学科にこれまた荒唐無稽で一見すると眉唾な研究をしているヤツがいるんだけど、なかなか面白い結果が得られそうだという報告が上がっている。今度国を挙げて実験してみる予定だ。これには魔法の知識も関わってくるんで王立アカデミーにも協力してもらうことになっている」

　一見眉唾な研究でも評価してもらえる。

　ソーマの言葉に新入生よりも参列していた在校生のほうから歓声が上がった。

　歓声を上げたのはマイナー研究会に所属している者たちだった。日の目は見ないと思っていた自分たちの活動が、正しく評価されるかもしれないのだ。

　そんな在校生たちの反応を見て、ソーマは満足そうに頷うなずきながら続けた。

「楽しいからこそ頑張れる。そして頑張れば誰かが、国が見ている。だから新入生諸君、学園生活を大いに楽しんでもらいたい。以上だ」

　ソーマが祝辞を言い終えると、生徒たちから拍手と歓声が上がった。

　拍手喝采を浴びながら、ソーマは壇上から下がっていった。そのときチラリとトモエのほうを見て小さく手を振ってくれたので、トモエは胸が温かくなった。

（ありがとうございます、義あ兄に様さま。私、頑張ります！）

　トモエはソーマに見えるように両手をグッと胸の前で握ってみせた。







　入学式が終わり、トモエたちは教室へと移動した。

　トモエたちのクラスは一年一組だった。

　クラスは各学年に六つずつあり、一クラスは三十名となっている。

　クラス分けは身分に関係なく入学試験の成績によって振り分けられており、一組はその中でも優秀な生徒が集められている。

　もっとも、身分は関係ないとはいえ上流階級のほうが優秀な家庭教師を付けられることもあって、一組は比率で言えば貴族の家の子女たちが圧倒的に多かった。

「良かったね、ユリガちゃん。同じ組になれて」

「当然よ……と言いたいところだけど、しんどかったわね」

　トモエの隣の席に座った（席は自由）ユリガは、ぐで～っと机に身を投げ出した。席順は自由らしく、トモエはクラスの真ん中よりやや右側（廊下側）の席で、イチハはトモエの後ろの席に、ユリガはその左側の席に座っていた。

　トモエとイチハはもともと成績優秀なので一組入りは確実視されていた。

「本当に頑張ったよね、ユリガちゃん」

　本来ユリガの学力は二組の下位といったところだった。

　自分だけ違うクラスになって二人に差を付けられることを嫌ったユリガは、ハクヤに頼み込んで入学試験に向けて猛勉強したのだ。その甲か斐いあって一組入りを果たせたのだが、勉強漬けの日々を思い出すと憂鬱になるようだ。

「でも、無理して同じクラスになる必要もなかったのでは？　二組だって隣のクラスなのだし、簡単にこちらに来られるでしょう？」

　イチハがそう言ったけど、ユリガはフンと鼻を鳴らした。

「私はこの国で学んで、お兄様のお役に立てるような人物になるんですもの。アンタたちに後れを取ったままでいられるもんですか」

「とかいってユリガちゃん、ホントは知らない人ばかりのクラスになるのが不安だったんじゃない？　だから私たちと離れないように勉強をっへ、ひはひひはひ」

「黙りなさいよ、このチミッコが！」

　クスクスと笑うトモエのほっぺをユリガがプニプニと引っ張った。相変わらず仲が良いなぁとイチハが苦笑していると、黒板のほうが賑にぎやかになった。

「ようやく一人決まったみたいですね」

「あ、あはは……」

「……ホント、よくやるわよね」

　イチハの言葉にトモエは困ったように笑い、ユリガは呆あきれたように言った。

　現在、教室の黒板のほうではクジ引き大会の真っ最中だった。

　その内容は『誰がトモエの席と隣接している席に座るか』というものだった。

　トモエは元難民出身だが、現在では国王の義妹になっているのだ。この国の者ならば少しでもお近づきになりたいと思うのは当然だろう。たとえクラスの座席でも。

　そんなわけで席が自由だとわかった途端、クラスメイトたちは「是非、隣の席に！」とトモエのもとに詰め寄ったのだ。グイグイと迫るクラスメイトたちに、

『イ、イチハくんとユリガちゃんに近くにいてほしい……かな……』

　トモエはタジタジになりながらもなんとかそう絞り出した。

　クラスメイトたちもトモエの不興は買いたくないので二人の席は確保された。

　残るはトモエの前の席と右隣の席だけだ。

　その二つの席を巡り、クラスメイトたちはクジ引き大会を開催しているわけだった。そして上がった喧けん噪そうを聞くに、どうやら席の一つが決まったようだ。

「……王国って平和なのね」

　ユリガが呆れたように言うと、トモエは嬉うれしそうに笑った。

「もちろん。義あ兄に様さま、義あ姉ね様さまたちが治めているんだもん」

「そういう意味で言ったんじゃないわよ。皮肉よ、ひ・に・く」

「むぅ～」

「あはは……あっ、どうやらもう一人も決まったみたいだよ」

　イチハが黒板のほうを指差すと、落胆している生徒たちの中で一人飛び跳ねている生徒がいた。ショートの髪を無理矢理二つお下げにした小柄な女の子だ。

　するとその女の子はトモエたちのほうを見ると、パタパタと駆け寄ってきた。クリクリッとした目が特徴的なその少女は、トモエの机にバンと手をついて尋ねた。

「トモエ様！　うちが前の席でもええですか？」

「は、はい。どうぞ……」

　トモエが若干引きながら答えると、女の子に満面の笑みがこぼれた。

「おおきに！　うちはルーシー・エヴァンズいいます。王都で商いをさせてもろうてます、エヴァンズ商会代表の娘です。歳としは十三歳。お見知りおきください！」

　商人スラング交じりで、ルーシーと名乗った女の子は元気にそう挨拶をした。

（エヴァンズ商会のルーシー……さん？）

　トモエは彼女の勢いに気け圧おされながらも思い出していた。

　エヴァンズ商会といえば王都でレストランや喫茶店を経営している、かなり有力な商家だったはずだ。ソーマやポンチョが公開した、ソーマのいた世界の料理レシピをいち早く取り入れてレストランで提供し、収益を大きく増大させたらしい。彼女の家は立場的には平民だが、その影響力は小貴族よりもあるんだとか。以前にロロアが、

『にゃはは、エルフリーデン側にも見る目ある商会があるやん』

　……と、愉快そうに笑っていたことを思い出した。

（あれ？　ロロアさん？）

　そこでトモエは気付いた。ルーシーと名乗ったこの女の子。

　商人スラングと、クリクリとした人懐っこい瞳。

　そして長さは足りないが二つ結びのお下げ。

　その容姿はまさにチビロロアといった感じだった。

「ロロアさんに……似てる？」

「さすがトモエ様、わかってくれはりましたか！」

（あ、圧がすごいなぁ……）

　するとルーシーは左手を胸に、右手の平は上に向けて、まるで謳うたうかのようにうっとりとした表情で言った。

「うちはロロア様に憧れてるんですわ。あんな愛らしいお姫様やのに、経済感覚がバッチリ備わっとって商人たちの心をガッチリ摑つかんどる。かたっ苦しくて男臭いもんしかおらん思ってたアミドニアにあんな御お方かたがおったとは。まさに商売の女神！　この口調や髪型もそんなロロア様に憧れてやってるんです」

「へ、へえ……そうなんだ……」

　自分の髪を触りながらまくし立てるルーシーの勢いに気圧されながら、トモエはなんとか相づちを打った。そして横目でチラッとイチハやユリガに助けを求めた。

　しかしイチハは手を合わせて「（ごめんなさい、無理です）」と頭を下げ、ユリガは知らぬ存ぜぬを決め込んでそっぽを向いていた。

　どうしたものかとトモエが頭を悩ませていた……そのときだった。

「ああ、是非うちをロロア様に紹介し、ぐべっ」

　不意に話の途中のルーシーが後ろに引っ張られた。なんだと思って見ると、ルーシーの後ろに銀髪ショートのダークエルフの女の子が立っていた。

「少し落ち着かれたらどうです？　トモエ様が困っているではないですか」

「ヴェルザちゃん!?」

　スールの娘ヴェルザだった。どうやらヴェルザがルーシーの襟首を引っ張って、トモエから引き剝がしてくれたらしい。

　するとヴェルザはルーシーの襟首を摑まえたまま挨拶した。

「こんにちはトモエ様。右側の席になりましたのでよろしくお願いします」

「ヴェルザちゃんもクジ引きに参加してたの!?」

「はい。将来のこともありますし、トモエ様と縁を結ぶには隣の席になるのがいいと思いまして参加しました。運良くお隣を引くことができて嬉しく思います」

「そ、そうなんだ……」

　将来という言葉になにやら重い覚悟のようなものを感じて、トモエは息を吞んだ。

　ルーシーのようにグイグイとは来ないが、ヴェルザはヴェルザですごい執念を持っているようだった。

「なあなあ、もういい加減放してくれへん？」

　すると、親猫に首根っこを咥くわえられて運ばれる子猫のようになっていたルーシーが抗議した。ヴェルザが放すとルーシーはプンスカと怒った。

「なんやねん、人を動物扱いしてからに。ニャーとでも鳴いたろか？」

「話が通じなくなると困るので人間でいてください」

「あ、でもロロアさんがふざけてニャーって鳴いてるの聞いたことあるかも」

「にゃんと!?　ロロア様カワイイ女神様か！」

「「　王妃様です！　」」

　トモエとヴェルザのツッコミの声が揃そろった。

「なんかアンタたち妙に息が合ってない？」

「そうですね。なんというか、ソーマ陛下のお妃きさき様方のやりとりを見ているみたいな気分になります」

　ユリガとイチハにそれぞれ呆れ顔と苦笑顔で言われ、三人は顔を見合わせると誰からともなく笑い出した。

「たしかにそうだね。私にとって義あ姉ね様さまたちは憧れの女性だし」

「アイーシャ様は神護の森に住む女性たちの誇りです」

「ロロア様、命！」

　三人が三人ともそれぞれ憧れの女性がいて、少しでも近づこうとしているものだから、その関係性までも似通ったものになってしまったのだろう。

　ひとしきり笑い合ったあとでトモエは眦まなじりを拭いながら二人に言った。

「あはは……ねぇ、二人ともクラスメイトなんだし、敬語や『様』付けはやめてくれないかな？　席の近い友達として接してくれると嬉しいな」

「はいっ！　トモエ様……トモエさんがそう仰おつしやる……言うのなら」

「……うん、まあトモエっちがそれでええんならええんやけど」

　二人は渋々といった感じに頷うなずいた。もうあだ名で呼び始めているあたり、やはりルーシーはロロアとよく似ているようで人との距離を詰めるのが上う手まかった。

「私のことはユリガ様って呼んで敬ってもいいのよ？　王の妹なんだから」

　蚊帳の外に置かれていたことが寂しかったのか、ユリガがそんなことを言い出した。

　トモエはそんなユリガの内心を察してクスリと笑うと、

「わかりました。ユリガ様」

　と胸に手を当てて一礼した。イチハ、ルーシー、ヴェルザも、

「「「　わかりました、ユリガ様～　」」」

　と口々に唱えはじめる。ユリガは頰を引きつらせながら固まった。

「……やっぱりやめて。なんか気持ち悪いわ」

「そんなこと言わないでください、ユリガ様」

「だああああ！　私が悪かったからやめなさいよこのチミッコが！」

　顔を真っ赤にしながらほっぺをプニプニと引っ張るユリガと、ニコニコ笑いながらされるがままになっているトモエ。残った三人はそんな二人を微笑ほほえましそうに見ていた。

　五人のお喋しやべりはトンガリ眼鏡女史が教室に入ってくるまで続けられた。







「ねぇねぇトモエっち」

　初日の授業が終わり、トモエが帰りの準備をしようとしていたとき、前の席のルーシーが椅子の上に逆向きに正座しながら話し掛けてきた。

　どうしたのかとイチハ、ユリガ、ヴェルザの三人も寄ってきた。

　トモエは首を傾かしげながら尋ねた。

「どうしたの、ルーちゃん？」

「折角この五人でお近づきになれたことだし、どこか遊びに行かへん？」

「遊びにって……城下に？」

「せや。うちの店に来てくれたらスイーツたっぷりご馳ち走そうしたるさかい」

　ねぇねぇと詰め寄るルーシーにトモエがどう答えるべきかと考えていると、横からヴェルザが口を挟んだ。

「ルーシーさん。さすがにそれは無理じゃないですか？　トモエさんは国王陛下の義妹いもうと君ぎみなのですから、そう簡単に城下に遊びに行くことなどできないでしょう」

「まっ、ソーマ王の許可とか取らないと難しいわよね。私の場合、王都内なら好きにして良いって言われてるけど。お兄様も放任主義だし」

「ユリガさんはともかく、迎えの馬車だって来ちゃいますからね。あっ、僕も魔物研究会に入ったこと報告しないと。会合がある日は遅くなりそうだし」

　ユリガとイチハにもそう言われ、ルーシーはプクッとふくれた。

「みんなつれないわー。学園終わりにはみんなで寄り道。夏の長期休暇にはみんなでお泊まり。それが学生生活の花ちゃうん？　王様も学生生活楽しめ言うとったやろ？」

「その王様の許しが必要だって言ってるんでしょうが」

　呆あきれたように言うユリガをトモエが宥なだめた。

「まあまあ。ルーちゃん、やっぱり義あ兄に様さまに許可なく勝手なことはできないよ。以前に勝手に抜け出してみんなに心配を掛けちゃったことがあるし……」

　トモエが言っているのはチマ公国にいたときのことだろう。

　好奇心から待機しているように言われた部屋を抜け出したトモエは、柄の悪い男たちに絡まれて危うく国際問題になりかけたことがあった。

　そのときに出会ったイチハにかばわれ、ソーマたちも間に合ったので事なきを得たのだが、あのときのようなことは繰り返したくなかった。

　トモエにそう言われて、ルーシーは我に返って椅子に腰を落ち着けた。

　そして頭に手をやりながら、照れくさそうにアハハと笑った。

「せ、せやね。うちったら仲良うなりたいって気ばっかりが急せいてまって、トモエっちの立場とか考えてなかったわ。堪忍なー」

「ううん。みんなで遊びに行きたいのは私も同じだもん。だから私、義あ兄に様さまたちに相談してみる。義あ兄に様さまたちはやさしいから、ちゃんと話せば良いように取り計らってくれると思うし」

　トモエがグッと両手を握ってみせると、ルーシーはホッとしたように笑った。

「あんま無理せんといてな。これはうちのワガママなんやし」

「うん。ワガママを聞いてもらえるよう、頑張ってみるね」

　トモエは大いに意気込むのだった。




　◇　◇　◇




　その日の夜。トモエは一人、リーシアの部屋を訪れた。

　ソーマを訪ねて政務室へと向かったところ、室内には宰相のハクヤしかいなかった。

　ハクヤが言うには、ソーマは今日の分の政務を切り上げており、シアンとカズハと過ごすべくリーシアの部屋に向かったそうだ。

　だからトモエもリーシアの部屋へと訪れたのだ。

　部屋の扉をノックすると「どうぞ」とリーシアの声が聞こえ、中に入るとキングサイズのベッドに腰掛けたソーマとリーシアが赤ん坊たちを抱いていた。

　ソーマの膝の上には水色のベビー服を着たカズハが、リーシアの膝の上には茶色のベビー服を着たシアンがチョコンと乗っかっていた。まだ二人は四ヶ月でありお座りもできないため、支えていないとコテンと後ろに倒れてしまうのだ。

　二人の着ている着ぐるみ風のベビー服はソーマのお手製で、彼の世界にいたマチャピン・ズックという不思議生命体を模したものらしい。フードに付いているキャラの顔はどこか間が抜けているが、それを着ている二人は超絶キュートだった。

　縫いぐるみや人形であやしていたのだろう。

　シアンは人形の手を持って握手みたいなことをしているし、カズハはクマの縫いぐるみを抱きかかえながら耳をハムハムしていた。に、肉食系女子（乳児）……。

「どうかしたの？　トモエちゃん」

「なにか用があって来たんでしょ？」

　ソーマとリーシアに尋ねられてトモエは我に返った。

「あっ、その……義あ兄に様さまたちに相談したいことがあって……」

「「　相談？　」」

　そしてトモエは学園であったことを話した。

　ダークエルフのヴェルザと、商家の娘のルーシーという友達ができたこと。

　ルーシーから放課後に城下に遊びに行かないかと誘われたこと。

　そして自分がみんなと遊びに行きたいと思っていること、などをだ。

　一通り話を聞いたソーマは「う～ん……」と思案顔で自分の顎を撫なでた。

「そうだな……リーシアはどう思う？」

「どう思うって、やっぱり心配よね」

「だよなぁ。ナデンには仕事がないときは王都内で自由にしていいと言ってあるけど、それはナデンの強さがあってのことだし」

「トモエだと自分の身も守れないだろうしねぇ」

　渋い顔をする二人。これは許してもらえないかなとトモエは思った。

　緊張しながら二人の結論を待っていると、ソーマが「でもさぁ……」と言い出した。

「リーシアが士官学校のころってどうだった？　城と学校を行き来するだけ？」

「もちろん、しょっちゅう抜け出してたわね。護衛をまいて」

「ははっ、だろうと思った」

「……いまは反省してるわよ？　子供が生まれて母上たちの気持ちがわかったわ」

「おっと、お転てん婆ば姫が大人な発言を」

「もう、茶化さないでよ」

　なんだか温かな空気を醸し出す新婚夫婦兼新米父母。厳しい意見が飛んでくることを覚悟していたトモエは、なんだか拍子抜けしたような気分になった。すると……。

「まあ、学生生活の醍だい醐ご味みは友達と過ごす時間だしな」

　ソーマは少し横にずれてリーシアとの間に空きを作るとトモエを手招きした。

　トモエはそこにちょこんと座り、ソーマ＆カズハとリーシア＆シアンに挟まれた。王家のサンドイッチ状態になったトモエの頭を、ソーマとリーシアがやさしく撫でた。

「保護するためとはいえ、トモエちゃんには無理矢理王家の一員になってもらったんだ。だから、あまり王族だからと不自由な思いはさせたくないと思っている」

「私も堅苦しいのは嫌いだったし、トモエにも押しつけたくないわね」

「義あ兄に様さま、義あ姉ね様さま……」

　トモエがこそばゆさに目を細めていると、

「だう～」「あ～」

　シアンとカズハもソーマたちのマネをして、トモエのことをペタペタと触った。血は繫つながってはいないものの、家族の情景がそこにはあった。すると、

「わかった。友達との外出を許可しよう」

　ソーマはそう言ってトモエの頭を撫でながらニコリと笑った。

「本当ですか!?　義あ兄に様さま！」

「やっぱり友達と過ごす経験や時間も大事なものだと思うしな。……でも、二つほど条件は出させてもらう」

「条件……ですか？」

「ああ。一つ、黒猫部隊から護衛は必ず付けるから、これを了承すること。王都内にいるときは邪魔にならないよう陰から見守るように言っておく。でももし、友達と王都外へ出たいと思ったら陰からではなく日向ひなたからも護衛を付ける。まあ保護者みたいなものだ。これはイヌガミあたりに頼めば問題ないだろう」

「そうね……妥当なところだと思うわ。誰かが傍そばにいてくれるとわかっているほうが、私たちとしても安心できるし」

　シアンの両手を持ってパチパチさせていたリーシアも納得したように頷いた。

　トモエもその意見はもっともだと思ったのでコクリと頷いた。

「わかりましたです。それで、もう一つの条件というのは？」

「その護衛をまいたりしないことだな。トモエちゃんは活動的になるにつれて〝お義ね姉えさん〟に似てきてるから、ちょっと心配なんだ」

　ソーマがリーシアに冷めた眼まな差ざしを送ると、リーシアは露骨に目を逸そらした。

　そんな二人のやりとりを見てトモエはクスリと笑った。

「わかりました。その条件は絶対に守ります」

「うん。まあ、こうやってちゃんと相談してくれるし、トモエちゃんが物わかりがいいことはわかっているからね。条件付けはあくまでも保険的な措置だよ。あまり気にせず、友達との時間を楽しんでほしい」

「ちょっとソーマ。その言い方だと私が物わかりが悪いみたいじゃない？」

「事実だろう？　こうと決めたら聞かないじゃないか」

「……なによぅ」

「……なんだよ」

　トモエの頭の上でむすっとした顔で見合うソーマとリーシア。

　ソーマとリーシアは仲が良く距離感が近いため、たまにだが、こうやって意地の張り合いのような喧けん嘩かをすることもある。とはいえ、放っておいてもすぐに仲直りする一過性のものだ。夫婦喧嘩は犬も食わないというが、狼の獣人族であるトモエも同じだ。

　どうしたものかとオロオロしていると、

「「　ふぁっ……＃＄％＆○アァ！　」」

　シアンとカズハが大声で泣き出した。ソーマとリーシアは慌ててあやした。

「あーっと、カズハ～。クマさんだぞ～」

「シアン～、泣かないで～。ほら良い子良い子」

　必死にあやしたことで、なんとかぐすんぐすんという程度まで落ち着いた。トモエは立ち上がると、腰に手を当てながらソーマとリーシアに言った。

「もう、両親が怖い顔してるから、シアンちゃんとカズハちゃんが泣いちゃったじゃないですか！　義あ兄に様さま、義あ姉ね様さま！　この子たちのためにも仲良くしてください！」

「「　はい。すみませんでした　」」

　十二歳の女の子に頭を下げる国王夫妻。

　国民が見たらなにごとかと思うだろう。

　お互いに謝り合ったあとで、ソーマは「あっ」と思い出したようにポケットの中を探った。そして取り出したなにやら薄っぺらな物をトモエに差し出した。

　トモエが受け取ってみると木の札のような物だった。

　そこに書かれている文字を読むと……。

「れんた・さいくる？……なんですか？　これ」

「城下に遊びに行くなら小回りのきく足がいるだろうと思ってさ？　使い方は友達になった商家の娘さんにでも聞くといい。多分知っていると思うから」

「はい。ありがとうございます」

　トモエはお礼を言ってその木札を袖の下にしまった。

　とにかく、城下に遊びに行くことの許可はもらえたのだ。

　このことをみんなに伝えるのが、待ち遠しくなったトモエだった。




　◇　◇　◇




　翌日。登校してみんなが集まったときに、トモエが条件付きではあるが城下へ遊びに行くことの許可をもらえたことを報告すると友人たちはとても喜んだ。

　そのときにソーマからもらった木札を見せると、

「レンタ・サイクルの木札やて!?」

　と、ルーシーが驚きの声を上げた。

「知ってるの？　ルーちゃん」

「知っとるもなにも、いま王都で話題になっとる店やん」

「話題？」

　するとルーシーは机にバンと手をついて身を乗り出すように言った。

「口で説明するより見たほうが……いや体験したほうが早いわ！　折角やし、今日の放課後にみんなで行ってみぃひん？」

「う、うん……」

　どうやら早速、今日の放課後の予定が決まったらしい。







　そしてその日の放課後。

「てなわけで、やって来たでレンタ・サイクル！　はい拍手～！」

「「「　ワーイ（拍手）　」」」

「……なんでアンタたちはそうテンション高いのよ」

　ドンドンパフパフと鳴り物でも鳴らしそうなルーシーのテンションの高さと、拍手をしたトモエ、イチハ、ヴェルザのノリの良さに、ユリガが呆あきれたように言った。

　放課後、トモエ、イチハ、ユリガ、ルーシー、ヴェルザのちびっ子五人組はソーマにもらった木札を手に、看板の店名もずばり『レンタ・サイクル』と書いてあるお店へとやって来ていた。もちろん陰では黒猫部隊の護衛が付いて見守っているのだが、周囲から見れば子供だけの仲良し五人組にしか見えないだろう。

「ここが……レンタ・サイクル」

　トモエがお店を見ながら呟つぶやいた。

　お店は商店通りではなく大通りに面したところにあった。その外観を見ればどういうお店なのかはすぐにわかった……というか同じような物ばかりが並んでいるので、これで商いしているだろうことが丸わかりだった。

　ルーシーはそのうちの一台を指し示しながらニカッと笑った。

「せや。ここにある『三輪自転車』を貸し出してるんがレンタ・サイクルなんや」

「『三輪自転車』……たしかに車輪が三つありますね」

　ヴェルザが三輪自転車の一つをマジマジと見つめながら呟いた。

　レンタ・サイクルは名前のとおり自転車を貸し出す店なのだが、貸し出す自転車はこのタイヤが三つある三輪自転車だった。もちろん子供が乗るようなタイヤに直接ペダルを付けて回転させる三輪車タイプではなく、ちゃんとチェーンを回転させることで進む後輪が二つあるタイプの自転車だった。

　ソーマのいた国ではとくに『三輪自転車トライシクル』と呼ばれている。

「車輪に椅子……後ろには籠ですか。これは乗り物みたいですね。もしかしてこの下にあるものを回転させることで車輪を回せるんでしょうか」

「おお、正解や！」

　形状から用途を読み取ったイチハに、ルーシーは手を叩たたいて感心した。

「椅子部分に座って足でペダルをこげば前に進むことができる代物らしいわ。後ろにある籠に荷物を載せれば、馬が無くても簡単に運べるんやて。なんでもソーマ陛下が発案して作らせたものらしいで？」

「……うん。そうじゃないかと思った」

　トモエは少し困ったように苦笑した。

　こういう突飛な物を考え出すのはソーマかジーニャのどちらかだろう。

　そしてジーニャだったらもっとぶっ飛んだものを作るので、まだ幾分か常識的な範はん疇ちゆうにあるこの代物はソーマの発案だろうと思ったのだ。トモエもソーマの義妹になって二年になるので、すっかり義兄の性格を理解していた。

（義あ姉ね様さまがこれを見たときの呆れ顔が目に浮かぶようです）

　トモエはそんなことを思いながら二人がいるであろう王城を見た。




　◇　◇　◇




　一方そのころ。

「行け行け、ダーリン！」

「はいはい……」

　トモエが見つめる先の王城の中庭では、ソーマが後ろにロロアを乗せて自転車をこいでいた。こちらはレンタ・サイクルで扱っているような三輪自転車ではなく、マウンテンバイク型のオーソドックスな二輪の自転車だった。

「いつもより見える景色が高いし、速いしで新鮮やわ」

　後ろのロロアが楽しそうにそう言った。

　ロロアは後輪の両脇にある突起に足を掛け、ソーマの肩に手を置いて立ち乗りをしていた。お巡りさんに見られたら注意されそうな乗り方だけど、この世界にはまだ自転車に関する法律はないので許してほしい。

「むふふー、ダーリン♪」

　ロロアは肩から手を離し、首に腕を絡めて背中に負おぶさるように身体からだを密着させた。

　衝撃で自転車が少しぐらついたが、ソーマはなんとかバランスを保った。

「こら、危ないだろ」

「うち気付いちゃってん。いまならダーリンに悪戯いたずらし放題やってな」

「俺がこけたらロロアもこけるんだぞ。大人しくしててくれ」

「そないなこと言うて、ホンマはダーリンも嬉うれしいんとちゃう？　うちのお胸の感触を背中に感じられて」

　ニシシと笑うロロアだったが、その頰は少しだけ赤くなっていた。

　いまの発言はロロアにしても恥ずかしかったのだろう。

　ソーマは運転中なのでその表情を見ることはできなかったが、一緒に暮らしているだけあってその笑い方からなんとなく察することができた。

　だからソーマは少しだけ意地悪をしたくなった。
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「たしかに当たってるな。微かすかだけど」

「うにゃ!?」

　ストレートに返されて、ロロアの顔がボッと赤くなった。

「な、なに言うとんねんダーリン！　アホ！　スケベ！」

「ロロアが当ててきたんだろうに……」

「当ててるんやない、慌ててほしかってん」

「その返しは新しいな」

　当ててんのよ、とかではなかったようだ。

　そんな風にイチャイチャしながら意外と広い中庭を一周し、中央のテラスに戻るとリーシアが呆れ顔で待っていた。

「ソーマったらまた変な物を作って……」

「ですが、興味深い乗り物ですなぁ」

　リーシアの横には教育係兼ご意見番の老将オーエンの姿もあった。

「ふむ、誰かを乗せて走ることで太ふと腿ももの筋肉増強に効果がありそうですな。日頃の鍛錬メニューに某それがしを後ろに乗せて中庭十周というのはどうでしょう」

「オーエンと二人乗り!?　マジで勘弁してくれ……」

　ムキムキマッチョな爺じいさんと二人乗りとか、もはや罰ゲームの光景だろう。

「いや～なかなか楽しかったわ、ダーリン♪」

　ロロアはぴょんと自転車から飛び降りるとご機嫌そうに言った。

　リーシアはソーマの乗る自転車を見ながら言った。

「でも不思議ね。前後二輪だけでなんで倒れないの？」

「説明すると長くなるぞ？　まずジャイロ効果について……」

「あー長くなるならいいわ。聞いても理解できなそうだし」

　リーシアが頰を搔かきながら苦笑すると、ソーマは溜ため息いきを吐ついた。

「……じゃあまあ練習すれば誰でも乗れるようになるとでも思ってくれ。実際、祖じ父いちゃん直伝の方法を伝授したら、ヒリュウのクルーたちも二輪車に乗れるようになったからな。リーシアもあとで試してみるか？」

「へぇ～。それってどんな方法なの？」

「まずはごくごく角度の浅くて短い……」

　ソーマは祖父直伝の自転車練習法をリーシアたちに伝授した。

　実際、この方法でロロアは二輪車に乗れるようになった（リーシアは辞退）のだが、安全性に確証が持てないのでこの場での公表は控えさせてもらおう。

　一通りの説明を聞き終えたリーシアは自転車に触れながら首を傾かしげた。

「それで、なんでこんなものを作ったの？」

「空母『ヒリュウ』の徒歩移動が大変だという報告があってな。ただでさえ飛竜ワイバーンを搭載している空母に、馬などの余計な騎獣を積む余裕はない。だから走るよりも速く、楽に移動できる自転車を作ればいいんじゃないかと思ったんだ」

　ゴム質素材を確保できるようになったことでタイヤも作れるようになっていた。

　自転車の仕組みは憶おぼえていたし、ジーニャをはじめとする国の研究者たちにイメージを伝えれば、すぐに自転車は開発できると思っていたのだ。

　しかし、そうは問屋が卸さなかった。

「でも、まさかチェーンと歯車の製作があそこまで難航するとは思わなかった……」

　元いた世界では何気なく乗り回していた自転車だったが、チェーンと歯車が問題なく嚙かみ合い続けるというのは超絶技巧だったらしい。すでに確立されていて改良の余地がない技術的な問題に関しては、ジーニャの天才的な発想をもってしてもどうすることもできず、結局「頑張って作る」しか選択肢がなかったのだ。

「クーに頼んでタルの力も借りて、なんとか完成までにはこぎ着けたんだけど、とんでもなく高価な代物になっちゃったんだ。普及は諦めるしかないな」

「こ、これってそんなに高い代物なの？」

「にゃはは、装飾のついた王家所有の馬車並みやね」

　目を丸くしているリーシアに、ロロアが苦笑しながら言った。

「それは……大量生産はできないわね」

「だろう？　将来的には馬を保有できない一般市民の足になってほしいと思ってたんだけど、とてもじゃないが買えないだろう。かといって、貴族や騎士も買わないだろうな。貴族たちは自分で乗り物をこぐなんて発想はないだろうし、騎士はだいたい馬を保有しているし。つまり需要が少ないんだ」

　そもそもこの世界で自転車が乗り回せるのは、道路の舗装された都市の内部に限定されてしまう。城壁の外にも道路はあるが凶暴な野生生物がいるこの世界では、都市間を手が塞がってしまう自転車で移動するのは危険な行為だ。

　どんな優れた政策や制度も時代にそぐわなければ受け入れられない、というのはかつてソーマ自身が言ったことだ。それは発明品も同じだ。

　この国にとって自転車というものは早すぎたのだろう。

「あれ？　でも城下にはレンタ・サイクルって店があるのよね？　その店は自転車を取り扱ってるんじゃないの？」

「ん？　ああ。自転車の利用法についてロロアに相談したら……」

「買えないもんやったら貸すのはどうなん？って提案したんや」

　ロロアが少しドヤ顔になりながら言った。ロロアの提案はこうだ。

　自転車は高価であるために個人所有には向かないが、騎獣に頼らない輸送手段としては魅力的だ。たとえ移動範囲が都市内に限定されていたとしても、それまで荷車を引いて輸送していた商人たちもいるので、そういった者たちに安価で貸し出すことで、製作費の補塡と物流の活性化を同時に行ってしまったらどうだろう……というものだった。

「商人たちが練習なしで乗れるように自立できる三輪タイプをメインにして、商業利用者には馬を飼うよりも安い値段で貸し出すことにしたんやな」

「ああ。一店舗につき一台のみ。ちなみにそれ以外の利用目的で借りる場合は割高にしている。あくまでも商業利用をメインにしたいからな。……それにしても、盗難防止用のナンバープレートを作ったり、都市外に持ち出されないよう衛え士じたちに監視を徹底させたりと、なかなかに面倒くさい手続きをさせられたなぁ」

　掛かった労力に見合ったリターンを得られず、ソーマは肩を落とした。

　これまでもそうだったが、ソーマの思いつきのなにもかもが上う手まくいくわけじゃないし、むしろ期待とは別の方向に転がっていくこともしばしばだ。

　そんなソーマの背中をロロアがバシッと叩いた。

「これからや、これから。レンタ・サイクル自体は結構繁盛しとるちゅう話やし。とくに運送業やっとる兄ちゃんたちには好評らしいわ。荷物のっけてるとそこまでスピードは出せないけど路地裏まで入っていけるって。料理屋の婆ばあちゃんも市場から材料仕入れるのがグッと楽になった言うとるし」

「……うん、少しでも役に立ってるならいいか」

　まったくの役立たずでないなら、払った労力も無駄ではなかったのだろうとソーマは思い直した。ロロアの言ったとおり『これから』を期待できるわけだし。

「いっそレンタ・サイクルで儲もうけたお金を自転車の製作費に充ててみるか。コレが本当の〝自転車操業〟……なんちゃって」

　ソーマとしては気分を上げるために明るくボケたつもりだったのだが、

「そりゃあ自転車屋なんやし当たり前やろ」

「なにを当たり前のことを言ってるのよ」

　ロロアとリーシアは真顔で言った。

（向こうの言葉が通じないのって、こういうときやるせないなぁ……）

　ソーマはもう一度肩を落とすのだった。
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　場所は戻って城下町。

　レンタ・サイクルを訪れたちびっ子五人組はというと……。

「うわー、風が気持ちいいね」

　いつもより速く過ぎていく景色を見ながらトモエは言った。トモエはいまイチハのこぐ三輪自転車の後ろ、籠などを外した荷台部分に立って乗っていた。

　ソーマからもらった木札はこの三輪自転車を一日限定で借りられるというものだった。レンタ・サイクルでは商業利用者に、ある程度の期間貸し出すことをメインにしているため、個人利用のために借りようとすると結構なお金が掛かるそうだ。あの木札はそのお金を免除されるものだったらしい。

「ふふ、頑張って、イチハくん」

「は、はい」

　ギコギコとペダルをこぐイチハをトモエは和やかに応援した。

　今回、借りた自転車は二台で、一台にはトモエとイチハ（運転手）が、もう一台にはユリガ（運転手）とルーシーとヴェルザが無理矢理三人で乗っていた。

　個人利用者に貸し出せるのは二台までとのことだったので、こういう形に分乗していたのだ。おかげでユリガは重そうにペダルをこいでいた。

「こ、これ……あまり楽しくないわね」

「そう？　うちは楽しいねんけど」

「ええ。景色が流れていくこの感じは新鮮です」

「そりゃあアンタたちは乗ってるだけだからね！　いい加減に代わりなさいよ！」

「無茶言わんといてぇな。ひ弱なうちが二人乗せてこげるわけがないやろ」

「もう少ししたら代わりましょう」

「そもそも私飛べるんだからわざわざコレに乗る必要もなくない!?」

　そんなことを言い合いながら、ワイワイガヤガヤと楽しそうな三人だった。

　一方、トモエとイチハの組はというと……。

「えいっ♪」

「ちょ、ちょっとトモエさん。運転中にほっぺ突っつかないでください」
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「アハハ、ごめんごめん」

　……と、これまた青春の一頁ページのようなことをやっていたそうな。







　それから十分ほどが経たっただろうか。

「はぁ～……疲れたぁ……」

　ユリガはテラス席のテーブルに突っ伏してぐで～っとなっていた。ここまでルーシーとヴェルザを乗せて三輪自転車をこいできて疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったのだ。

　そんなユリガの口元にルーシーがニコニコしながらスプーンを近づけた。

「ほい、ユリガっち。あ～ん♪」

「あ～ん？」

　疲れていたせいもあってろくに思考も働かないままユリガが口を開けると、ルーシーはそこになにかが載ったスプーンを入れた。はむっ、とスプーンを咥くわえて口をモグモグと動かしたユリガは口の中のものを飲み込むとポツリと言った。

「……甘いわね」

「せやろ？　疲れたときには甘いもん食べるとええんやて」

「疲れさせたアンタが言うことなの？」

「ほら、あ～ん♪」

「……あ～ん」

　本当に美お味いしかったのだろう。ユリガは言われるがまま、餌を与えられる雛ひな鳥どりのように口を大きく開けてルーシーに食べさせてもらっていた。

　そんな二人の様子をトモエ、イチハ、ヴェルザの三人は苦笑しながら見ていた。

　五人がやってきたのはルーシーの実家が経営しているフルーツパーラー『猫の木』だった。名前のとおり猫の看板が目印の、大通り沿いの街角にあるお洒落しやれなお店だった。二階建てで店の四分の一ほどのスペースでは新鮮な果物を売りつつ、残りのカフェスペースではそんな果物を使ったスイーツや軽食などを提供していた。

　そんな『猫の木』二階の通り側に突き出たテラス席で、トモエたち一行はルーシー自慢のスイーツをご馳ち走そうになっていた。テーブルの上にはスイーツの載った大皿が二つ。トモエも目の前にあるスイーツをスプーンですくって口に含むと、ニッコリと顔をほころばせた。

「本当に美味しいです。このプディング」

「そう言うてもらえて嬉うれしいわぁ。当店一番の売れ筋メニュー『特盛りプディング・ア・ラ・モード』や。プディングも果物もクリームも、うちの仕入れルートを駆使して集めた新鮮な食材使うとる自慢の一品や」

　商品を褒められてルーシーがエッヘンと胸を張った。こういった仕草はやはりロロアっぽかった。すると同じくプディングを堪能していたイチハが首を傾げた。
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「その〝あらもーど〟ってどういう意味なんですか？」

「知らんわ」

「えっ？」

「よくわからんけどソーマ陛下の世界では、こんな風にプディングをクリームや果物でデコレーションしたものを言うらしいわ。なんやお洒落な感じがするやろ？」

「そ、そうですね……」

　イチハはそれで変な言葉だったらどうするんだろうと思ったけど、仮にそうだったとしてもこの世界の人々にはわからないし大丈夫かと思い直した。もっともアラモードとは『現代風』みたいな意味で問題ないのだが、イチハたちが知るはずもなかった。

　ルーシーも気に入っているみたいだし口を挟むのも野暮だろう。イチハがそんなことを考えている間も、ルーシーはせっせとユリガの口にプディングを運んでいた。

「はい。あ～ん♪」

「あ～ん……って、いつまでやらせるのよ！　いい加減、一人で食べさせなさいよ！」

「いやー楽しくなってもうて、つい」

「ついじゃないわよ！っていうかヴェルザ！　アンタさっきからずっと黙ってるけどどうしたのよ！」

　言われてみればここまでのやりとりでヴェルザは一言も発していなかった。

　どうしたのだろうと思って四人がヴェルザを見ると……。

「ふぁ～……」

　ヴェルザはスプーンを咥えたままうっとりとした表情で固まっていた。

　視線が斜め上から動いておらず、完全に意識が飛んでいるように見えた。

「ちょ、ちょっとヴェルザちゃん大丈夫？」

「はっ！」

　心配になったトモエが身体からだを揺すると、ヴェルザはたったいま我に返ったように目をパチクリとさせていた。

「す、すみません。あまりの美味しさに我を忘れていました」

「そ、そんなに？　たしかに美味しいとは思うけど……」

「すみません。神護の森には果物以外の甘味ってないものですから……」

「ああ……」

　アイーシャさんもそんなことを言っていたなぁ、とトモエは思い出していた。

　ついでに自分の手料理をもりもり食べているアイーシャを見て、ソーマが「アイーシャの忠誠心の半分は餌付け効果かもなぁ」と苦笑交じりに言っていたことも。

　ヴェルザは恥ずかしそうに両頰を押さえた。

「うぅ……神護の森を出てからご飯が美味しすぎて困るんです」

「あーうん、アイーシャさんを見てるとなんとなくわかる」

「でも、それにしたってこのプディングは美味しいと思います。……この美味しさは是非ハル様やカエデ様やルビィ様あの方たちにもお教えしたいですね。そしてみんなで一緒にまた来たいなぁ……」

「え？　あの方たち？」

「ふふ、こっちの話です」

　ヴェルザは微笑ほほえみながら自分の唇に人差し指を当てた。

　大人びた柔らかな笑みではあるものの、詳しく教えるつもりはないのか、それ以上の追及を許さない雰囲気があった。すると、

「あれ？　これって『ククの実』ですか？」

「えっ!?　うわっ、ホントだ！」

　イチハがプディングの周りに添えられていたフルーツのうち、コロコロと丸い半透明のものをスプーンで掬すくいながら言うとユリガも驚き顔になった。

　二人の驚いた様子にトモエは首を傾かしげた。

「ククの実？」

「これです。この丸っこいのは東方諸国連合で採れる果実で、ほんのり甘くグミグミとした食感が特徴的なんです」

「はむっ……もぐもぐ……たひかに、めふらひぃ食感だね」

　イチハの差し出したククの実をパクッと食べたトモエがそう感想を言った。

　さりげに「はい、あ～ん♪」だとか間接キスだとかが成立しているシチュエーションだったのだが、トモエもイチハもそれを気にしないくらいにはまだまだ子供だった。

　むしろ、お返しと言って今度はトモエが別のフルーツを掬ってイチハに食べさせてあげていた。口の中の物を飲み込んでからイチハは説明を続けた。

「もぐ……でも、ククの実はやや足が早いんです。それほどすぐにダメになるってわけでもないんですけど、東方諸国連合外で食べられるとは思いませんでした」

「ふっふっふ。いまの王国の輸送力を舐なめたらあかんわ。国境線からはライノサウルス・トレインで毎日のように交易品が運ばれてきとる。だからこういった足のちょっぱやな果物もメニューとして出せるというわけや」

「なんでアンタが偉そうなのよ……」

　いまだペッタンコな胸を張るルーシーに、ユリガが呆あきれたように言った。

　ルーシーは立ち上がるとトモエに頰ずりできるくらいペタッとくっついた。

「なに言うとんねんユリガっち。そのライノサウルス・トレインの敷設の功労者こそ、ここにおられるトモエっちやないの」

「ん、そうなの？」

「わ、私はただちょっとお手伝いしただけだよ」

　トモエはユリガに自分が動物と対話できる能力を持っていることと、その能力を使ってライノサウルスの繁殖に適した環境を用意し、大量輸送手段となるよう協力を取り付けたことなどを話した。もちろん、重要機密事項である魔物や魔族と対話できるということは伏せてだ。一通り話を聞いたユリガは感心したように唸うなった。

「最初は微妙に感じたけど、聞いてるうちにすごく便利な気がしてきたわ。そんなに便利な能力だったら酪農系の部活なり研究会に入ったら？　たしか校内の端っこに馬とか牛とか育ててる牧場があったはずだし、アンタなら即戦力……」

「絶対に嫌っ！」

「うわっと」

　トモエに強い口調で拒否されてユリガは思わず仰のけ反ぞった。

「そ、そこまで嫌がられるとは思わなかったわ」

「……だったらユリガちゃん、想像してみて」

　トモエはユリガにズモモモモと擬音が聞こえそうな迫力のある真顔で詰め寄った。

　そのあまりの剣幕にユリガは冷や汗を流しながら尋ねた。

「想像って……なにを？」

「お肉にされる家畜たちの声。卵を持って行かれる親鳥の声」

「……ごめんなさい」

　ユリガは珍しく素直に頭を下げた。それは想像するだけでキツい。

　トモエは椅子に座り直すと「ふぅ……」と溜ため息いきを吐ついた。

「もちろん、私の能力で義あ兄に様さま・義あ姉ね様さまのお役に立てるならどんなことでもするつもりだよ？　動物たちがストレスを感じないような環境作りとか、そういったことなら協力できると思う。……だけど、本格的に畜産関係に関わるのは嫌だよ。義あ兄に様さまの作った親子丼とか食べられなくなりそうだし」

「いや、ホント……なんかごめん」

　場に気まずい空気が流れた。甘かったプディングも味気なく感じてしまう。

　ルーシーはそんな空気を切り替えるようにパンと手を叩たたいた。

「まぁまぁ、話を戻そうやないの。でな、物珍しい果物を提供できるんもライノサウルス・トレインをはじめとした流通網が整備されてたおかげや。ただまぁ輸送費が掛かる品物は割高になってしまうのがね。このプディング・ア・ラ・モードもしょっちゅう注文できるのは貴族・騎士階級か有力な商家ぐらいなもんなんや」

「ああ……やっぱりお高いんですね」

　ヴェルザがすでに一人で半分以上食べてしまっているプディングを名残惜しそうに見つめた。そんなヴェルザの様子に苦笑しながら、ルーシーは腕組みをした。

「せやねん。うちとしてはもっと安くして、市井のおばちゃん、お姉さんたちにも食べに来てほしいと思うとるんよ。お手頃価格なスイーツがあってこそ、プディング・ア・ラ・モードも特別感が出るっちゅうもんや。そうすれば市井のおばちゃんたちも記念日なんかに特別な贅ぜい沢たくとして買うてくれるかもしれへんしな」

「ほぇ～……すごいね、ルーちゃん。ちゃんと考えてるんだね」

「にゃ、にゃはは。そう褒められると照れるわぁ」

　トモエに感心されてルーシーは照れくさそうに笑った。

　商売のことを考えながら市井のおばちゃんたちのことも考えているのは、さすがロロアに憧れているだけのことはある。

「とまあ、そんなことを考えとったときや。ちょうど食神イシヅカ様から新たな料理のレシピが公表されたんや。ちょっと待っとって」

　ルーシーは席を立ちパタパタと一階へと繫つながる階段を下りていった。

　しばらく待っていると今度は皿を一つ持って戻ってきた。

　その皿の上にもまたプディングが一つ載っていたのだが……どうもそのプディングは他の物と様子が違う。なにやらツヤツヤのテカテカでプルプルしていたのだ。

　その皿をテーブルに置いたルーシーは満面の笑みで言った。

「じゃ～ん！　これぞ当店の未来の看板商品、その名も『ゼル・プリン』や！」

「「「「　ゼル・プリン？　」」」」

　ルーシーを除く四人が揃そろって首を傾げた。

　そんな四人にルーシーは自信ありげに笑いながら言った。

「食べてみるのが早いわ。まずはご賞味あれ」

　促された四人は一つのプリンをスプーンで突つついて、それぞれ口に含み……。

　次の瞬間、全員が目を見開いた。

「なにこれウマ！」

「プルプルなのに舌触りが滑らかです。まるで飲み物のように喉を通っていく」

　ユリガは直感的に、イチハは分析的にこのゼル・プリンの感想を述べた。

　表現は違えどどちらも大変お気に召したということは同じだった。トモエも思わず顔をほころばせ、ヴェルザにいたっては眦まなじりに涙さえ浮かべていた。

「こんなに美お味いしい物に出会えるなんて……神護の森から出てきて良かった」

「ヴェルちゃん、ハンカチ使う？」

「あ、ありがとうございます。トモエさん」

　トモエからハンカチを受け取って涙を拭くヴェルザ。

　そんな四人の反応にルーシーはご満悦といった感じでウンウンと頷うなずいていた。

「反応は上々のようやね。これは大ヒット間違いなしやな」

「これってプディングと似ているようで違うよね？　なにが違うの？」

「ええ質問や、トモエっち。簡単に言ってしまえば、カスタードプディングは蒸して作り、このゼル・プリンは冷やして作るものなんや。原材料は似てるんやけど、卵の火を通したら固まる性質を利用したものがカスタードプディングで、ゼル・プリンのほうはカスタードプディングには使用しとらん材料の力で冷やして固めたものなんや」

「冷やすと固まる材料？」

「これや」

　ルーシーはテーブルの上に白に少しだけ黄緑がかった粉の入った丸瓶を置いた。

　みんなが瓶の中身を覗のぞき込むように見つめた。

「これは？」

「ゼルリンの乾燥粉末や」

「ゼルリン!?」

「えっ、私ゼルリンを食べたの!?」

　イチハとユリガが揃って驚きの声を上げた。

　ゼルリンとはそこらへんの野原にいて、主に動物の死骸などを吸収して生きるプヨプヨとした不定形生物のことだ。東方諸国連合からの留学組である二人が驚いたのは、二人がいた国にはゼルリンを食べるという習慣がなかったからだ。一方、

「あのゼルリンうどんのゼルリンですか」

「神護の森でも災害のときに配給していただきました。軍用食として開発されたというインスタント・ゼルリンうどんなるものでしたが美味しかったです」

　食料難の解決に一役買った『ゼルリンうどん』を知っているトモエとヴェルザは、ただただ感心していた。子供たちの間で反応が綺き麗れいに真っ二つに分かれている。

　ルーシーは楽しそうに笑いながら説明した。

「そのゼルリンうどんは核を壊して固めたものを使用するやろ？　これはその逆で核を壊さずに切ったり叩いたりして、ベチャッとでてきた液状のものを使用するんや。なんでもゼルリンの体液は冷やすと固まるらしゅうてな。なんちゅうか、肉を煮たときに出てきた汁を放っておくとプルプルとした塊になる、あんな感じらしいわ」

　大臣就任後もソーマのいた世界の料理を再現する研究を続けていたポンチョが、ソーマから伝え聞いた『ケミカルプリン』（プッチンしたらぷるんと出てくるようないわゆる『プリン』）を再現しようと試行錯誤する中で、辿たどり着いたのがゼルリンだった。

　ゼルリンの体液はコラーゲンのようなものらしく、ゼラチン代わりとして使用でき、非常に滑らかな仕上がりになることを突きとめたのだ。

　もちろんゼル・プリンは生の卵を使用するため作るには新鮮な卵が必要だ。

　王国には公都ヴァンを占領したころから食品衛生法があるため、古い卵を使用すれば違法として処罰されるが、それが用意できる環境ならばゼル・プリンはカスタードプディングよりも安く作ることができる。

　ゼルリンの乾燥粉末は安価だし、材料となる卵や牛乳が少なくて済むからだ。

　それに材料を混ぜて地下にある氷室に置いておけばできてしまう手軽さもある。

　氷は冬場に降った雪を詰め込んだり、氷系統の魔法が使える者が営む氷屋に補充させるなどしていて、少し大きめの食品を扱う店の地下には大体そんな氷室がある。

　ちなみに、これは一昨年の夏に王城で交わされた会話なのだが……。

『リーシア、料理に使いたいから氷を出してくれない？』

『またなの？　私を氷屋扱いしないでよ』

『食後のデザート用にアイスクリームを作ろうと思ったんだけど』

『……しょうがないわね』（←いそいそと氷を出す）

　と、そんな会話が王国の最上層部で交わされたとか。そんなわけで王国民にとっても氷は割と身近にあるものなのだ。脱線したので話を戻そう。

　こうして安価で美味しいゼル・プリンができあがったわけだ。

「ホンマ食神イシヅカ様は偉大や。ありがたやー」

　ルーシーは神に祈りを捧ささげるように手を組みながら言った。

　本人をよく知っているトモエからしてみれば、

（そんな風に祈られてもポンチョさんは恐縮しちゃうだろうなぁ……）

　冷や汗を搔かきながら困ったように笑う（しかないから仕方なく笑っている）ポンチョの顔がありありと想像できた。トモエが苦笑していると、

「三輪自転車、ライノサウルスが牽けん引いんする列車、そしてゼル・プリン……」

　テラスから見えるパルナムの街並みを眺めながらユリガがポソリと呟つぶやいた。

「ユリガちゃん？」

　トモエに首を傾かしげられて、ユリガは視線を戻した。

「変な国よね……この国って」

「む～、またそんなことを言って……」

「べつに皮肉で言ってんじゃないわよ」

　ユリガはぷーっとふくれたトモエのほっぺを摘つまんだ。力はまったく入っておらず、単純にムニッと揉もんだだけだった。いつものように引っ張ることもしない。

　トモエが不思議に思っていると、ユリガは苦笑しながら言った。

「アンタのお義に兄いさんの政策ってどんな意味があるのか今一わからないのよね。お兄様みたいに、誰よりも強く、強つわ者ものたちを束ねるカリスマ性があって、敵を打ち倒し民を守る……そんな国王だったら尊敬しやすいわ。だけどソーマ王のやってることといえば三輪自転車や変テコメニュー作りよ？」

「そ、それだけじゃないよ。いつも忙しく政務をこなしてるもん」

「それは国民には見えないものでしょ？　国民の目に映るのは結果のみよ。お兄様だったら戦う姿で戦士たちを鼓舞し、その戦士たちに活躍を謳うたわれることで国民の支持を得るわ。それでバラバラだった草原の諸部族をまとめ上げて、いまは東方諸国連合をまとめ上げようとしている。だけど三輪自転車を見て国民がそんな気持ちを抱くと思う？」

「………」

　そう言われるとトモエはなにも言えなかった。

　ソーマが目立った活躍をしていないのは事実だったからだ。

　ソーマが一番国王らしくなる他国との交渉内容は国民には秘されている。玉音放送制作などでは国民は恩恵を受けているが、それが国王としての姿に結びつくとも思えない。ソーマは国王として支持されているが、国王らしさはあまり見せていないのだ。

「……そこがわからないのよ」

「？」

　トモエが首を傾げると、ユリガは腕組みをしながら唸うなった。

「お兄様は誰よりも国王らしくあることで国王として認められている。だけどソーマ王は国王らしく振る舞うことがないのに国王をやれている。あんな三輪自わけのわか転車らないものなんかを作ってるのに」

「……三輪自転車のこと悪く言いすぎじゃない？」

　三人乗りでこがされて悪い印象でも持ったのだろうか。

　トモエがそんなことを考えていると、ユリガはふうと溜ため息いきを吐ついた。

「私には無駄なことばかりしてるように見えるわ。だけど、話を聞くかぎり役に立ってもいるんでしょ？　こうやって街を見ていたらわかるわ。みんな笑顔で、活気があって、誰も今日より明日が悪くなることなんて考えていない。国民たちは国王に熱狂していないけど信頼はしている。だから変な国って言ったのよ」

「ユリガちゃん……」

　変な国、とは言われたがトモエには褒められたような気がした。

　この国にはマルムキタンにはない価値基準があって、それをユリガが認めたのだと思えたからだ。トモエがなんだか嬉うれしくなってエヘヘと笑うと、ユリガはトモエのほっぺをムニッと（今度は本当に）引っ張った。

「なに笑ってんのよ、チミッコ」

「ひはひひはひ」

　二人がそんな風にじゃれ合っている、そのときだった。

「あれ、トモエ？　こんなとこでなにしてんの？」

「「「「「　うわっ！　」」」」」

　いきなり窓側から声を掛けられて、五人はビクッと身体からだを震わせた。

　いち早く声の主の正体に気付いたのはトモエだった。

「って、あれ？　ナデンさん？」

　テラスの手すり部分に乗っかっていたのは、ソーマ王の第二側妃であるナデン・デラール・ソーマだった。背中にはなぜだか大量の野菜が入った籠を背負っている。

　いきなりの第二側妃の登場に、王国民であるヴェルザとルーシーが思わず立ち上がって敬礼していた。王妃にビックリして声を上げるなど不敬だったからだ。

「「　し、失礼しました、ナデン様っ　」」

「べつにいいわよ。敬礼とかしなくていいから」

　ナデンはヒラヒラと手を振りながら二人に座るよう促した。

「走ってたらトモエたちが見えたんで声を掛けたのよ」

「あの、ナデン様、ここ二階なんですけど……上ってきたんですか？」

「走ってたのは屋根の上だったからね。むしろ下ったわ」

「さ、さいですかー」

　ルーシーは目を白黒させながら言った。最初は敬語で話していたのに段々と商人スラングが交じってきたところに、彼女の混乱ぶりがうかがい知れるというものだろう。

「トモエたちは学校帰りにお茶会？　楽しそうね」

「は、はい。そんな感じです。ナデンさんは？　その背中の野菜は……」

「あー、私ってソーマが政務室に缶詰になってるときや、天気予報の仕事があるとき以外はすることがないから、王都内で自由にしていいって言われてるのよ。それで街でおばちゃんたちと話すようになったら……いろいろ頼まれるようになっちゃってね。いまは野菜の配達中なの」

「王妃様が街の便利屋さんに!?　義あ兄に様さまは知ってるんですか!?」

「ちゃんと許可はもらってるわ。ソーマも苦笑はしてたけど『国民たちの支持も得られそうだし、いいと思うぞ』って言ってくれたし。それにおばちゃんたちが『お礼』にってくれる新鮮なお野菜や果物なんかを持って帰ったらすっごく喜ぶしね」

「まさかの現物支給!?　最近、義あ兄に様さまが嬉き々きとして調理場に立つことが増えたのはそれが理由だったんですね!?」

　王妃と王妹（義理）とは思えない話題で会話するナデンとトモエ。

　それを横で見ていたユリガはポツリと呟いた。

「やっぱり……変な国だわ」




　◇　◇　◇




　―――その日の夜。




　トモエたちと一緒にパルナム城へと帰ってきたユリガは、ソーマ家の面々が住んでいる一画にほど近い場所にある『調理室』を訪れていた。

　この『調理室』は自分でも料理がしたいというソーマのために用意された簡単なキッチンルームだった。いつまでも食堂併設の調理場を借りるのは国王としてどうなのか、と問題になったらしい。早い話が隔離されたのだ。

　そして自分専用のキッチンルームを作ってもらえることになったソーマは、ジーニャに様々な調理器具の開発を依頼したため、狭いスペースながらも前にいた世界にあったキッチンとかなり似たような機能を持つ部屋に仕上げていた。電子レンジとかはさすがに無理だが、熱を吸収する鉱石を利用したホットプレートもどきはできたそうだ。

　配膳台を出す都合や換気のために調理室の扉は外されていたので、ユリガがノックをせずに外から「失礼するわ」と声を掛けて中に入ると……。

「アイーシャ。あ～ん」

「あ～ん。はむっ……はふはふ」

「ソーマ、私も私も」

　調理室の中ではコトコト煮込まれている鍋の前で、ソーマが箸でアイーシャの口に料理を運んでいた。多分、味見かなにかなのだろう。

　手ずから食べさせてもらったアイーシャは美お味いしそうに顔をほころばせていた。

　それを見て羨ましく思ったのか、ソーマの後ろにいたナデンがソーマの服の裾を引っ張りながら自分もとアピールしていた。

「ほれ、ナデンも」

「あ～ん……がぶっ、もぐもぐ」

「……あの、なにをやっているの？」

　部屋に入るなり甘々な光景を見せられてユリガが呆あきれたように言った。

「「　ぐっ……ゴホッゴホッ　」」

　するといきなり声を掛けられてビックリしたのか、アイーシャとナデンが揃そろってむせていた。嫁さんたちに「あ～ん」ってやっているところをユリガに見られていたことを知ったソーマは、少し気恥ずかしそうに頰を搔きながら尋ねた。

「どうしたんだ、こんなところに来て」

「ソーマ殿に用があって探してたのよ。政務室に行ったらハクヤ先生しかいなくて、聞いたら『今日の政務はもう終わりましたよ。陛下でしたら調理室だと思います。ナデンさんが持ち帰った大根を見てウキウキしながら出て行きましたから』って」

「そんなにわかりやすいリアクションとってたかな……」

「それで、本当になにしてたの？」

　ユリガが尋ねると、ソーマはコトコトと音を立てている鍋を指差した。

「ハクヤの予想どおりだよ。ナデンが立派な大根をもらってきてくれたからな。ちょうどタコも届いていたし、久しぶりにおでんでも作ろうかと思ったんだ」

「お、おでん？」

「俺が前にいた世界の煮物……いや鍋物かな。まあ練り物はまったく用意できてなかったんで、具は大根とタコと卵と出だ汁し取る用の昆布くらいだけど。……ゼルリンうどん縛って入れたらシラタキ代わりになるかな？　う～ん、食感が葛きりに近いから不ま味ずくはないと思うけど、おでんからは遠ざかっちゃうかなぁ……」

「……相変わらずわけのわからないことをやってるってことだけはわかったわ」

　ユリガは呆れたように肩をすくめた。ユリガもだんだんとこの国の変な空気……というか、主にソーマ周辺の人々の奇行にも慣れてきていた。

　なんで一国の王が大根もらって喜んでるのか、

　なんで国王が自ら料理しているのか、

　なんで王妃に「あ～ん」とかやってるのか、とユリガの常識に照らせばツッコミたいことだらけなのだが、律儀にツッコンだところで徒労に終わるだろう。

　それぐらいのことはもうユリガにもわかってきていた。

「それで、なにか用があって来たんだろ？」

　ソーマにそう尋ねられてユリガはここに来た目的を思い出した。

「そうだった。お兄様にこちらでの近況を報告する手紙を出したいのだけど……許可をもらいたくて。いいかしら？」

　そう言ってユリガは腰に付けている道具袋の中から一通の手紙を取りだすと、その表と裏をソーマに見せた。まだ封ふう蠟ろうはされていないようだ。

　するとソーマはさして興味が無いように視線を鍋のほうに移しながら言った。

「んー？　郵便なら事務方の担当官に渡せば手配してくれるだろう。わざわざ俺に報告する必要はない」

「えっ!?　中身を確認しないでいいの!?」

　ユリガは大きく目を見開いた。

　ユリガの扱いはマルムキタンからの留学生だ。

　他国の人間であり、他国の人間が他国にいる相手と連絡を取ろうとしているのだから、国家機密を漏ろう洩えいしようとしているのじゃないかと警戒すべきなんじゃないだろうか。

　もしユリガがソーマの立場だったら必ず警戒するだろう。

　だからユリガは、このフウガに宛てた手紙は必ずソーマたちに見られるものだと思っていた。たとえ本当に近況しか書いてなかったとしても、どこかに暗号めいたものがないだろうかと目を皿のようにして見られるものだと。

　しかしソーマはその必要はないと言った。

「……私が言うことじゃないと思うけど、危機感なさすぎじゃない？　私がお兄様にこの国の秘密を漏らしてたらどうするのよ」

　ユリガがそう言うと、ソーマはアハハと笑い飛ばした。

「危機感ならちゃんと持ってるさ。ユリガみたいな他国からの人間がうちの重要機密に触れるような場所に近づいたら、うちの隠おん密みつ部隊から連絡が来ることになっている。いまのところそういった報告は受けてないからな。手紙に書かれて困るような情報は仕入れられていないだろうと思ったのさ」

　緊張感も無く言われてユリガは困惑した。

「それは……そうだけど、なにか釈然としないわね。じゃあ私がもしその重要機密とやらに接触しようとしたらどうするの？」

「そのときは、その事実をもってフウガのところへ送り返すさ。うちで裁くとあいつに変な口実を与えることになりかねないから五体満足で帰ってもらうことになるだろう。留学生なら丁重に扱わないといけないが、密偵にまで気を遣う必要も無いからな」

「そう淡々と処理されると……かえって怖いわね」

　自分たちの隠密部隊の力量に絶対の自信を持っていて、ユリガには絶対に機密を漏洩できないと確信しているのだろう。

　鍋の具材の煮え具合を気にしながら淡々と処理する段取りを語るソーマの姿に、ちょっとやそっとでは動じない国王としての姿を見た気がして背筋がゾクッとした。

　ついでに「機密を漏洩しようとしたら……」のあたりから、アイーシャとナデンの眼光が鋭くなっていたし。

（この国……恐ろしいわね。王も、王妃も）

　ユリガは王妃二人の視線に耐えられず両手を挙げた。

「もちろん、機密の漏洩なんてするつもりはないわ。これは本当にただの近況を書いただけの手紙。いまはこの国にお世話になっている身だもの。学びたいことも多いし、まだ追い出されたくないわ」

「そうしてくれると助かるよ。折角できたトモエちゃんの友達をそんな形で追い出したくないしな」

「べ、べつにあの子と友達になったつもりは……」

　強がろうとしたユリガだったけど、もうすでにトモエやイチハと友達関係になっていることは自他共に認めることだろう。

　上う手まく強がれなかった姿をソーマたちはニヤニヤ顔で見ていた。

「そうだ。おでんなんだけど、ユリガも一緒に食べないか？　久しぶりに食べられると思うとテンション上がっちゃって、つい作りすぎちゃったんだ。トモエちゃんも呼ぶつもりだったし、イチハくんも呼んでさ」

「……いいの？」

　さっきから醬しよう油ゆとお出汁のいい匂いがしていて、ユリガも気になっていたのだ。

　国王と王妃たちの食卓に混ざるのは肩身が狭いけど、トモエとイチハもいるなら大丈夫だろう。むしろ二人が美味しい物を食べて自分は蚊帳の外というのも癪しやくだった。

「……二人がいるなら、お相伴にあずかるわ」

　ユリガは少し頰を染めながらそう言うのだった。




　―――その日の夕ゆう餉げはとても賑にぎやかなものとなった。




　◇　◇　◇




　―――それから凡およそ一週間後。




「ハハハッ、楽しそうにやってるじゃねぇか」

　遙はるかな北の大地では、マルムキタンの王フウガ・ハーンがニヤニヤと笑いながらユリガからの手紙を読んでいた。

「旦那様、なにを読んでいるのですか？」

　やってきた妻のムツミがそう尋ねると、フウガは読んでいた手紙を差し出した。

「ユリガからの手紙だ。フリードニア王国で楽しくやっているらしい」

「まあ、ユリガさんからですか？」

　そして義妹からの手紙に目を通したムツミは「う～ん？」と首を傾かしげた。

「近況報告といった感じですね。楽しそうな文面ではありますが……」

「なにか気になることでもあるのか？」

「あーいえ、こういう手紙って〝書かされる〟こともあるのかと思ったんです。この楽しそうな文面をそのまま受け取ってしまっていいものかと……」

「ソーマがユリガに無理矢理書かせたものかもってか？　ありえねぇな」

　フウガはムツミの心配を豪快に笑い飛ばした。

「間違いなくこれはユリガの字だ。それにユリガとは自分の意思に反して無理矢理手紙を書かされそうになったら、特定の文字を崩すように取り決めてある。まあ、あの慎重すぎるぐらい慎重そうなソーマが、俺との関係を悪化させるようなつまらん真ま似ねをするとも思えんがな。検閲くらいは入ってるかもしれないが、そこに書いてあるのはユリガの本心ってことだろう」

「本心……では、この〝最後に書いてあること〟もユリガさんの本心ということですか」

「ああ、ユリガはそう感じたということさ」

　フウガは楽しそうにニヤリと笑った。

　ユリガからの手紙、その最後のほうにはこう書かれていた。




『お兄様。フリードニア王国とは変な国です。

　この国での生活は楽しいですが、楽しいだけではないなにかを感じます。固定観念を崩されるというか、自分の中で絶対だと信じていた価値観と違う価値観を突きつけられるというか……言葉にするのが難しいです。まだ自分の中で整理がついていません。

　最初からソーマ王を警戒していたお兄様のことですからご油断などはしないとは思いますが、あえて言わせてください。くれぐれも侮らぬよう。　ユリガより』




「俺の器を誰よりも信じているユリガにこう言わせるんだ。大した野郎じゃねぇか」

「……楽しそうですね」

　呆れたように言うムツミに、フウガはその獰どう猛もうな瞳を輝かせた。

「俺たちは〝まだ一つ成し遂げただけ〟だ。こっから先、俺たちの征ゆく道に誰が立ち塞がるのか、なにが待っていやがるのか。見えないだけにワクワクするぜ。この血をたぎらせられるほど熱い時代になりそうじゃねぇか！」

　そしてフウガは魔物から奪還したばかりの都市の防壁の縁に足を掛けながら、北の空高くにある太陽に向かって吼ほえた。




　―――北の大地で虎は飛躍のときを迎えていた。
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「……ん」

　目が覚めたとき、隣に寝ていたはずの人の姿がなかった。

　ぼんやりとした頭のまま、その人がいたはずのスペースに手を当ててみると、ほんのりとぬくもりが残っている。いなくなってからまだ時間は経たっていないのだろう。

　脳裏に焼き付いている白く柔らかいものがそこにないことに淋さびしさを覚えた。

　ゴロンと仰あお向むけになり、ぼんやりと天井を見上げながら自分の状況を確認する。上半身は裸だけど、下半身はちゃんとズボンを穿はいているようだ。すると……。

「お目覚めですか、アナタ様？」

　さっきまで向いていたほうとは反対側から声を掛けられて振り向くと、ジュナがお茶の用意を済ませて待っていた。俺はゆっくりと身体からだを起こした。

「……おはよう、ジュナ」

「ふふふ、おはようございます」

　挨拶すると、ジュナもにこやかな笑顔で返してくれた。

　お互いの呼び方が変わっているのは……まあ、夫婦になったことでの気分転換みたいなものだ。以前に二人っきりのときは「ジュナ」って呼べるように頑張ると約束したし、この機会に二人きりのときはお互いの呼び名を改める（俺はそれに加えて敬語をやめる）ことにしたのだ。

　ジュナはティーポットにお湯を注ぎながら言った。

「準備をしておきました。目覚めに一杯いかがでしょうか？」

「ああ、もらうよ。でも、その前に……」

　俺はベッドから降りると、ティーポットに蓋をして蒸らしているジュナを背後から抱きしめた。ジュナは「もう……」と少し困ったようにクスクスと笑った。

「いきなり抱きついたら危ないですよ？」

「ごめん。でも、半分はジュナのせいだし」

「あらあら」

　欲情したのは俺だけど、煽あおったのはジュナだ。

　いまのジュナの格好は理性を破壊するのに十分な力があった。

　なにせ下着の上に、脱いであった俺のワイシャツだけを羽織った姿なのだから。

　袖は余り気味なのに胸元はパッツンパッツンで、見ているだけで自制心が吹き飛んでいってしまい、抱きしめずにはいられなかったのだ。

　ジュナは首だけで振り返りながら手を伸ばして俺の頰に触れた。

「アナタ様は……こんなにも情熱的だったんですね」

「夫婦になったことで、もう我慢する必要もないしな」

「我慢していたのですか？」

「そりゃあジュナは魅力的だし、たまに小悪魔的な仕草で男心をくすぐってきたし。自制心と誘惑に負けてしまいたくなる衝動との戦いだった」

「ふふ……だから昨夜はあんなに……」

　ジュナは微笑ほほえみながら抱きしめている腕に、そっと手を這はわせた。

「これなら、子供ができるのも早いかもしれませんね」

「そうなったらシアンもカズハもお兄ちゃん・お姉ちゃんか。シアンは大人しい子だから大丈夫だろうけど、カズハは元気すぎるみたいだからちょっと心配だな」

「ふふっ、大丈夫でしょう。リーシア様の性格を受け継いでいるのなら面倒見の良いお姉ちゃんになるでしょうし」

「……ああ。そうかもな」

　二人して笑い合うと、俺たちは「朝食の準備ができました」と侍従メイドが呼びに来るまでの間イチャイチャしていた。王城に住んでいて良かった。

　もしも二人だけで暮らしていたら、ジュナに魅了されてダメ人間になっていたかもしれない。……まあ、ちょっと残念ではあるけど。




　◇　◇　◇




　―――大陸暦一五四八年六月




　良く晴れた日の午後。俺は政務室で宰相ハクヤから手渡された書状に目を通していた。その内容を読み進めていくうちに……思わず溜ため息いきがこぼれた。

「……ついに一つ成し遂げたんだな。フウガ」

「はい。今後はより事態を注視する必要があるでしょう」

「どないしたん、ダーリン？　眉間にしわ寄っとるで？」

「どうかなさいましたか？」

　ハクヤと二人で難しい顔をしてたら、ロロアとジュナさんに心配されてしまった。

　ロロアは財務系書類の決裁のために、ジュナさんは首が据わってきてお座りができるようになったとはいえ、まだまだシアンとカズハにかかりっきりなリーシアの代わりに俺の補佐をしてくれていたのでここにいたのだ。

　俺は二人に心配ないと示すように苦笑しながら読んでいた書類を振った。

「ちょうどいまユリウスからの定期報告を読んでたんだ」

「兄あにさんからの？」

「ああ。……フウガが魔王領にある都市の一つを奪還したらしい」

　俺は書類を机の上に置くと頰ほお杖づえをつきながら言った。

「東方諸国連合現地ではお祭り騒ぎになってるそうだ。それまで小国の王としか見られていなかったフウガの名前が、雷名となって轟とどろいているみたいだな」

　俺がそう言うとロロアは首を捻ひねった。

「んー……たしかにすごいことやとは思うけど、まだ一都市だけやろ？　以前、帝国主導の遠征軍が攻め込んだときにはもっと奥まで行ってたはずやし、そんな大げさに騒ぎ立てるようなこととまでは思えへんのやけど……」

　うん。俺も概おおむね同意だけど、現地での受け止め方は違うようだ。

「マリア殿に代替わりしてからは帝国も外征には慎重になっている。人類側最強の国家である帝国が動かない以上どこも静観するしかない。そうして小康状態を維持し状況が悪化しないようにしてきたわけだけど、裏を返せばなんの突破口も見み出いだせていないということでもある。そんな状況下で久しぶりに明るいニュースが飛び込んできたんだ」

「実績以上に人々を浮かれさせている……ということですか」

　ジュナさんの言葉に俺はコクリと頷うなずいた。ハクヤも口を開いた。

「加えて、東方諸国連合は中小規模国家の集合体です。外は魔ま浪なみなどの脅威に怯おびえながら、内側では乱雑に結んだ同盟や縁戚関係のせいで意思を統一することも難しい。陛下やマリア殿やゴウラン殿のように為政者が国を良くしようと思い行動しようとしても、そういった柵しがらみが邪魔をするのです」

「出る杭くいが打たれやすい土地柄ってことだな」

　俺がそう言うとハクヤは「ふむ」と頷いた。

「陛下の世界の諺ことわざですか？　言い得て妙ですね。……中小規模国家のままで成し遂げられることは高が知れています。未来への明るい展望が見えず、閉塞感に包まれた国。それが東方諸国連合の現状なのです」

「そしてその閉塞感は『英雄』を生み出す土壌となる」

　社会が閉塞感に包まれているときには、人はそんな閉塞感を打破してくれる英雄の登場を熱望する。苛烈なやり方で一切合切を破壊し新たに立て直してくれそうな存在を。

　織お田だ信のぶ長なが、曹そう操そう、ナポレオン……彼らは英雄の資質を持っていたが、彼らを英雄たらしめたのはその時代に生きた人々だ。平時においては殺さつ戮りくと呼べるような行為を、閉塞を打破するためには必要だとその時代の人々が判断したとき、英雄が誕生する。

　いまにして思えば、俺がアルベルト殿から王位を譲られたときに目立った反発が起こらなかったのも、にっちもさっちもいかなくなっていた王国の現状を変えたいという国民の思いがあったからだろう。

　国民たちは『召喚された勇者』という言葉に期待したのだ。

　リーシアたちの支えやマリアの言葉などもあってギリギリで踏みとどまることができたけど、もしあのまま国王というロールプレイを続けていたとしたら……俺にもフウガのように英雄としての役割ロールが押しつけられていたかもしれない。

「ユリウスからの報告によれば、ジルコマ配下の難民兵たちのほとんどがフウガの軍に義勇兵という形で参加することを望んだそうだ。ジルコマのようにラスタニア王国の女性と結婚した一部を除いて、皆、フウガのもとに行ってしまったらしい」

「かなりの戦力ダウンやん。兄あにさんや義あ姉ねちゃんの国は大丈夫なん？」

　ロロアが心配そうな顔をした。ユリウスとの仲も修復傾向にあるし、ユリウスの妻となったティア姫とも仲が良かったから不安なのだろう。

　俺はそんなロロアを安心させるように笑い掛けた。

「大丈夫だ。いざとなったら王国に逃げてくるよう言っておく」

「一時とはいえアミドニア公王であったユリウス殿にですか……ロロア様には申し訳ありませんが、私としては火種を抱え込むような真ま似ねはオススメできません」

　そう言ってハクヤは渋い顔をしていた。

　ロロアはなにか言いたそうな顔をしていたけど、ハクヤの言っていることもわかるのだろう。内心の不満を口にはしなかった。

　俺はハクヤに「心配ないって」と肩をすくめてみせた。

「マキャベッリの言葉に『人は自分が傷つけられた恨みは忘れるが、女と金を奪われた恨みは忘れることがない』というのがある。いまのユリウスにとってもっとも大事な存在はティア姫だ。彼女の安全を保証しているかぎり、ユリウスが優先順位を間違うことはないだろう。実際に会ってそう感じた」

「……わかりました。陛下の人を見る目を信じましょう」

　真っ直すぐに俺の目を見ていたハクヤが引き下がった。

　身内への甘さだけでの判断でないかどうかを確認したかったのだろう。損な役回りを引き受けてくれているハクヤには感謝しきりだ。こういう人物が傍そばにいないと、こっちも自分の判断に自信が持てなくなるからな。

　話がまとまったところで話題を変えよう。

「さてと、そんなフウガに備える意味でもあのプロジェクトを進めたいと思う」

「おっ、ついにアレを実行に移すんやな」

「ふふ、話を聞いたときから楽しみにしていました」

　ロロアとジュナさんが楽しそうに笑った。

　一方でハクヤは呆あきれたように肩をすくめた。

「大事なプロジェクトであろうことは理解していますが、ここまで大おお袈げ裟さに行う必要があったのでしょうか？　一応、国家としての実験なのでしょう？」

「まあそうなんだけど絵面的に楽しそうだしな。折角だから玉音放送で映して、国民にも楽しんでほしいじゃないか」

「……自分がそっち方面に疎いことは自覚しているので陛下の判断にお任せしますが、くれぐれも本来の趣旨をお忘れなきように」

「わかっているさ」

　ハクヤに釘くぎを刺されたところで俺は立ち上がりながら言った。

「それじゃあ、大掛かりで楽しい実験にしようか」
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『魔素』

　この世界においては魔法発現の鍵となると言われている物質だ。

　ハルやカルラなどが使う火系、リーシアやジュナさんなどが使う水系、アイーシャなどが使う風系、カエデなどが使う土系の四属性に加え、外傷を癒やす回復魔法である光属性と、それらに当てはまらない俺やトモエちゃんのような闇属性の六属性がある魔法。

　そんな重要な物質でありながら魔素についてわかっていることはかなり少ない。

　額に輝く『第三の目サード・アイ』が光学顕微鏡レベルの視力をほこる女医ヒルデのような三ツ目族でさえも、その魔素の姿をとらえることはできないそうだ。

　無色透明だから見えないのか、それとも三ツ目族さえも見えないほど極小、つまり見るためには電子顕微鏡が必要な極小サイズなのかもわからない。

　これほど不明だと存在自体を疑わせるレベルだが、聖母竜マザードラゴンティアマト殿が匂わせた『この世界』と俺のいた『あの世界』との連続性を考えるなら、魔法の発現にはなにかしらの理由があるはずなのだ。

　かつての世界でできなかったことがいまはできる。

　あの世界では物事には必ず因果関係が存在した。

　魔法の発現という『果』を生む『因』が必ず存在しなければならないわけで、その『因』こそが魔素なのではないかと考えたわけだ。

　そして魔法についてもう一つ知られていることは、海の上ではその能力が著しく低下するということだ。他の属性に比べれば影響を受けにくいとされる水属性も、海水近くでは少なからず影響は出るようだ。

　以前エクセルが「淡水の多い場所では無敵の魔導士」と名乗ったのはこのためだ。

　海の近くでは魔法が使いづらいということは常識として定着している。

　だからこそこの世界においては、陸上での戦闘では魔法の劣化として研究が進まなかった火薬兵器が海軍では研究されてきたという経緯もある。

　このことから魔素は海の近くでは活動が制限されると推論されている。

　淡水では使えるのに海水では制限される魔法……ここに俺は引っかかりを覚えた。

　淡水はＯＫで海水はダメなんて、まるでアレみたいじゃないか。

　だとすると魔素というのはもしかして……いや、まだ判断材料が足りないか。

　憶測だけで語っても確証があるわけじゃない。

　もっとしっかりと研究させなくてはならないだろう。

　そんなことを考えていた矢先、とある研究の報告と実験実施の提案がジンジャーの専門学校からもたらされた。

　それは数ヶ月前。

　ちょうど戴冠式と婚礼の儀の準備でバタバタしていたころのことだ。

「労ろう歌か研けん？」

　俺は政務室でジンジャーが持ってきた報告書に目を通しながら首を傾かしげた。

　ジンジャーの専門学校では王立アカデミーなどの学問研究機関では取り扱わないような、より専門的な研究を行っている。料理や歌などの技能的なことだったり、王立アカデミーなどでは持て余すであろう独創的な研究などだ。

　もっとも最近では、そんなジンジャーの専門学校に触発されて、王立アカデミーのほうでも独創的な研究を支援する動きがある。

　競争は学問の発展にとって大事なことだ。もし相手を妨害するようなことをするならば許さないが、お互いが切せつ磋さ琢たく磨まする競争ならば歓迎すべきことだろう。

　そして今回ジンジャーが持ってきた案件も王立アカデミーが持て余し、ジンジャーの専門学校へと流れてきたもののようだ。

　俺の問いかけにジンジャーはコクリと頷いた。

「はい。労歌研。正式名称は『労ろう働どう歌か謡よう研けん究きゆう会かい』といいます」

「労働歌っていうと、働くときにみんなで歌うあれか？」

「その認識で間違いないです」

　労働歌。仕事歌や作業歌などとも呼ばれ、主に労働をする者たちが掛け声代わりに歌うものだったっけ。えんやこらー、とかそんな感じで。

　俺が知っているのだと小学校のとき音楽の授業で習った『安あ里さど屋やユンタ』かな。あれもたしか労働歌だったはずだ。ふうむ、この国の労働歌の研究か。

　どんなものがあるのか少し興味はあるけど……でもなぁ。

「民俗研究の対象としては面白いと思うけど、わざわざ王城に持ってくることか？」

「あーいえ、これはただの民俗研究じゃないんです」

　ジンジャーは慌てて首をブンブンと振った。

「ん？　どういう意味だ？」

「労歌研の会長が言うには、なんでも市井で歌われている労働歌には魔法の効果を高める働きがあるらしいんです」

「歌うと魔法の効果がアップするのか？」

　そんなゲームの設定みたいなことがありえるのか……と思ったけど、よくよく考えたらこの世界は前の世界から見ればゲームっぽい剣と魔法の世界だったっけ。

　でも、ティアマト殿はあの世界とこの世界には時間的な繫つながりがあることを匂わせていたし、そんな荒唐無稽な話があるのだろうか。

　半信半疑だったがジンジャーは力強く首を横に振った。

「いえ、歌うというよりは聴くことによって効果が得られるらしいです。その効果もすべての魔法に影響するのではなく、その魔法を使うのに適した歌がある、といった感じらしいです。たとえば鉱山の採掘現場で歌われている労働歌は、採掘を行う際に使用される魔法には影響を与えますが、それ以外の……たとえば武器に属性を付与するような魔法などには影響を与えないようなのです」

「木こりの歌を聴けば伐採に役立つ魔法が上う手まくなる、みたいな感じか」

「そのとおりです」

「なるほど、興味深いな」

　つまり日本で一番有名なあの木こりの歌を聴けば、伐採に役立つ魔法が強化されるってことなのだろうか。いや、あれは演歌であって労働歌ではなかったか。

　う～む……現時点ではすごいのかどうなのかよくわからないな。

「着眼点は面白いと思うけど……俺には有用な研究なのかどうか判断できないな。歌手であるジュナさんや魔法の専門家の意見も聞きたいところだ」

「そうですね。そのほうがいいと思います」

「だから近日中に、その労歌研とやらの会長とやらも連れてもう一度来てもらえるか？　こちらも判断できそうな人材を集めておく」

「承知しました」

　その後、ジンジャーとサンドリアの結婚予定についての話をした。どうも拗こじれていたようなので俺はジンジャーにアドバイスをし、裏でお膳立てすることを決めた。

　その仕込みが終わったあとで、あらためてジンジャーの持って来た案件を考えた。

　さてと、歌姫ローレライ以外に必要な人材というと……まあ彼女だろう。

　俺は扉の近くで警護していたアイーシャを呼んだ。

「お呼びでしょうか、陛下」

「アイーシャ。ジーニャのダンジョン工房に遣いを送って、そこで穿孔機ドリル開発に関わっているだろうメルーラに登城してほしいと伝えてくれ」

「はっ、了解しました」

　ガーラン精霊王国を出奔し、付与魔術をはじめ様々な魔法文化に触れてきたハイエルフのメルーラ・メルランは魔法関連のエキスパートだ。

　この報告書を彼女に見せたらどんな反応を示すのか。ちょっと楽しみだ。
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「ありえないことではないと思います」

　メルーラはとくに驚いた様子もなくそう言った。

　あれから数日が経たち、王城の会議室にはあらためて集めた者たちが揃そろっていた。

　今回集まったメンバーは俺を除くと、子供たちがお昼寝中なのでこっちを手伝いに来てくれたリーシア、音楽関係の専門家として呼んだジュナさん、ハイエルフのメルーラとなぜか彼女が同行を求めた生臭司教ソージ、そして今回の集まりの中心人物であるジンジャーと労歌研会長のモールス・ブッチーの六名だった。

　驚いたのはモールスの大きさだ。身長は二メートルを優に超えていて横幅もかなりある巨漢であり、しかも顔がセイウチだ。

　彼はトルギス共和国の大多数を占める『雪原の五種族』のうちの一種族である海かい象しよう族ぞくなのだそうだ。なんでも祖父の代で王国へと移住したのだとか。

　そんなポンチョ以上のずんぐりむっくりが学士服を着ているものだから、どこのファンタジー映画から抜け出してきたんだお前は、と思わずツッコミたくなる。

　しかも初めて会ったとき、

『おお陛下。この度はお招きにあずかり恐悦至極に存じます。また陛下に我々の研究を知っていただけること、身に余る光栄にございます』

　……と、セイウチ顔からは想像できないようなダンディズム溢あふれる低音ボイスで挨拶されたので二度ビックリした。聞き惚ほれるくらい良い声してるんだもん。

　なんでも研究者であると同時に低音の歌い手でもあるのだそうだ。

　俺たちはモールスから労歌研の研究内容について詳しい説明を受けた。

　なんでも労歌研はこの国の各地で歌われている労働歌を蒐しゆう集しゆうし、記録するだけで満足するマニア的な活動をしていたのだそうだ。

　ところが実際に鍛冶場で歌われている労働歌を歌いながら魔法を使ったところ、普段よりも炎の魔法の威力が上がったような気がしたそうだ。

　歌には魔法に効果をもたらす力があるのでは？

　そう考えた労歌研は、それからというもの、どの歌がどのような魔法に影響を与えるのかを調査してきたそうだ。

　その結果、重要なのは『イメージ』であることがわかってきた。

　燃えさかる炎をイメージさせるような曲を聴くと火属性の魔法の威力が強化され、吹き荒れる嵐をイメージさせる曲を聴くと風属性の魔法の威力が強化される。

　ここで重要なのが静かに燃える炎を歌った曲や、やさしくそよぐ風を歌った曲などを聴くと、逆にそれぞれの魔法の威力が下がってしまうという点だ。

　これもイメージなのだろう。

「強いイメージは魔法を強化し、弱いイメージは魔法を弱める。そして人々にそんなイメージをもっとも簡単に想起させるものが歌ということなのでしょう」

　モールスの説明を聞いた上で、メルーラはそう言った。

「歌が魔法に影響するなんて、そんなことがありえるのか？」

「ええ。魔法にとってイメージが重要というのは割と言われていることですから」

　メルーラは立ち上がり、用意してあった黒板にサラサラとなにやら書き始めた。




〈人の頭〉→〈意思〉→〈魔素〉→〈反応〉→〈現象〉

〈人の頭〉→〈強い意思〉→〈魔素〉→〈強い反応〉→〈大きな現象〉




　黒板に書かれたことをザックリとまとめるとこんな感じだ。

「この世界の魔法の仕組みですが、まず魔素に対して魔法発現の意思を伝え、そして魔素がその意思に反応して現象を引き起こすと言われています。肝心要の魔素についてはその存在を証明できてはいませんが、魔法が意思によって引き起こされていることは明らかです。人によって扱える魔法の大きさは異なりますが、ほとんどの場合、自分の意思で威力を調整することができますからね」

　ああ、たしかに。俺の【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】も操れる物の数には限りがあるけど、だからといって常時すべてを発動させる必要もない。一個だけ操ることもできる。

　納得を得られたと判断したメルーラは話を続けた。

「この意思というのは『魔法を使うイメージ』と言い換えられるでしょう。そして普段よりも強くイメージすることで、魔法の威力が高められることがわかっています。それを表しているのが『魔法名』です」

「魔法名っていうと……リーシアやアイーシャが叫んでいた技名みたいなヤツか？　【氷剣山】とか【ソニック・ウインド】だっけ？　あとエクセルがラスタニア王国で見せた【水神招来】とかもか」

「そうだけど……あらためて言われるとなんか恥ずかしいわ」

　リーシアが顔を赤らめながら恨みがましい視線を送ってきた。

　自分の技名を他人にあらためて指摘されるのは恥ずかしいらしい。俺の【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】もそうだけど若干中二病っぽいからな。

「でも本来、魔法の発現に魔法名の発音は必要ないのです」

「そうなのか？　あ、そういえばアイーシャとかべつに名前を叫ばなくても使ってたな」

「名前を言うと気合いが入るのよ！　あーもう、ほっといて」

　視線を送ると、リーシアは両手で顔を覆いながら恥ずかしそうに言った。耳が赤くなっているし、相当恥ずかしいのだろう。

　これ以上突っつくとあとでお説教されそうなのでこれくらいにしておこう。

　メルーラはコホンと一つ咳せき払ばらいすると話を続けた。

「リーシア姫の言うことも概おおむね正解なんです。要はいかに強く結果をイメージするかが魔法を効率良く発現させるための鍵なのです。だから魔法名を叫んだり、より具体的にイメージするために詠唱するということも効果的なんです。後者はより時間が掛かってしまうことから、戦闘時など急を要する事態にはかえって非効率になってしまいますが」

「ふ～ん、単にカッコイイってだけじゃないんだな」

「はい。そしてイメージするという意味では、歌というのも同じような効果があると考えられるのです。実際、その性質を利用していると思われる魔法があるのです。そうでしょう、ソージ？」

　急に話を振られてソージは目を丸くしていた。

「はぁ？　なんで俺に聞くんだよ」

「ルナリア正教皇国には歌による効果を利用していると推測できる魔法があったでしょう？　その説明をしてもらうために今日は貴方あなたに同行してもらったんですから、ちゃんとしてください」

「歌と魔法ねぇ……ああ【範囲回復エリア・ヒール】のことか」

　ソージはガシガシと頭を搔かきながら納得したように言った。

【範囲回復エリア・ヒール】……名前を聞くぶんには全体回復魔法っぽいな。

　俺がそう感想を言うとソージはコクリと頷うなずいた。

「その認識で間違ってねぇぜ。正教皇国の光属性の魔導士には稀まれにだが、複数人の外傷を同時に治療できるような魔法を持っているヤツがいる。そういう人材を枢すう機き卿きようや大司教クラスになると囲ってやがるのさ。そして災害や戦闘があって負傷者が大量発生しているような場所に連れて行って治療させるんだ。月神ルナリア様の恩おん寵ちようだ、とか言ってな」

「はあ!?　戦闘による負傷者を一遍に回復できるのか!?」

　戦闘の負傷者を複数人同時に治療可能とか、戦争になったらゾンビアタックしてきそうで怖い。向こうの世界にあった一いつ向こう一いつ揆きみたいに、教義で死ねば極楽に行けると思って突っ込んでくる宗教集団とは相性が良すぎるからな。

　しかしソージは「あーそれはないない」と手をヒラヒラと振った。

「【範囲回復エリア・ヒール】っていっても、同時に掛ける数が多ければ多いほど一人当たりの効果は薄れるみたいだ。それに治せるのはある程度の裂傷や骨に入ったヒビぐらいまでだ。複数人同時に骨折を治したり、切り落とされた腕をくっつける……みたいなことはできない。もちろん病気にも効かねぇ」

「……それでも十分脅威だと思うけどな」

　ゾンビほどではないにしろタフな集団になりそうだ。

　でもまぁ災害現場などでは使えそうな魔法だし、我が国にも【範囲回復エリア・ヒール】の使い手は欲しいところだけど、そういう人材は血統ごと囲い込んでいるのだろうなぁ。

　俺が向こうのお偉いさんなら間違いなくそうするし。

「っと、話がそれたな。その【範囲回復エリア・ヒール】を行う際にはいつも、負傷者やその家族は賛美歌を歌うことになってる。恩寵にあずかるために神に祈りを捧ささげるってわけだな。てっきり宗教的な儀式だと思っていたんだが……メルーラの説明どおりなら歌うことで、魔法の使用者に『神の御み業わざによって癒やす』というイメージを明確にさせて、魔法の底上げを図っていたってわけか」

「だと思います。もっとも当人たちにその自覚があるかは別問題ですが」

「ん？　どういう意味だ？」

　尋ねるとメルーラは人差し指を立てながら説明した。

「人は物事が上う手まくいったときの起点を重視しがちです。極端な話をするなら『今日は左足から外出したらラッキーなことがあったから、明日も左足から外出しよう』とか。一種の願掛けですね」

「ああ、ルーティンってやつだな」

　スポーツ選手が気持ちを高めるために同じ行動を取るようにしているってやつ。

　メルーラは「るーちん？」と首を傾かしげていたけど、気にせず話を続けた。

「ともかく、人は上手くいったときの行動をそのまま繰り返すようになります。それを百年ぐらい繰り返せば宗教的・伝統的な儀式となります。【範囲回復エリア・ヒール】のときに歌われる賛美歌も、歌ったらいつもより効果があった気がする、効果があった気がするから歌い続けられている、そしていつしか宗教的な儀式と認識されるようになる……といった流れなのだと思います」

「なるほどねー」

　俺は腕組みしながら唸うなった。ルーティンが共通認識のもとに繰り返されることで、いつしか宗教的・伝統的な儀式として認識されるようになるわけか。

「それじゃあメルーラはモールスの言う『特定の歌には特定の魔法の効果をアップさせる効果がある』説を信じるんだな」

「もっと詳しく検証する必要があるでしょうが、その価値があると思います。これを研究することによって魔法の性質についても判明することがあるのではと思いますし」

「ふむ……歌姫ローレライとしてはどう思いますか、ジュナさん」

「そうですね……」

　ジュナさんは合わせた手を口元に持っていきながら、少し複雑そうな顔をした。

「歌い手としては歌の持つ可能性を感じられて嬉うれしいです。ですが、海兵隊長だった身としては歌を戦いに利用できるのではとも考えてしまうんです。もし攻撃魔法を高めることができる音楽があったら……と」

「……私は真っ先にそれを考えていたわ」

　リーシアも同意した。国や軍を預かる身としてはどうしても考えてしまうよな。

「俺もです。ですが、考えようによっては攻撃よりも防御向けという気がします。軍楽隊を最前線には出せませんからね。軍楽隊を運用できるとしたら城や陣地に籠もる側でしょう。だから守備力を高める音楽の研究を優先させるつもりです。この国を護まもるため……ということで納得してくれませんか？」

　自分で言ってて詭き弁べんっぽいなと思ったけど、それでもジュナさんは微笑ほほえんでくれた。

「もとより私は陛下を信じております。たとえどのような業を背負うことになろうとも、私は陛下を信じて支えるだけです」

「覚悟ならできてるし、ソーマの信じるようにやるといいわ」

「ありがとうジュナさん、リーシア」

　こうして魔法と歌の関係について検証するプロジェクトが立ち上がった。

　ただ、なにぶん大掛かりで人員が必要になることが予想されたので、その検証実験は戴冠式兼婚礼の儀のあとで行われることになったのだった。




　◇　◇　◇




　―――大陸暦一五四八年の六月の下旬。




　この日、玉音放送が観みられる噴水広場は大量の人でごった返していた。

　またあの若き王様がなにか面白いことをやると噂うわさになったためだった。

　ソーマが玉音放送を利用するようになって以来、玉音放送が観られる噴水広場は増えているのだが、それでもこうして人が大挙して集まるくらい人気のコンテンツへと成長していた。人々はパルナム中央公園の噴水広場に集まり、放送が始まるのをいまかいまかと待ちわびていた。

「うわっ、すっごい人。掃いて捨てるほどいるわね」

「ユリガちゃんったら。人をゴミみたいに言わないでよ」

　率直すぎるユリガの反応に、トモエが不満そうに唇を尖とがらせた。

　トモエ、イチハ、ユリガ、ヴェルザ、ルーシーのちびっ子五人組はいま、中央公園にほど近いルーシーの実家が経営するレストランの三階テラス席にいた。

　ここからなら群衆に囲まれることもなく玉音放送を観ることができるからと、ルーシーが四人を招待したのだ。

「どないや？　なかなかええ場所やと思わへん？」

「そうですね。少し遠いですが噴水広場の様子がよく見えます」

　自慢げにまだない胸を張るルーシーの様子に、イチハは苦笑しながら言った。

　残ったヴェルザはというと用意されたナッツ入りのクッキーを黙々モグモグと食べていた。ライオンが餌に食らいつくようなアイーシャの食べ方とは違い、小動物が一心不乱に餌を頰張っているかのような愛くるしさのある食べ方だった。

　ルーシーはそんなヴェルザを見てニシシと笑った。

「気に入ってくれたようで良かったわ」

「もぐもぐ……はい。堪能させてもらってます」

　ヴェルザが少し恥ずかしそうに言ったとき、イチハが噴水広場のほうを指差した。

「あっ、始まるみたいですよ」

　映し出されたのは第三正妃のロロアと、王国初のニュースキャスターであるハーフエルフのクリス・タキオンだった。

　いきなり登場したロロアを見てルーシーが黄色い声を上げた。

「キャー、ロロア様、今日も素敵カワイイ！」

「もぐもぐ……どうどう」

　ヴェルザが左手ではクッキーを口に運びながら、右手でルーシーの肩をポンポンと叩たたいた。多くの王国民が見つめる中で、二人は口を開くと声を合わせて叫んだ。




『『　と／東西対抗歌合戦／ん！　』』




　……訂正。若干声が合っていなかった。




『ちょっとクリスっち。練習したのに全然合っとらんやん』

『す、すみません。なにぶん番組司会というのは初めてでして』

『なんでや？　ニュース読むときはちゃんとしとるやん？』

『ニュースは読み上げるべき原稿がキッチリ決まってますから。この司会用の台本だとある程度の段取りしか書いてませんからね。そもそもなんで今回司会が私なのですか？　いままで他の人たちがやってたじゃないですか』

『そのほとんどを今回のイベントに取られとるんやから仕方あらへんわ。それで、次の段取りやとクリスっちが服をはだけさせてセクシーポーズするんやったっけ？』

『しませんよ！　打ち合わせにないこと言い出すのホントやめてください！』




　広場から笑い声が聞こえた。クリスが焦る様子が面白かったのだろう。

　ルーシーは悪戯いたずらっ子のような顔で笑うロロアをうっとりとした顔で観ていた。

「頭が良い上にお茶目やなんて。ロロア様カワイイ女神様か」

「「「　王妃様です　」」」

　以前もしたようなツッコミをさせられるトモエ、イチハ、ヴェルザだった。

　ユリガは付き合ってられないとばかりに一人黙って映像を観ていた。




『さてと、それじゃあ、あらためましてフリードニア王国の第三正妃ロロア・アミドニアや。王国民の皆々様には顔と名前ぐらいは憶おぼえて帰ってほしいわー』

『貴女あなた様さまの顔と名前を知らない王国民なんてそうはいないと思いますが……えー、あらためましてクリス・タキオンです。今回はロロア様と一緒にこの企画の司会進行役を務めさせていただきます。よろしくお願いします』

『堅苦しいなぁ……ほら笑顔笑顔』

『作り笑いなら得意ですよ？（ニッコリ）』

『これまた判を押したような作り笑いやなぁ、っとそんなことより企画紹介や』

『はい。今回行う「東西歌合戦」ですが、これは基本的には年末に行った「紅白歌合戦」のようなものです。我が国の「歌姫ローレライ」「歌騎士オルペウス（男性アイドル）」「歌手シンガー」の皆さんを二組に分けて、交互に歌っていただくわけです』

『「紅白」と違うんは、国防軍の軍事演習と絡めるっちゅうこっちゃ。国防軍を東軍・西軍に分け、ランデル近郊にある砦とりでを使い、東軍を攻撃側、西軍を守備側にして戦う映像をお見せするという企画や。つまり歌姫ローレライたちは両軍の応援団っちゅうこっちゃな。うちらの国の勇士たちが歌姫ローレライたちの歌をバックに格好良く戦う姿、とくと観たってや』

『楽しんでいただけたら幸いです』




「……また変なことを始めたわね。面白そうだけど」

　企画趣旨を聞いたユリガがお茶を飲みながら呆あきれたように言った。

「でも、トモエは良かったの？　アンタのお義に兄いさんに頼めば会場に連れて行ってもらえたんじゃない？」

「うん。まあ、そうなんだけど……」

　トモエも収録会場に来ないかという話はソーマからもらっていた。

　しかし今回のことは表向きは新しい放送番組のイベントということになっているけど、裏では魔法と音楽に関する実験が行われることになっている。これは国を挙げての実験であるため、ユリガやイチハのような他国からの留学生や、ルーシーなどの一般人には全容を知られるわけにはいかない。

　友人といえども連れて行くことは許されなかった。

「今回の企画では私は役に立てないだろうし、それに……私一人で観るよりも、こうしてみんなと一緒に楽しみたかったから」

「嬉しいこと言ってくれるわぁ。ささ、お茶飲みねぇ、お菓子食いねぇ」

「い、いただきます」

　トモエの言葉に感極まったのか、ルーシーはトモエの肩を抱き寄せながらお茶やお菓子を勧めた。トモエは苦笑しながらお菓子を受け取った。そんな二人の様子にユリガは小さく溜ため息いきを吐ついてから、視線を真っ直すぐに放送のほうへと向けた。

　その眼まな差ざしは娯楽番組を観ているとは思えないほど真剣なものだった。




　◇　◇　◇




　―――一方、そのころ。




　俺たちは元陸軍大将のゲオルグ・カーマインの居城がある都市ランデルの近郊にある砦にいた。この砦には現在多くの国防軍の将兵たちが集まっていた。

　ここは俺と元陸軍大将ゲオルグ・カーマインが偽りの対立をした際に禁軍と陸軍が戦ったあの砦だ。もっとも激しく戦ったのは禁軍と不正貴族の私兵＆ゼムの傭よう兵へいたちで、陸軍本体はほとんど動かなかったのだが。

　破棄されて久しい古城を禁軍の工兵部隊で蘇よみがえらせたこの砦だが、戦後は国防軍の演習用施設として利用されていた。

「それでは今回の演習のルールをあらためて確認する」

　そんな砦の中で、俺は軍服姿で玉音放送の宝珠の前に立ち、この訓練兼実験に参加する将兵たちに今回の訓練内容の説明を始めた。

　この放送を観ているのは砦に集まった将兵たちだけだ。

　機密保持のために宝珠を使い分けて、国民たちには観られないようにしている。

　もちろんルールなどは事前に通知してあるのだけど、まあ運動会の開会宣言みたいなものだと思ってもらえばいいだろう。

「今回の演習は攻城側と守備側に分かれて行う。攻城側は東軍と呼称し、指揮は国防軍総大将のエクセル・ウォルターが行う。一方、守備側は西軍と呼称し、総大将は私だが実質的な指揮は国防軍副総大将のルドウィン・Ｍマクスウエル・アークスが行う。なお攻城側は時間内に防壁を突破し、私のもとへとたどり着けたら勝利、逆に時間まで守り通せたら守備側の勝利とし、それぞれ勝利したチームには賞与ボーナスを出すので励んでほしい」

　賞与ボーナスと言った瞬間、将兵たちの歓声が遠くから聞こえてきた。

　まったく現金なヤツらだ。賞与ボーナスだけに。……話を続けよう。

「なお守備側有利ということを踏まえて、人数は攻城側が守備側の二倍になっている。また今回の演習は魔法に関しての大規模な実験である。観察対象は魔法の威力であるため攻城側の戦法は四方から『力攻め』のみとさせてもらう。空軍戦力の参加もナシだ。この場にはとくに魔法に慣れた者たちを集めているので、盛り上げてくれる歌姫ローレライ・歌騎士オルペウス・歌手シンガーたちの歌声を聴きながら大いに持てる力をぶつけてもらいたい」

　次に戦闘のルールについての確認だ。

「繰り返しになるが今回の演習の目的は魔法の観察だ。そのため、武器を使用して戦う者は配布した武具・防具を使用してもらう。武具は刃を潰した剣・槍やりなどと、先端を丸くした矢などだ。戦うときは必ずこれらに魔法を付与させて戦うこと。魔法を使わずに殴りとばすのは禁止だ。防具は対魔法用に少しだけ強化された胸甲だ。この胸甲が破壊されたり魔力切れを起こした者は脱落者となる。すぐに戦場を離れるように」

　ちなみにこの装備を考え出したのはジーニャだった。

　魔法をよく観察でき、且つなるべくケガ人が出ないようなルールを話し合っていたときに、彼女が提案したのがこのルール＆装備だった。

　このルールを初めて聞いたときには思わず「脱衣ＫＯ？」とか思ってしまったけど、壊れるのはあくまでも胸甲だけなので色っぽいことにはならないそうだ。

　まあ主な実験参加者である国防陸軍の九割は男だしな。そこかしこで半裸の男が転がる映像を国民に見せるという事態にならないことにはホッとした。

　それにアイーシャなども戦士として参加しているわけだし、嫁さんの裸を他人に観られるのは業腹だからな……とまあ、ルール説明はこんなところだな。

「この演習は実戦訓練であり実験でもある。それと同時に国民たちが諸君の勇姿を見守っているということも忘れないでほしい。だから私は諸君に命じる」

　俺は拳を天に向かって突き上げた。

「全力で、派手に戦え！　目立ったもん勝ちだ！　とくに目立っていたやつには、チームの勝敗に関係なく特別賞として金一封をやろう！　勇んで魔法を振るうがいい！」

「「「　おおおおおおお!!　」」」

　砦の中と外から歓声が沸き起こった。上う手まくやる気に火を付けられたようだ。

　俺は放送が切れたのを確認してから砦の奥に用意されたテーブル席に戻ると、リーシアが水の入ったコップを差しだしてきた。

「お疲れ様。はい、お水」

「ありがとう。……ふう」

　俺は一息つくと、軍服の襟元を緩めながら部屋の中に置かれた簡易受信機を観みた。

　そこには今回の企画の（表向きの）趣旨を説明しているロロアとクリスの姿があった。こちらの放送の音が入らないように、二人はこことは離れた部屋で収録していた。

「煽あおったときの歓声は国民向けの放送に入らなかったかな？」

「ロロアが『兵士の皆さん、意気込んどるようやね』って上手く誤魔化してたわ」

「それは良かった。あとは……報告が上がるのを待つだけだな」

　今回の実験に対しては王立アカデミーのほうから魔法関連の研究者を多数派遣してもらって各地に配置し、魔法の威力の増減を逐一チェックしてもらっている。

　どんな曲がどんな魔法に影響があるのか……いまから楽しみだ。

「さてと……」

　するとリーシアは立ち上がり、腰にレイピアを差した。

「っておい、リーシア。まさか……」

「アイーシャも参加してるんでしょ？　シアンとカズハは母上が王城で見てくれてることだし、私もたまには参加したいわ。妊娠・出産ですっかり鈍なまっちゃってるし、カッコイイお母さんでいるためにも戦いの勘を取り戻さないと」

「お母さんに戦いの勘って必要なのか……」

　リーシアには前から肝っ玉母さんの片へん鱗りんが見えてたけど、いまはもう本当に肝っ玉母さんになったんだな。まあ今回は危険はほとんどないし大丈夫か。

　最近はシアンとカズハにかかりきりだったし、たまには羽を伸ばしてもらおう。

「楽しんでおいで」

「ありがとう。ソーマ」

　リーシアは俺に口付けをすると颯さつ爽そうと部屋から出て行った。相変わらず凜り々りしい。

「さてと……それじゃあ俺はロロアのほうを手伝うとしますか」

　俺は俺で、自分の仕事をするべく部屋をあとにするのだった。
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「ジュナさん……あ、いえ、ジュナ様」

　あと少しで戦闘が始まろうというとき、春色のドレスに身を包んだ歌姫ローレライのコマリ・コルダは舞台袖で出番を待っていたジュナに話し掛けた。

　青いドレスを纏まとったジュナはとても気高く、美しく、その輝きは既婚者となったいまも些いささかも失われてはいなかった。ジュナは振り返るとニッコリと微笑ほほえんだ。

「ジュナさんでいいですよ。コマリさん」

「いえ、でもジュナ様はお妃きさき様になられたのですし……」

「いいんですよ。玉音放送の前に立つときは私は私自身でいたいんです」

「……わかりました。ジュナさん」

　ジュナの柔らかな微笑みに触れて、コマリはあらためて『第一の歌姫プリマ・ローレライ』と謳うたわれるジュナという存在の大きさを感じた。

　本来、歌姫ローレライという称号は地球でいうところのアイドルと同義であり、ソーマ王と結婚したことでアイドル業ができなくなったジュナは、マルガリタなどと同じ『歌手シンガー』と呼ばれる立場になっている。

　しかし国民たちはいまだにジュナのことを『歌手シンガー』ではなく『第一の歌姫プリマ・ローレライ』と呼んでいた。『第一の歌姫プリマ・ローレライ』という言葉自体が『歌姫ローレライ』という概念から独立したかのように。

　ジュナにとって『第一の歌姫プリマ・ローレライ』は唯一無二の称号となったのだ。

　それほどまでにジュナはいまも根強く国民からの支持を集めていた。

『ジュナを継ぐ者ポスト・ジユナ』との評価を受けているコマリにとって、ジュナという存在は目指すべき理想であると同時に、いつか越えたいと思う巨大な壁でもあった。

　だからこそ、その決意を伝えたくて声を掛けたのだ。

「私は、ジュナさんに見み出いだしていただいたことでここにいます。ジュナさんには感謝してもし足りません。だから……敵チームの側から私の歌を聴いていてください」

「………」

　今回の企画では歌い手も二つのチームに分けて、攻城側・守備側それぞれを応援するべく歌うことになっていた。つまり歌い手も二組に分かれて競い合うわけだ。

　コマリは攻城側に、ジュナは守備側に属している。この合戦フィールドで二人の歌声がぶつかり合う中、将兵たちは全力を尽くして戦うことになる。

　コマリは胸に手を当てながら自分の決意を伝えた。

「全力で歌います。貴女あなたの代わりに音楽業界を牽けん引いんできるように。貴女に見出された者として、貴女を継ぐ者として恥ずかしくないように。そして私の成長を今回の企画で見ていただくことで恩返しとさせてください」

「……そうですか」

　堂々と言い切るコマリにジュナは笑みを消して真面目な顔になると、真っ直ぐにコマリの目を見つめながら言った。

「貴女の覚悟はわかりました。ですが、一つだけ気になった部分があります」

「……なんでしょうか？」

「私の代わりに、です。貴女の中で私はすでに過去のものなのでしょうか？　陛下のものになったことで私の歌い手としての魅力が落ちたと、そう言いたいのでしょうか？」

　静かだがその奥に秘めたる激情が見えるようなそんな声だった。

「……っ」

　ジュナから漂う雰囲気に吞のまれコマリは息を吞んだ。

　まるで青い炎を見ているようだ。寒々しいようで熱い。その見る者を圧倒する威厳に満ちた雰囲気はジュナがどんなに否定しようとも『女王』のそれだった。

　コマリが言葉を失っていると、ジュナの視線が横に動いた。

　すると、それまで纏っていた威厳に満ちた雰囲気がかき消えた。

　なんだろうと思ってコマリがジュナの視線を追うと、そこには司会役を終えたロロアと話しているソーマの姿があった。将兵たち向けの演説を終えてこちらに合流してきたのだろう。そして合流するやいなや、

「ダーリン、早速だけど仕事や！」

「……わかってたけど、キツいスケジュールだな」

　今回の実験で各地からもたらされる報告をまとめる仕事をさせられるようだ。ソーマの魔法は書類作成に特化したものなので、国王でありながら働きを期待されていた。

　ソーマは【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】を使って羽根ペンを浮かしながらぼやいた。

「結局ここでも書類仕事か。疲れるのはいつもと変わらないな」

「にゃはは、ダーリンの魔法を強化する歌とかあったらええんやけどね。なんかよさげな歌は知らんの？　こう書類仕事をやってる状況に合った労働歌とか」

「う～ん……『デイ・オー』とか？」

「どんな歌なん？」

「歌の合間に仕事辛つらい、早く家に帰りたいって気持ちを連呼する合いの手が入る」

「そんなん聴いとったら士気がだだ下がりやわ……」

　……国王としての仕事ってそこまで激務なのかとコマリは引いていた。

　するとそんな二人のやりとりを聞いていたジュナがクスリと笑った。

「あの、いまのやりとりに笑う要素はありました？」

「心配しないでください。いつものことですから」

「いつもって……」

「ほっとけないでしょう？　だからこそ、そばで支えたいと思えるのです」

　ジュナは胸の前で手を組みながら歌うように言った。

「あの方と出会い、あの方たちと出会い、様々な愛の形に触れました。恋愛、親愛、家族愛……それは大切な人と共に歩むなにものにも代え難い時間であり、生きる喜びそのものなのです。それを理解したことで、私は前よりも力強く歌うことができます。歌の中に描かれる愛を、夢を、信念を、悲哀を、そしていまを生きる喜びを」

　やさしい口調のはずなのにその言葉はコマリの胸を強く打った。

（これがジュナ・ソーマ……）

　家名が変わっても国民に愛される歌姫ローレライなのだと、あらためて思い知らされた。

「……あはっ、やはりジュナさんは『第一の歌姫プリマ・ローレライ』なのですね」

　コマリは笑った。嘲笑や冷笑などではない。

　ただ嬉うれしかったからだ。憧れであり超えるべき目標であるジュナが、相も変わらず自分の前に雄々しくそびえ立っていることが。

　だから真っ直すぐにジュナの目を見て宣言した。

「そんな貴女を、いずれ超えてみせます！」

「素晴らしい覚悟です。でも、私もそう簡単には道を譲りませんよ？　輝く私を見ていてほしい。そう思える存在がいるのですから」

「もちろんです！　陛下のそばで輝きを増した貴女のさらに上を目指します！」

「ふふふ、期待していますわ。さあ、行きましょう」

　ジュナは微笑みながら手を差し伸べた。コマリは躊躇ためらうことなくその手をとった。

「はい！　全身全霊全力で歌います！」

　今回の実験の開幕を告げるのは二人の歌姫ローレライのデュエットだった。
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　二人の歌姫ローレライの歌声が響き渡り、戦いが始まった。

　ジュナとコマリが歌っているのはデュエットが熱い新しめのロボットアニメの主題歌だった。二人の力強い歌声に引き摺ずられるように開幕から攻城側は攻勢を強めていた。

　守備側は弧を描いて飛んでくる火炎球や魔法の矢を、必死で打ち落としたり盾で弾はじいたりして防いでいた。

　そんな中、ハルバートはただ城壁の縁に立っていた。

　時折飛んでくる自分への直撃コースの攻撃を二本の槍やりでいなしながらも、その顔はどこかボンヤリとしていた。いまのハルバートの頭を占めているのは戦いのことではなく、たった一人の女性のことだけだった。

　というのも、つい先日のことだ。

『赤ちゃんができたみたいなのです、ハル』

　両親やルビィもいる前で、幼おさな馴な染じみから第一夫人となったカエデがそう告げたのだ。

　最近のカエデは調子が悪そうにしていたのだが、どうやら悪阻つわりだったようだ。結婚後は長期の休みをもらい、折角だからとヴェネティノヴァなどへ旅行に行きながら、三人で存分に愛を育んだのだから……まあ当然の結果と言えるだろう。

　当然、マグナ家は上を下への大騒ぎとなった。

　父親のグレイヴは感極まったのかハルバートの背中をバシバシと叩たたき、母親のエルバは目に涙を浮かべながら義娘を祝福していた。

　第二夫人のルビィも我がことのように喜んでくれていた。

　そんな中でハルバートはというと……あまりの衝撃に頭が真っ白になっていた。この日が来ることはわかっていたし願ってもいた。

　しかし急だったもので理解が追いつかなかったのだ。

　そしてグレイヴに叩かれ続けた背中の痛みで我に返っていき、徐々に事態を理解してくると、一気に感情がこみ上げてきた。

『うっ……しゃああああああああ！』

『わっ、ちょっと、ハル!?』

　ハルバートはカエデをリフトするとそのままクルクルと回った。

　ソーマが共和国で子供ができたことを告げられたときは、目の前に肝心のリーシアがいなかったので残念そうにしていた。しかし、いまのハルバートの前にはカエデがちゃんといる。だから抱きしめて喜びを爆発させたのだ。

　もっともはしゃぎすぎて両親とルビィから、

『『『　大事に扱いなさい！　』』』

　……と大目玉をくらうことになったのだが。

　そんなわけで今回の模擬戦にはカエデは不参加だった。

　同じ理由でこの模擬戦に参加しない者も多いらしい。

　あの王都中で挙げた結婚式から二ヶ月ちょっとが経たったいま、新婚家庭には悪阻ラッシュが来ているようだ。来年はきっと出産ラッシュとなるだろう。

　そして数日で多少冷静になったハルバートはぼんやりと考えていた。

（俺が……親おや父じになるのか……）

「ボーッとしすぎよ、ハル」

　気付けば横にルビィが立っていた。今回の模擬戦では空軍戦力は使用しないことになっているため、赤竜ルビィは人間形態でのみ参加を認められていた。

　ハルバートは久々に地上戦一本で戦うことになっている。

　するとルビィが腰に手を当てながら、やれやれと首を振った。

「どうせカエデや子供のことを考えてたんでしょ？　もう、しっかりしてよね。ハルは守備側のエースなんだから」

「そりゃあ……わかってるんだけどよー」

「それに、産休のカエデもきっとこの放送を観てるわよ？」

　ルビィは戦場のところどころに設置されている玉音放送の宝珠を指差した。

「カッコイイところ見せなくていいの？　お父さん？」

「……決まっている」

　ハルバートは槍を構えると城壁の下に殺到している兵士たちを見下ろした。

「親父になる覚悟はまだ決め切れてねぇが、格好悪いところだけは見せたくねぇな！」

「ふふ、そうこなくっちゃ。指示はちゃんと憶おぼえてるんでしょうね？」

「もちろんだ。ルビィもしっかりな」

　今回、二人が守備側の大将ルドウィンから受けた指示は別行動だった。

　耳を澄ませば音楽は歌騎士オルペウスユニット『ＹＡＩＢＡ』が歌う熱い曲へと変わっていた。

　ソーマの世界のアニメソングで、巨大なものに立ち向かい、反撃を促すような熱いメロディーが響く。勢いに拍車を掛けるような元気な曲が流れる中では攻撃側が元気になり、逆に守備側は動きづらくなっているようだ。

　だったら守備側も攻勢に出ればいい。

　ハルバートは振り返り、待機していた竜挺兵ドラトルーパーの隊員たちに号令をかけた。

「押し込まれそうな場所に一当てするぞ！　国民の目に竜挺兵おれたちの精強さを見せつけてやろうじゃねぇか！」

「「「　おおおおお!!　」」」

　男たちの士気は高かった。

　ここで目立てればこの放送を観みていた女の子たちからワーキャー言われるかもしれない。少なくとも酒場の姉ちゃんたちに自慢話ができる。

　目の前でハルバートとカエデとルビィのイチャイチャっぷりを見せつけられてきた独身隊員たちは、切実に伴侶を求めていたのだ。三分の一くらいはいる既婚者隊員にしても家族がきっと放送を観ているので目立ちたいのは一緒だった。

「それじゃあ……降下ぁ！」

　ハルの号令でルビィと竜挺兵ドラトルーパーたちは城壁の外へと身を躍らせた。

「おらあああああっ！」

「うわっ！」

「な、なんだあの一団の強さは!?」

　ハルバートたち竜挺兵ドラトルーパー隊員たちはさすが精鋭部隊であり、各方面の防衛が崩れそうな場所へと参戦しては攻勢を押し返していった。

　それまで鳴っていた音楽が止やみ、新しい曲が流れはじめた。

　今回の実験では歌詞の有無による影響を計るために、歌姫ローレライたちの歌がないオーケストラだけの曲も流れている。ちなみにその選曲は戦闘向きの曲ということで、ソーマの伝えた向こうの世界のゲーム音楽が多かった。

　さっきまで流れていたのは洞窟を探検してお宝を集めるゲームのお城のシーンでかかる曲だった。メインテーマを重厚な雰囲気にアレンジしたその曲は、攻める者たちに城壁の高さを想像させて大いに士気をくじいていた。

　ハルバートは炎の槍で数名の装備をまとめて破壊してから「ふう」と一息ついた。

　訓練のため愛用の『双そう蛇だ槍そう』は使えず、実験用の短槍二本を使っている。

「たわいもねぇな。この程度なら時間まで防げ……っ!?」

　台詞せりふも言い終わらないうちにハルバートは嫌な感じがして大きく仰のけ反ぞった。

　その鼻先を一陣の風が駆け抜けていくのを感じたかと思うと、さっきまで自分の前にいた竜挺兵ドラトルーパーの隊員たちが何名も宙に舞っているのが見えた。

　ハルバートはそのままバク宙をして着地し、前を見ると大剣を振り抜いた格好の人物が一人立っているのが見えた。

（ちっ、またアレと戦わねぇといけねぇのか……）

　ハルバートは内心で舌打ちをした。

　折しも音楽は一騎当千・万夫不当の猛将の登場を盛り上げるかのようなものとなっていた。大剣を構える人物の姿を目にして防御側の兵士たちは思わずこう叫んだ。

「「「　ア、アイーシャ様だぁ!!　」」」

「………ハアーッ!!」

　そんな兵士たちがいる方向の地面にアイーシャは手にした大剣を叩き付けた。次の瞬間、湧き起こった突風が十数人の兵士たちをぶっ飛ばした。

　訓練された兵士たちがまるで木の葉のように舞い上がる。

　その光景を見ながらアイーシャは溜ため息いきを吐ついた。

「常に魔力を付与して攻撃する……意外と厄介なルールですね」

　普段のアイーシャは大剣の重さと、それを難なく振り回せる膂りよ力りよくに頼った戦い方をしている。風の刃を飛ばすなどの魔法による攻撃も行うが、それは相手との距離が開いているときの攻撃手段にするくらいで、武器に風の魔法を付与させるなど常時魔法を使用するような戦い方には慣れていなかったのだ。

　いつもの大剣ならばその重量とパワーで、魔法など付与しなくても、さらに言えば刃がなかったとしても相手を圧殺できてしまう業物だからだ。

　しかし今回はその剣は使用せず、外見が似ていて丈夫なだけの神護の森産の木剣を使用している。効率よくぶっ飛ばすためには魔法を使わなくてはならなかった。

「慣れぬ戦いですが、陛下の期待に応えるためにも……っ!?」

　ガキンッ！

　訓練用の武器とは思えないほど甲高い音が鳴り響いた。

　咄とつ嗟さに上段で受け流すように構えた大剣の上に、二本の炎の槍が振り下ろされた。

「今日こそアンタを止めてみせるぜ、アイーシャ嬢！」

「ハルバート殿か！」

　打ち合う刹那、アイーシャとハルバートの視線が火花を散らす。

　一瞬の邂かい逅こうのあとでアイーシャが力任せにブンと大剣を振るうと、ハルバートは数メートル離れた場所へとヒラリと着地した。

　アイーシャの相変わらずの馬鹿力に、ハルバートは引きつった笑みを浮かべた。

「まさか攻め手側にいるとはな。旦那様がいる城を護まもらなくていいので？」

「その陛下から戦力配分のために攻め手側に回るように言われたのです。陛下のもとへと参るためにも、ここは抜かせてもらいます！」

「そう簡単に通せるかよ！」

　二人の得物が再び激突した。ギチギチとつばぜり合いの音がしている。

　付与魔法で強化されていなかったら両者の武器はとっくに砕かれていただろう。

「……今日は奥方たちは一緒ではないのですか？」

「ルビィはいるけど別行動で、カエデは産休だ」

「おお、お子さんが。それはおめでたいことですなぁ」

「ありがとう……あ、いや、ありがとうございます、って言うべきか」

「陛下のご友人ですし自然な口調でいいですよ。私の丁寧語は素です」

　交わされる会話はいかにも世間話のようだったが、二人の腕は休むことなく武器を振るっていた。ガッシンガッシンと武器をぶつけながらよくそんな会話ができるものだ。

　しばらくは拮きつ抗こうしていたようだが、地の力の差が出てアイーシャがハルバートを圧倒し始めた。劣勢になったハルバートはチッと舌打ちをした。

「相変わらずの馬鹿力だな……」

「今回は以前のようにカルラ殿やカエデ殿もいませんからね。ルビィ殿に乗ってもいないハルバート殿に負けるようでは〝あの男〟を倒すことなどできませんから」

「……フウガのことか。なら、俺も負けられねぇ！」

　ハルバートはアイーシャの猛攻に必死に食らいついた。

「「「　ちょっ、うわああああああ!?　」」」

　二人の戦闘の余波で周囲にいた兵士たちが吹っ飛ばされていく。

「いざというとき、あの野郎を止めるのは俺の役目だ！　だから、」

「あの男から陛下をお守りするのが私の役目です！　ですから、」

「「　絶対に負けられない!!　」」

「おうおう、なんだか盛り上がってるじゃねぇか」

　意地と意地とがぶつかり合うそんな場所に、なにやら軽そうな声が降ってきた。

「ウッキャッキャ！　オイラも交ぜてくれよ、っと」

　ガキンッ！

　そんな言葉とともに背後から振り下ろされた棍こんの一撃を、アイーシャは振り返ることなく左手のガントレットだけで受け止めた。曲はいつの間にか一騎当千の猛将のような曲から、元祖お猿さんが大冒険しているような軽快な曲へと変わっていた。

　アイーシャは背後を睨にらみながら言った。

「奇襲ならば声を掛けるべきではありませんでしたね。クー殿」

「このお祭り騒ぎに奇襲は無粋だと思ったからこそ声を掛けたのさ。兄貴の嫁さん」

　攻撃を防がれたクーはとんぼ返りしながらハルバートの横に並んだ。

「オイラは赤髪に付かせてもらうぜ。ちょうどいいハンデだろ？」

「どうぞ。そのほうが私の鍛錬になりますし」

「っていうか、ソーマから許可もらってるのか？　お前、他国の人間だろ？」

　ハルバートに尋ねられて、クーはウッキャッキャと笑った。

「こんな楽しげなことに交ざれないなんて噓うそだろ。兄貴に直じか談だん判ぱんして参加する許可はもらったよ。実験の観察場所や収集されたデータには近づかないとか、いろいろ条件は出されたがな」

　自分一人では厳しいと思っていたハルバートはニカッと笑った。

「そうかよ……なら、手を貸してくれ」

「おうともさ」

「ふふっ。いいでしょう、二人とも叩たたきのめします」

　気を吐くアイーシャに向かって、ハルバートとクーは揃そろって地を蹴った。
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　一方そのころ。

　べつの場所では風雲雷雨の中で火花が飛び散る激戦が繰り広げられていた。

　さっきまでよく晴れていたのに急に雷雨？　しかも雨の中で火花？

　視聴者は不思議に思っているかもしれないが、実際に嵐が吹き荒れ雷雨が叩き付けられている戦場に火花が飛び散っているのだ。その中心では……。

「とああああああああああ!!」

「だりゃああああああああ!!」

　ズカバキドコズバシュッチュイーンドカ～ン!!

　白銀に赤いスカーフのヒーローと、悪の帝王がド派手に拳を交えていた。

　ご存じ王国で人気の特撮番組『超人シルバン』の主人公であるシルバンと、ラスボスの悪鬼大帝だ。中の人的に言うならばイワン・ジュニーロとその父モルトフだが。

　二人の持つ特殊効果じみた幻影を周囲に展開させる固有の魔法。

　それが音楽の影響を受けるのかを調査するために参加を要請されたのだ。

　さらにイワンはシルバンの中の人として顔が知られているため、それがモンスターや怪人ではなく普通の兵士たちと戦うと子供たちが混乱するだろうとのことだったので、モルトフが悪鬼大帝の姿で戦闘相手になっていたのだ。親子でガチバトルをすることになったが、この二人はしょっちゅう喧けん嘩かしているので問題なかった。

　いま戦場に掛かっている音楽はナンナが歌うシルバンのテーマ・ソングだ。

　自分たちの番組の音楽ということもあって二人のテンションも爆上げ状態で、二人が拳をぶつけ合う度に衝撃波が発生し、動きには残像が見え、周囲には無数のシルバンと悪鬼大帝が戦う幻影が現れては消えている。

　まるで彼方あちら此方こちらへ高速で移動しながら戦っているようで、ちょうどその映像を観ていたソーマは「どこの戦闘民族だよ……」と呟つぶやいたとか。

　二人がにらみ合えば雨が降り、激突すれば火花が散り雷が走る。

　幻影とはわかっていてもその激しい特殊効果の嵐のせいで両軍の兵士たちはその一画には近づけなかった。いやむしろ、恐怖というよりは邪魔しちゃ悪そうな気がして近づけなかったのだ。写真を撮ってる人の前はなんだか横切りづらいあの感じだ。

　ちなみにこの二人は身体強化系の魔法は使えず、エフェクトは派手なものの実際にはポカスカ殴り合っているだけなので、勝敗を決定づける対魔法用防具の破壊ができず決着の付かない泥仕合になっていた。

　先に体力が切れたほうが負けるだろう、と思われていたときだった。

　音楽が変わりなにやら威圧感のあるメロディーが流れ出す。

　いかにも片翼の天使が降臨しそうなその曲を聞いて、それまで戦っていたシルバンと悪鬼大帝が手を止めた。強つわ者ものの登場を言こと祝ほぐようなメロディーラインに二人が見上げると、その先の城壁に降り立つ赤き翼があった。

「なんで……なんで……」

　その人物はお尻から伸びた爬は虫ちゆう類るいの尻尾でパシンッと城壁を叩き、両拳をキツく握りしめながら背中の翼を大きく広げると、真ん中でパックリ割れて極めて露出度の高い水着のような衣装で強調された胸を反らしながら叫んだ。

「なんでまたこんな格好をさせられなきゃいけないのだああああ!!」

　魂の叫びが戦場に響き渡り、イワンとモルトフは目を瞠った。

「あれはミス・ドラン!?」

「……カルラ嬢か!?」

　城壁に降り立ったのは悪の女幹部ミス・ドランのセクシー・コスチューム姿のカルラだった。カルラの顔は羞恥で真っ赤になり涙目にもなっていた。

「折角……久しぶりに実戦訓練に参加させてもらえるって、武人としての働きができるって喜んでたのに、なんでこんな格好をしなくちゃいけないのだ!?　くっ、あの人を甘く見ていた自分が憎い。妊娠中なのだからこんな無茶ぶりはされないと思ってたのに、まさか他の侍従メイドたちにあらかじめ命じておくことで退路が断たれていただなんて……」

　死んだ魚のような目をしながらカルラはブツブツと呟いていた。

　カルラの言うあの人とはもちろん侍従メイド長ちようのセリィナのことだ。

　ちなみにサラッと言っていたが、セリィナはポンチョとの子供を妊娠していた。

　有能な女性であるセリィナは将来のベビーラッシュを予想して、いち早く行動を起こしていたのでこれはできるべくしてできたと言えるだろう。どのような行動をとったかは、あのポンチョが目に見えて細くなり周囲を心配させたことから察してほしい。

　そのためセリィナは同じく妊娠が発覚したコマインと共に王都に残っていた。

　ワーカホリックな一族の出身であるセリィナはギリギリまで産休をとるつもりはないようで、いまも王城で働きポンチョや配下の侍従メイドたちをハラハラさせていた。

　だからカルラは久々に彼女の目を気にせず戦闘に参加できると思っていたのだ。

　しかし、気が付けば寝ている間に同僚の侍従メイドたちによって自分の衣類は隠され、部屋には下着の他はミス・ドランのセクシー・コスチュームしか着る物がなかったのだ。

　これはすべてセリィナの指示なのだと同僚が手を合わせて謝っていた。

　きっとセリィナはこの放送を王都で良い笑顔を浮かべながら見ていることだろう。

　カルラは濁った目でイワンとモルトフを見た。

「この憂さ……申し訳ありませんが貴方あなたたちで晴らさせてもらいます」

「ま、待ってくれカル……いや、ミス・ドラン！」

「落ち着くのだ、ミス・ドランよ！」

　二人は視聴者の目を気にしてカルラのことをあえてミス・ドランと呼んだのだが、そのことがカルラの逆げき鱗りんに触れることになった。

「私をその名前で呼ぶなああああ!!」

　カルラの腕から無数の火球が放たれ地面にドッカンドッカンと降り注いだ。

　幻などではなく現実の火球だ。喰くらったら一ひと溜たまりもないだろう。

　イワンとモルトフは冷や汗をかきながら顔を見合わせると頷うなずき合い、両手を前に突き出すと声を揃えて言った。

「「　幻影展開！　」」

　すると周囲に何人もの超人シルバンと悪鬼大帝の幻影が現れた。

　ザッと見たかぎりで数百体くらいはいるだろう。まるで分身の術だ。

　二人はそんな幻影に紛れてこの場を離れようとしたのだ。

　しかし、そうは問屋が卸さなかった。

「ふふふ、同じ番組を作ってきたのですから、当然貴方たちの能力は把握しています。生み出す幻影に実体は無く、生きた人の気配を感じないことを」

　カルラは目を細めて幻影を見渡した。

　無数のシルバンと悪鬼大帝が蠢うごめいているが、その中で生きた気配を感じられるのはたった二つのみだった。カルラは両手の平に火球を作ると口角を上げた。

「……くくく、みーつけた」

　カルラが放った火球が真っ直すぐにイワンとモルトフに向かっていった。

「「　のわああああああああ!?　」」

　飛んできた火球の直撃をくらったイワンとモルトフは、大きく吹っ飛ばされることとなった。本体が消えたことにより幻影が消滅し、カルラの炎のみが残った。

「ハハハ、燃えろ！　私の記憶ごと消え去るがいい！」

　その姿はまさに悪の女王のようで、視聴者の記憶にむしろ焼き付くことになる。

　メラメラと燃える地面に誰も近づけず、しばらくその場にはカルラのやけっぱちの高笑いだけが響いていたそうな。
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　一方、戦場で派手な戦闘が行われる裏側では……。

「陛下。いまの戦闘の記録をお願いします」

「ふむ……自分のテーマソングだと威力が上がるのか。アイーシャやハルみたいな猛者にはそれぞれテーマソング作るかな。プロレスラーの入場曲みたいだけど」

　ソーマたちがイワンたちの戦闘結果をしっかりと記録していた。

　書類に記録し終えたあとで、ソーマはカルラが暴れ回る姿が映し出された簡易受信装置の映像を観みながら「……はあ」と溜ため息いきを吐ついた。

「暴れすぎだろ。悪の女幹部大勝利じゃないか」

　ミス・ドランに吹っ飛ばされるヒーローとラスボス。

　視聴者にこの状況をどう説明すべきか、ソーマは頭を悩ませるのだった。

　ちなみにこのカルラによる蹂じゆう躙りん劇は視聴者の間で、覚醒したミス・ドランがその大きすぎる力を制御できずに暴走し、主君であるはずの悪鬼大帝さえも巻き込んでシルバンを打ち破った唯一の回として後の語り草となるのだった。

　シルバンは次の回にミス・ドランよりも強い力を得るため、過酷なトレーニングを重ねることになるのだがそれはまたべつの話である。
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　さて視点を戦場へと戻そう。

　戦力が拮きつ抗こうするように配置したためか、案の定、攻城側と守備側は押しつ押されつの一進一退の状況が続いていた。

　そんな景色を攻城側の本陣で総大将エクセル・ウォルターが退屈そうに眺めていた。

　暑いのかビーチパラソルのような大きさの傘の下に用意した椅子にもたれて、扇子でパタパタと自分のことを扇あおぎながら簡易受信機で戦場の様子を見ていた。

「魔法に関する実験に主眼が置かれているから力攻めしか許されてないし、なんの駆け引きもできないのよねぇ。暇だわ。立場があるってこういうときつまらないわね。いっそ誰かに総大将を任せて、一兵士として参加すれば良かったかしら…………あら？」

　エクセルの扇子を動かしていた手が止まった。そしてなにかを思いついたとばかりに、パンと音を立てて扇子を折りたたむと椅子から立ち上がった。

「よく考えたら『総大将は本陣で大人しくしていないとダメ』とも言われていないのよね。なんだ、じゃあ私も参加していいってことじゃないの」

　エクセルは妖艶に微笑ほほえむと閉じた扇子をもう一度パッと開いた。

「ふふっ、目立った者勝ちって言ってたし、この戦場に花を添えましょうか」







「な、なんだあれは!?」

「水が持ち上がっていくぞ!?」

　砦とりでの南側で戦っていた兵士たちは、攻城側・守備側関係なく息を吞のんだ。

　砦の南側を流れている川の水が急に持ち上がったのだ。

　そうして持ち上げられた大量の水は五本首の大蛇の姿へと変形し、鎌首を持ち上げた五本の首はすべて砦のほうを見ていた。

「あ、あれは!?　間違いない、あのときと一緒だ！」

「ウォルター公だ！　ウォルター公の魔法だ！」

「こ、ここにいたら俺たち攻城側まで巻き込まれるんじゃねぇか？」

　その水蛇は東方諸国連合での戦いに参加した将兵たちには見覚えがあった。

　あれは魔物の群れを渡河させるためにダビコン河の水を持ち上げ、渡り終えたあとに戻して魔物たちの退路を断ったエクセル・ウォルターの大魔法だ。

　一方、そんな水蛇の麓ではエクセルが少々不満げな顔をしていた。

「やはり……少々細いですね。ダビコン川ぐらい水量があれば良かったのですけど、この程度の川ではこれが限界ですか」

　たしかに生み出された水蛇は、以前にダビコン川で創り出したものよりも一回り以上も小さかった。砦の南を流れる川は小川を少し大きくした程度であり水量も決して多くなかったのだ。それでも将兵たちからしてみれば脅威であることには変わりないのだが。

　エクセルは気を取り直したように砦を見た。

「まあ、あまり多く操るとすぐに魔力が枯渇してしまいますからね。この程度でいいでしょう。さあ……どうしますか、守備兵さんたち」

　そう言うとエクセルは扇子を砦の方角へと向けた。すると五本ある水の蛇の首の一本が砦のほうへとまるで鉄砲水のような勢いで向かっていった。

　そのとき流れていた曲はソーマのいた国でもっとも有名な怪獣映画のテーマソングだった。その人々の恐怖をかき立てるような音楽を聴いて、守備側の兵士たちは本当に巨大な生物が襲ってきたかのような恐怖を感じた。しかし、

「どうするもこうするもないわ」

　ボオオオオオオオオッ……

　突如戦場に立ち上った巨大な炎がその首を一瞬にして蒸発させた。

　気が付けば、エクセルの前に戦場には似合わない赤い鱗うろこ柄のワンピースを着た勝ち気な瞳の少女が立っていた。赤い髪をなびかせ、お尻からは爬虫類の尻尾が伸びている。

　エクセルはそんな少女を見て目を細めた。

「貴女あなたはたしか……マグナ家の？」

「はい、ウォルター公。ハルバート・マグナの妻、ルビィです」

　ルビィはそう名乗りながら上に向けた手のひらから炎を出した。

「ルドウィン殿は貴女が出てくることを予測していました。気まぐれな貴女のことだから戯れに参戦するだろうと。そして貴女に匹敵する魔力を有している私に、貴女を抑えるよう命じられたのです」

「ふふふ、ルドウィン卿きようも私の性格をよくわかってるわね。でも、いまの貴女一人で私を止められるかしら」

　エクセルは笑っていたが、その目は獲物を狙う猛もう禽きん類るいのように爛らん々らんと輝いていた。

「たしかに竜ドラゴン族なのだから相当な魔力を有していることでしょう。ですが今回のルール上、貴女は人の姿で戦わなくてはなりません。空軍戦力は禁止ですからね。そして人の姿で操れる魔法は、竜ドラゴンの姿に比べれば高が知れているのでしょう？」

「……よく知ってますね」

「国防軍の総大将ですからね。自国の戦力については把握しておりますわ。ですから、もう一度聞きます。その姿の貴女一人でこの私を止められると思うのかしら？」

　そう言うとエクセルは四本の水の蛇の首をルビィに向けて突っ込ませた。

　ルビィはバックステップしながら両手で炎を放ち、二本の水の蛇を蒸発させる。

「甘いですわ」

　気が付けば一本の水の蛇がルビィの背後へと回っていた。

　そして前からは最後の一本である水の蛇が挟み撃ちをするように迫ってくる。

　ルビィはとっさに足を踏ん張ると、両手を大きく開いて迫り来る二本の水の蛇にそれぞれ炎をぶつけた。




　ジュウウウウウウウウウウウウッ……




「くっ……」

　しかし今度は蒸発させきれなかった。

　二本の水の蛇にエクセルが川の水を供給し続けていたからだ。炎の威力で拮抗を保ってはいるものの、ルビィにはこの攻撃を跳ね返せなかった。

　二人の周囲が蒸発させきれなかった蒸気で煙る。すると、

「『淡水の近くでは無敵の魔導士』という呼び名の意味がわかりますか？」

　エクセルはそう言うと新たに生み出した水の蛇の首を、身動きが取れないルビィに見せびらかすように蠢かせた。口角が三日月のように吊つり上がっている。

「淡水が近くにある場所ならば、より効率的に水を扱うことができるということです。さあ、そこをどいていただきましょうか」

「ぐう……人の姿でここまでの魔法を使えるなんて、反則じゃない……」

「なんとでも仰おつしやいな。さあトドメです」

　水の蛇が動けないルビィの頭上から襲いかかった……そのときだった。




　バチンッ!!




　いきなり空から電光が走り、水の蛇を吹き飛ばした。

「っ!?」

　不意にエクセルが大きく後ろに飛び退のくと、さっきまでエクセルがいた位置にズダンッ、ズダンッと二発の雷が落ちた。エクセルの魔法を解いたことでルビィはようやく解放された。そんなルビィの前にシュタッと黒い人影が降り立った。

　艶やかな黒髪から生えたエクセルよりも大きな鹿角と黒い尻尾を持つその人物は、ルビィに向かって言った。

「苦労してるみたいね。手を貸してあげようか？」

「……余計なお世話よ、ナデン」

　降り立ったのはソーマの第二側妃であるナデン・デラール・ソーマだった。

　すでに戦闘態勢に入っているようで、髪の毛は逆立って電流火花が迸ほとばしっており、黒龍の尻尾がバシンッと地面を叩たたいた。

　突然のナデンの乱入にエクセルはクスクスと笑った。

「あらあら、第二側妃様も参戦なさるのですか？」

「理由はそこにいるルビィと同じよ。貴女が戯れに前線に出てくるようなら止めてほしいって、ソーマに頼まれちゃったからね。例の講座ではお世話になっているけど、これ以上先には進ませないわ」

「ふふふ、面白くなってきたわね。二人まとめてかかってらっしゃいな」

　エクセルは両手を広げるとまた水の蛇を生み出した。

　今度は一気に八本も操るようだ。

　そんなエクセルの膨大な魔力を見て、ナデンはやれやれといった感じに肩を回した。

「……龍になれないこの状況だとキツそうね。ルビィ？」

「わかってる。お言葉に甘えて二人で相手させてもらうわ」

「足引っ張らないでよね、バカルビィ」

「そっくりそのまま返すわ、アホナデン」

　そんなことを言い合いながら二人は身構えると、エクセルに向かって走り出した。

　エクセルが二本の水の蛇を向かわせるが、二人は身体能力でそれを回避し、ルビィはエクセルに向かって大きな火炎球を放った。エクセルは水の蛇に自分を中心にしてとぐろを巻かせるようにして壁を創り出し、その攻撃を防ぐ。

　すると相殺されて発生した水煙を突き破るようにして、体中に電気を帯びたナデンがエクセルの懐へと飛び込んでいった。

　エクセルはそんなナデンに向けて水の蛇を嗾けしかけながら叫んだ。

「さあ来なさいな、（蛟こう龍りゆう族ぞくの）ご先祖様！」

「五百年生きてる貴女ほどは年取ってないわよ！」

　二人の攻撃がぶつかり合い、周囲に水しぶきと電流が煌きらめいた。

　その三人の戦いを目撃していた兵士たちは、三体の巨大な獣が戦っているかのような光景だったと後に述懐している。折しも、そのときに掛かっていた曲は三体の怪獣が大戦争をする映画のテーマソングだったそうな。
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　戦場での盛り上がりが最高潮に達していたころ。

　俺もまた守備側が守る砦の奥深くの部屋で、王立アカデミーやジンジャーの専門学校の研究員たちから次々と上がってくる報告と戦っていた。

「陛下、観測地点八より報告。曲ナンバー二十八。守備側に効果が見られた模様」

「観測地点十四より報告。曲ナンバー五十二。効果認められず」

「観測地点二！　ウォルター公とナデン妃・マグナ夫人の戦いがうるさくて音楽が聴こえづらくなっている模様！」

「同じく観測地点二！　三人の戦闘の余波で負傷者多数！」

「いっぺんに言うな！　ペンは同時に動かせても俺は一人しかいないんだ！」

　思わず叫び声を上げた。怒っているように聞こえたかもしれないけど悲鳴だ。

　聖徳太子じゃないんだから同時に喋しやべられたって全部聞き取ることなんかできない。

　一応【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で動かしている手記装置『コーボー・アーム』の前で言ってくれればそれぞれで考えることもできるけれど、この場合、考えられはしても返答ができないので結局は本体が頑張るしかなかった。

「記録だけでいいならコーボー・アームのほうに言ってくれ。あと、エクセルのところは好きにやらせておけ。手加減しろとか言ってもどうせ聞きやしないんだから。あっ、データだけはしっかりとっておけよ」

「はっ。そのようにいたします」

　会話が必要でない案件はコーボー・アームのところに行かせたため、多少は人が減ってようやく一息つくことができた。

　部屋に三つ設置されている簡易受信機には戦っている将兵たちの映像が映し出されている。歌姫ローレライたちの歌声を聴きながらどこも派手にやり合っているようだ。

　とくに派手なのがアイーシャとハルとクーのところと、ナデンとエクセルとルビィのところという、いわゆる身内組なのには苦笑するしかなかったけど。

（……こうしてみると、やはり音楽の影響は出ているように見えるな）

　音楽を聴き、イメージを高めることによって魔法に働くという補正。

　将兵たちを督戦するような明るい曲調の中では攻城側が押し込み、それを跳ね返すような堅けん牢ろうさをイメージさせる曲調の中で守備側が押し返している。

　とくに圧巻だったのが『北条家の家紋みたいなマークのでる謎解きアクションゲームのメインテーマ』対『国民的ＲＰＧの二作目でレジスタンスの基地で掛かる曲』のオーケストラ対決だった。俺の中でもっとも攻めと守りを意識させる曲だ。

　交互に演奏させてみたのだけど、前者がかかれば攻城側が勢いづき、後者がかかれば守備側が奮戦している様子がハッキリと見てとることができた。

　この二曲はそのまま実践でも使えそうだな。

　報告を見るかぎり歌詞についてはあってもなくても変わらないようだ。とくに戦場では一々聴いていられないという事情もあるからだろう。

　ただ歌詞を聴ける状況下や、ルナリア正教の賛美歌による回復魔法の補正のようにあらかじめ歌詞を知っているなど、異なる条件下ではまた違った結果が出ることだろう。もっといろんな条件下で実験し、多くの結果を記録したいものだ。

　そんなことを考えていると、

「陛下、医療班より報告が届いております」

　今回の実験の発起人である労歌研会長のモールスが書類を持ってやってきた。

「医療班っていうと、たしか合法ロリの歌姫ローレライパミーユ・キャロルが付きっきりで『音楽による回復魔法への効果の有無』について実験していたんだったな」

「ごうほう……なんのことでしょうか？」

「ああ、気にするな。それでどうなったんだ？」

「……やはりイメージできるかどうかが鍵となるようです」

　モールスは報告書を差し出しながらそう言った。

「負傷した兵士たちに回復魔法をかける際にルナリア正教の賛美歌を歌ったところ、負傷兵がルナリア正教徒かどうかによって効果が違うことが判明しました。これはとても興味深い結果です」

「ん？　魔法は具体的にイメージできるかどうかで効果が変わるんだろ？　この結果は想定していたんじゃないのか？」

　ルナリア正教の賛美歌で回復するイメージを持てるのはルナリア正教徒だろう。

　他の宗教を信仰しているものたちは月神ルナリア様さまのお慈悲とか言われたって、いまいち実感を持てないはずだ。俺のいた国でも教会での結婚式ではみんなで賛美歌を歌うんだけど、クリスチャンでもないかぎり主の慈悲とか言われてもイメージができないだろう。

　あの国の人々が苦しいときに神頼みするときにイメージするのは、やっぱりお天道様（天照大神）とか仏様とかだろう。あとご先祖様もか。

　そんなわけで宗教音楽が効果を発揮するのは同じ宗教の信徒だけだろうと漠然と思っていたのだけど、どうやらモールスに言わせると違うようだ。

「陛下。想定ではルナリア正教徒かどうかが関係するのは魔法の『使用者』だけだと考えられていました。歌が魔法に影響を与えるなら、影響を受けるのは本来回復魔法の使い手だけなのです」

「ん……あっ！　そうか。魔法を〝受ける側〟である負傷兵がルナリア正教徒かどうかは関係がないはずなのか。でも実際には関係している、と」

「はい。つまり回復魔法というものは回復させる側だけでなく、回復する側もまた魔法的な反応を示しているということになります。実に興味深い結果です」

　モールスはダンディーな声で笑った。

　この世界の回復魔法は外傷などを自然治癒力を活性化させることで治すものらしい。だから病気などには効かないという説明だった。自然治癒力を高めるのが回復魔法の使用者だとして、その自然治癒力自体は負傷者自身のものなのだ。

　ならば負傷者側も魔法のイメージが大事になってくるのかもしれない。

「だから正教会は『範囲回復エリア・ヒール』のときに賛美歌を全員に歌わせていたのか。範囲回復エリア・ヒールの使用者に聴かせるためだけでなく、負傷者側にも回復をイメージさせるために」

「おそらく、そうなのでしょうなぁ」

　それをルナリア正教側が理解してやっているかはわからない。

　メルーラも言っていたけど、それをしたときにもっとも効果を発揮したからこそ慣習となったのかもしれない。ルーティンから慣習・伝統へ、か。

　すると話を聞いていたのかジンジャーがやってきて報告書を差し出した。

「その医療班から報告です。やはり回復効果がアップする曲は宗教音楽以外にもあるようですね。意外なところだと陛下の世界の『三人の悪者を歌った曲』でしょうか。聴いていると『なにくそーっ』という気分になってかえって元気になるんだとか」

「ああ、そういうイメージでもいいのか……。神の恩おん寵ちよう以外にも、癒やしや健康、不死身や不屈なんかをイメージさせる曲とかなら効果があるのかもしれないな」

　あの三悪人の歌は不死身で不屈なイメージがあるからな。

　でも、三悪人の楽曲が流れる病院（もしくは教会）か……それはそれで楽しそうだけど、またこの国のトンチンカンっぷりに拍車がかかりそうだ。

　またリーシアから小言を貰もらいそうで、俺は腕組みをしながら唸うなった。

「思わぬところで魔法の研究に役立ちそうな発見があったな。アカデミーの魔法研究者たちも喜ぶだろう。それだけでも今回の実験をした甲か斐いがあったってもんだ」

「そうですね。継続して研究していく価値があると思います」

「私めも引き続き研究を重ねていきたいと思います」

　ジンジャーとモールスもそう言った。

　今回の実験は大掛かりすぎてそう簡単には行えないが、今回のデータをもとに研究を継続・発展させていくことはできる。モールスは研究の荒唐無稽さからジンジャーの専門学校に流れ着いた人物だが、これで世の評価も変わることだろう。

　モールスの研究が評価されれば、王立アカデミーで無駄と思われて埋もれていた研究にもいま一度検証の機会が与えられるかもしれない。

（そういった学問の発展が、この国の大きな力となるはずだ）

　この国はフウガのいる魔王領に隣接しているマルムキタンと違って、対外戦争をせずに国土を拡張できる場所がない。

　だからこそ発展させるべきは学問や技術だ。医療や空母『ヒリュウ』のような他国にない力をどんどんと生み出していかなくてはならない。

　そんなことを考えていると、ジンジャーが不意に「あっ」と呟つぶやいた。

「どうした？」

「戦場のほうでなにか動きがあったみたいです」

　ジンジャーが指差したのはアイーシャたちの戦いが映っている受信機だった。
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「たああああああああああ!!」

「うおっ!?」

　アイーシャの放った大剣の一撃をクーは棍こんでなんとかガードしたものの、大きく弾はじき飛ばされた。身軽さを活いかしてヒラリと着地したクーだったが頰を冷や汗が伝った。

「あ、あぶねぇあぶねぇ。衝撃に合わせて自分で跳んでなきゃ武器ごと砕かれてたところだぜ」

「はぁ……はぁ……やっぱ強さの桁がちげぇよなぁ」

　先に吹っ飛ばされていたハルバートが息を切らせながらクーの横に並んだ。

　相当な実力者であるはずのハルとクーが二人がかりで戦っているのだが、いまだにアイーシャには有効打一つ当てられていなかった。

　クーは苦笑いをしながら汗を拭った。

「ウキャキャ……兄貴の嫁さん二号、洒落しやれにならないくらい強すぎるぜ。兄貴は弱っちぃのにあんな嫁さんと新婚生活を送ってて大丈夫なのかねぇ？」

「……ああ、それでか」

「あん？」

「この前、ソーマがやたらと『アイーシャのせいで背中が痛い……』ってぼやいてた」

「……腰じゃねぇんだ。一体なにをしたらそうなるんだよ」

　クーが若干引きながらそう言うと、聞こえていたのかアイーシャは褐色の頰をさらに赤くしていた。

「ななななにといい言われましても、ついうっかり約束を忘れて……力を入れてしまって……」

（（　ついうっかりで背中を痛めるってやばくねぇか!?　））

　さらにドン引きする男二人。アイーシャは恥ずかしさを誤魔化すためか、さらに勢いよく大剣を振るいだした。振るう度に発生する風の刃を二人はなんとか回避し続ける。

「のわっ、危ねえ！　手加減がなくなってきやがった！」

「ウッキャッキャ！　危ねぇが……状況は悪くねぇ。おい赤髪」

「っと、なんだ白髪!?」

「しばらくアイーシャ嬢の注意を俺たちに引きつけるぞ」

「……なにか考えがありそうだな。乗ろう」

　すると二人はアイーシャの風の攻撃を回避しながら一気に詰め寄ると、棍と槍やりをアイーシャへと振り下ろしながら普通の大きさの声で尋ねた。

「ベッドの上でソーマとどんなことを話してるんだ？」

「兄貴ってベッドの上だと積極的になったりするのか？」

　二人がアイーシャの注意を引くために選んだのは『ささやき戦術』だった。

　それを聞いたアイーシャの顔はさらに赤くなった。

「いい言えるわけないですっ！」

　アイーシャは恥ずかしさを誤魔化すように、大剣を振るい続けて二人を引き剝がそうとする。二人は見事（？）アイーシャの注意を惹ひきつけることに成功した。

　するとクーはいまがチャンスだとばかりに左手を挙げた。

　折しもそのときに掛かっていた曲はスナイパーが活躍するハードボイルドな漫画がゲーム化されたときのメインテーマだった。すると……。




　………ヒュンッ！




　アイーシャの耳に遠くからなにかが飛来する音が聞こえた。

　彼女が顔を横に向けると、自分に向けて真っ直すぐに飛来する矢と、その矢を放ったであろう大岩の上で弓を構えて立つレポリナの姿が見えた。

（狙撃!?　しまった！）

　アイーシャは飛んでくる矢をいなそうとするが、ハルバートとクーへ攻撃した直後だったため体勢が悪かった。これでは回避も防御もできそうにない。

　万事休すか、と思われたそのときだった。

　蹄ひづめの音と馬のいななきが聞こえた。そして……。

「油断しすぎよ。アイーシャ」

　白馬に乗って飛び込んできた人物が飛来した矢を切り落とした。

　いきなり乱入してきた人物を見て、その場にいた誰もが目を瞠っていた。

「リーシア様!?」

「はあ!?　兄貴の嫁さん一号!?」

「えっ!?　姫……じゃなかったお妃きさき様!?　なんでここに!?」

　アイーシャ、クー、ハルバートが三者三様に驚いていると、リーシアはニッコリと笑いながら言った。

「楽しそうだから交ぜてもらうわ。アイーシャ、あっちのウサギさんの相手は私に任せて、貴女あなたはこの二人を止めておいて」

「……あっ。しょ、承知しました！」

　我に返ったアイーシャがなんとかそう返事をすると、リーシアはレポリナのほうに向かって颯さつ爽そうと馬を走らせた。

「えっ、私がリーシア妃の相手をするんですか～!?　クー様ぁ～!?」

　遠くからレポリナの困惑する叫び声が聞こえて来たが、クーにはどうしてやることもできず「頑張れよー」と投げやりに手を振るだけだった。
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　レポリナは逃走しながら矢を放つが、リーシアはそれを切り落としながら追いかけていく。逃げるレポリナとそれを追うリーシア。

　その光景はまさに、野ウサギ狩りのようだった。

「きゃああ!?　こっちに来ないでくださいぃ～!?」

「さすがに速いし狙いも鋭い。でも、手て強ごわいほうが燃えるわ」

　リーシアは楽しそうに、レポリナは涙目になりながら追いかけっこを続けていた。

　そんな光景を見てクーは思わず呟いた。

「兄貴の嫁さんって、どいつもこいつも元気すぎだろ……」

「……そうだな」

　ハルバートも否定の言葉を見つけられなかった。
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「リーシアってば活き活きしてるな～」

　簡易受信機で野ウサギ狩りに興じるリーシアを見ていた俺は溜ため息いき交じりに呟いた。

　まるで水を得た魚だ。

　最近では子供たちのお守りばかりだったからいろいろ溜たまっていたのだろう。

　もちろんシアンとカズハのことは目に入れても痛くないくらいに可愛かわいがっているけど、ゲオルグ仕込みの武闘派だし思いっきり暴れたいときもあるのだろう。

　そんなことを考えていると、一人の文官が慌てた様子で走ってきた。

「へ、陛下！　大変です！」

「どうした？　なにかあったのか？」

　尋ねると、文官は息を整えながら報告してきた。

「城壁が突破されました！　すぐに広間に行って出迎える準備をしてください！」

「突破されたって……マジか？　拮きつ抗こう状態にあると思ってたんだけど……」

　簡易受信機のほうに目を移すと、相変わらず嫁さんと仲間たちがドンパチやっている光景が映っていた。どこの戦場も攻守が拮抗しているように見える。

「はい。攻城側大将エクセル殿も守備側大将ルドウィンも主力には主力をぶつけているので、いま映っている場所では拮抗しています。ですが、宝珠に映っていないような地味な場所で地味な戦いが行われ、地味に城壁が突破されたみたいなのです」

「あー……そりゃそうか。全部の戦場が映ってるわけじゃないもんな」

　文官の説明を聞いて納得してしまった。ルドウィンもエクセルも気にしていないだろう場所でも戦いは行われていて、そこの決着が付いたということなのだろう。

「なんとも締まらない結末だけど……仕方ないか。今後の課題だな」

　第二回があるのかはわからないが、今度やるときは今回のように乱雑に戦わせるのではなく、ちゃんとルートのようなものを設定して宝珠に映るように配慮すべきだろう。

　よりいっそう風雲なんちゃら城に近づいてる気もするけど。

「陛下、お早く」

「ああ、わかった。いま行くよ」

　文官に促されて、俺は最初に演説をした広間へと向かった。
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『……というわけで、今回の模擬戦闘は攻城側の勝利とする！　尚なお、場を一番盛り上げてくれた特別賞は選考の結果、シルバンと悪鬼大帝をまとめて吹っ飛ばしたミス・ドランに贈られることになった』

　ワアアアアアア！（歓声）

『……ど、どうも』（←穴があったら入りたそうな顔のカルラ）




「あー、終わってもうた。ロロア様も可愛かったし、なかなかおもろい企画やったな」

「はい。アイーシャ様が相変わらずお強くて格好良かったです」

　歌合戦が終了し、王都パルナムの噴水広場にほど近いレストランのテラス席で放送を観みていたルーシーとヴェルザがそれぞれ感想を述べた。

　トモエもお茶を飲みながら満足そうに頷うなずいた。

「リーシア義あ姉ね様さまも凜り々りしくて素敵でした。ナデンさんも格好良かったです」

「戦闘もそうですけど、歌姫ローレライさんたちの歌声も素晴らしかったですね。とくにジュナ殿とコマリ殿のデュエットは圧巻の一言でしたね」

　イチハも楽しそうにそう言った。

　するとトモエはユリガが黙ったまま放送を観続けていることに気が付いた。その横顔に楽しそうな雰囲気はなく、眼まな差ざしは真剣そのものだった。

「どうしたの？　ユリガちゃん」

「……ん？」

　トモエが恐る恐る声を掛けると、ユリガは「なによ？」とばかりに首を傾げた。

「いやあの……なんだか食い入るように観ていたから」

「あー……そうね。この放送にどんな意図があるのかずっと考えていたのよ。これだけ大掛かりなことをしてるんだから、必ずなにかしらの理由があるはずだし」

「い、意図……」

　放送の意図……と言われてトモエはドキッとした。

　トモエはソーマからこの実験の目的が『音楽によって魔法の効果がどのように変化するかを調査する』ことだと聞かされていたからだ。

　しかしそのことは公表されてはいなかった。あとあとになればわかることかもしれないが、いまは国民たちもただの催し物だと思っていることだろう。

「義あ兄に様さまは王国のみんなが楽しめるような放送を作ろうとしてるんだよ。これもきっとその一環なんじゃないかな。ほら、みんな楽しんでくれたみたいだし」

　トモエがそう言うと、ユリガは呆あきれたように溜息を吐ついた。

「それって国王の仕事なの？　ホント、アンタのお兄さんって王様らしくないわよね」

「えっ、あっ、まあ……うん」

　尊敬している義兄を（少しだが）悪く言われてムッとしたトモエだったが、それでユリガに納得してもらえるならそのほうがいいかと思ったので言い返さなかった。

　なんとか誤魔化せたかとホッとするトモエだったのだが、

「なんて、納得すると思った？」

「えっ!?」

　ユリガは見透かすような目でトモエを見ていた。ビクッと身体からだを震わせたトモエに、ユリガはやれやれといった感じに肩をすくめてみせた。

「私にだって段々とわかってきたわよ。アンタのお兄さんの治政ってヤツが。一見無駄そうに見えることが無駄ではなくて、なにも考えてなさそうなイベントの陰にはちゃんとした思惑が潜んでいる。それがなにかまではわからないけどね」

「………」

　トモエがなにも言い返せないでいると、ユリガは放送に映っているソーマの姿を真っ直ぐに見つめた。

「お兄様が警戒する人物なんだもの。なにを考えているのかはわからないけど、なにか考えているのだろうってことだけはわかる、って感じかしら」

「ユリガちゃんって……」

　トモエは真剣なユリガの眼差しに尊敬する義姉の姿が重なった気がした。

　リーシアが以前にソーマのことを、

『信用はしていないけど、信頼はしている』

　……と言っていたことを思い出したのだ。突拍子もないことばかりやるソーマだけど、その行動にはちゃんとした意味があることはもうわかっているのだと。

　もしかしたらユリガも同じように思っているのでは、とトモエは思った。

（そういえば……ユリガちゃんって義あ姉ね様さまと性格が似てる気がする……）

　真面目で一本気でこうと決めたら曲げない意志の強さがあり、自ら剣を持って戦うこともできる武闘派のお姫様と、たしかにリーシアとの共通点が多かった。

　血が繫つながっていないのだから当然だが、義妹であるトモエよりも気質が似通っているように思える。

（だとしたら……ユリガちゃんは将来、義あ姉ね様さまみたいになるのかな？）

　トモエにとってリーシアは憧れの女性だが、トモエの『動物などと話せる』という能力は貴重で価値のあるものではあるが戦闘向きではない。どんなに頑張っても、リーシアのように凜々しく戦えるような女性にはなれないだろう。

　だけどユリガはそうなれる素質を持っている。

（それは……悔しいかも）

　トモエはグッと腕を握りしめた。

　これはトモエに初めて芽生えた女性としての矜きよう持じだった。

　実際、トモエは体力面ではユリガには遠く及ばないものの、学業などでははるかに優位に立っていた。お互いに得意分野が違うのだからこの結果は当たり前なのだが、素敵な女性らしさで負けるとなればトモエに芽生えた女性としての矜持が許せなかった。

（私と義あ姉ね様さまではタイプが違う。どう頑張ってもユリガちゃんのほうが義あ姉ね様さまっぽくなると思う。だから、私が目指すべきは義あ姉ね様さまよりも女性らしい人……）

　トモエの頭に青髪の美しい義兄の伴侶の姿が浮かんだ。

　第一側妃のジュナ・ソーマだ。ジュナもまた戦える人ではあるが、その真価は武勇よりも美しい容姿と典雅な挙措にこそある。女性も憧れるような女性であり、リーシアでさえもジュナの女性らしさの前には若干のコンプレックスを感じていたほどだ。

　自分もあんな女性になりたい。

　トモエは自分の目指すべき将来の姿がハッキリと見えた気がした。

　目指すべきは義兄・義姉の治政を支えられるような才色兼備の素敵な女性だ。

（帰ったらジュナさんにお願いしてみよう。そして素敵な女性らしさというものを教えてもらうんです。ユリガちゃんに負けないように）

　拳を握ってフンスと意気込むトモエ。

　そんなトモエの様子を他の四人が不思議そうな顔で見ていた。




　◇　◇　◇




　この日よりトモエはジュナから女性としてのあり方を学び、周囲の男性たち（主にソーマとハクヤとイヌガミとイチハ）を大いに振り回す『小悪魔トモエちゃん』としての一歩を踏み出すことになるのだが……それはまだもう少し先の話だった。







[image: ]




　リアル歌合戦からしばらく後。

「………」

　新都市ヴェネティノヴァにある三ツ目族の女医ヒルデと外科医ブラッドの診療所で、ヒルデは自分の手を見つめながら絶句していた。

　彼女の前にある診療台に寝かされているのは獣人族の女性だった。

　担ぎ込まれたときは真っ青だった彼女だったが、〝処置を終えた〟いまは比較的穏やかな顔で眠っている。顔が真っ青なのはむしろヒルデのほうだった。

「っ……ブラッド……ブラッド！」

　我に返ったヒルデは大声で夫の名前を呼んだ。その叫ぶような声を聞き、寝室で一歳の愛まな娘むすめルディアの面倒を見ていたブラッドは慌てて駆けつけた。

「ど、どうした。ヒル「ブラッド！」……デ？」

　やってきたブラッドにヒルデが飛びついた。

　そしてブラッドの白衣をギュッと握りしめながら胸元に顔を埋うずめている。

　性格は男前という言葉が似合うほど、気っ風が良くて負けん気の強いヒルデだ。こんな弱々しい姿は長い付き合いであるブラッドも見たことがなかった。

「な、なんだ!?　どうしたんだ、一体」

「ブラッド……私、とんでもないことをしちゃったかも」

「とんでもないこと？」

　ブラッドが聞き返すとヒルデは青ざめた顔を上げた。

　泣いてはいないようだったが、なにかに怯おびえているかのようだった。ブラッドはそんなヒルデを落ち着かせようとして、背中をやさしくさすりながら尋ねた。

「一体なにがあったんだ？　なにか治療でミスをしたのか？」

　そう尋ねながらブラッドは自分で言っていてそれはないと思った。取り返しのつかないミスを犯しそうになったら、その時点でブラッドのことを呼ぶはずだ。

　ブラッドは診療台で横たわっている獣人族の女性を見た。

　瞳は閉じているが胸は穏やかに上下している。呼吸音も苦しそうではない。

（……どう見てもただ眠っているだけだ）

　そもそも治療中のミスが患者の死に直結する外科手術中というわけでもないのだ。

　体調不良を訴えてやってきたこの女性に対して、ヒルデは問診し、触診し、薬を出すかどうか決めるだけだった。だからこそ出番の無かったブラッドは、ルディアのお世話を任されていたわけだし。

　するとようやく落ち着いたヒルデがいま起きたことを語り出した。

「ブラッド。私は……」

　いま起きたことを一つ一つ説明するヒルデ。その話を聞いていたブラッドは、最初は驚きに目を瞠みはり、次にヒルデがなにに怯えているのかがわからずに首を傾かしげ……やがて彼女の懸念することがわかり緊張で顔を引きつらせた。

「どうしようかブラッド。私は、身を隠した方が……」

「待て！　話が飛躍しすぎだ！」

　ブラッドはガッと両肩を摑つかんだ。

「まずはお互いに、冷静になるべきだ。俺も、お前も。……それに、たとえどんなことになったとしても、俺はお前の傍そばにいる。ルディアもだ」

「っ！　ルディア！」

　ヒルデはブラッドの手を振り払い駆けだした。呆あつ気けにとられたブラッドが我に返って後を追うと、ヒルデは眠っている愛娘のことを見つめていた。

　ブラッドが歩み寄ると、ヒルデは涙を流しながら身体からだを預けてきた。

「……私一人なら、この国を出て身を隠すこともできたかもしれない」

「……ああ。俺もそれについていっただろうさ」

「だけど……この子まで巻き込むのは嫌だよ。辛つらい思いをさせるなんて」

「わかってる」

　ブラッドはヒルデをやさしく抱き留めながら決断した。

「このことを、王様に相談しよう」

「っ!?　でも、もし……だったら……」

「大丈夫だ」

　躊躇ためらうヒルデの目を真っ直すぐに見つめながらブラッドは言った。

「ここが他の国なら、俺もこんなことは言わない。だが、あの王様ならば、ヒルデがどんなことになろうとも邪険にはしないはずだ。家族のことを大事にするあの王様ならば、嫁の出産を助け、子供たちを取り上げたヒルデを見捨てることなどしないだろう」

「………」

　ヒルデは迷っていたようだが、やがてコクリと頷うなずいた。




　◇　◇　◇




　―――数日後。




　ブラッドとヒルデから「大事な話があるから内密に会いたい」との連絡を受けて、俺は時間を作り、王城の中にある一室で二人と会うことにした。

　人は少ないほうがいいとのことだったので、同席するのはハクヤとリーシアだけで、護衛役のアイーシャには扉の前に立ってもらって人払いをしてもらっている。

　ちなみに二人の子供であるルディアちゃんは、シアンやカズハと一緒にエリシャ義か母あさんとカルラに相手をしてもらっていた。

「それにしても珍しいな。ブラッドのほうから城に来るなんて」

　やってきた二人の表情が暗かったので、まずは軽口から入ることにした。

「権力者の巣窟おしろになんて本当なら来たくないんじゃないか？」

　中二病っぽいところがあるブラッドをからかうように言ったのだけど、

「……やむにやまれぬ事情があるのだからしょうがない」

　と、ブラッドは真剣な表情で答えた。……どうやら真面目な話のようだ。「茶化しちゃダメでしょう」とばかりにリーシアから肘鉄砲が飛んで来た。地味に痛い。

　するとブラッドは立ち上がり深々と頭を下げた。

「頼む。どうか王様の力をヒルデのために貸してほしい」

「お願いします」

　ヒルデも立ち上がって頭を下げたので、俺たちは目を丸くしていた。

「いや、頭を上げてくれ」

　とりあえず二人を座らせてから、俺はあらためて尋ねた。

「教えてくれ。一体全体なにがあったんだ？」

「……先日、私たちの診療所に一人の女性が訪ねてきたんだ」

　ヒルデはゆっくりとそのときの状況を語り始めた。

「患者の名前は伏せさせてもらうが、三十歳の獣人族の女性だった。腹痛を訴えていたので触診と問診の結果、ムシの仕業だろうということがわかったのさ」

「ムシっていうと……寄生虫か」

　アニサキスとかそういうヤツ。ヒルデは頷いた。

「足の早い魚を生で食べたらしい。ヴェネティノヴァは海に近いから稀まれにあることなのさね。ムシの治療法としては基本的には虫下しか虫殺しの薬を処方して様子を見て、重篤な場合はブラッドに開腹手術で除去してもらうことになっている」

「ふむ……」

「それでその女性にも虫下しを飲ませて入院させ、様子を見ることになってたんだけど……その女性の気持ちが相当弱くなっていたみたいでね。私に『お願いだから回復の魔法をかけてくれ』って懇願してきたのさ」

「回復の魔法？」

　回復魔法とはいわゆる光系統魔法のことだ。

　冒険者の回復役である神官などならば打ち身や擦り傷・切り傷を治す程度だけど、すごい使い手になると切り落とされた腕を繫つなげることもできるらしい。

「でも光系統の魔法が治せるのは外傷だけって話じゃなかったか？」

　たしか光系統の魔法は病気などには効かないという話だったはずだ。だからこそ我が国では医学の力で治療できるブラッドのような医者を増やしてきたわけだしな。

「ああ、そのとおりさね」

　俺の認識を話すとヒルデも大きく頷いた。

「寄生虫が引き起こす症状とはつまり感染症で、菌などが引き起こす症状と同じで回復魔法では効果がない。あの患者にもそう説明したんだが、納得してくれなくてねぇ」

「病気に苦しんでるときは藁わらにも縋すがりたいからなぁ……」

「私もそう思うよ。気休めにしかならないけど、まあそれで患者が納得するならいいかと思ってかけてやることにしたんだよ。そしたら……」

　ヒルデはそこで一旦間を置くと、意を決したように告げた。

「治っちまったんだよ。病が」

「……はい？」

　治った？　回復魔法で？　えっ、数十秒前の発言と矛盾してないか？

「それって本当に寄生虫による感染症だったのか？」

「私が診断したかぎりでは間違いないよ」

「俺もあとで確認した。ヒルデの見立てに間違いはなかっただろう」

　ブラッドもそう太鼓判を押した。

　二人の名医がそう判断したのなら信じるしかないか。

「薬は飲ませたんだよな？　それが効いたとかは？」

「虫を瞬時に殺せるような即効性の高い薬なんてないよ」

「それじゃあ、プラシーボ効果とか？」

「ぷらしーぼ？　なんだいそれは？」

「えっと……俺のいた世界の諺ことわざで『病は気から』ってのがあるんだけど、意識の持ちようで症状が軽減されるみたいな。たとえば万病に効く湧き水とか謳うたっている水を飲んで、症状が改善された気になる……みたいな感じだ」

「興味深い話だが、気がする程度ではなく実際に完治してるからねぇ」

　それもそうか。気の持ちようでは寄生虫は消せないしな。すると、

「陛下。これは大変なことかもしれません」

　これまで黙って聞いていたハクヤが口を開いた。

「未いまだかつて病を魔法で治療したという事例は聞いたことがありません。光系統魔法は神の恩おん寵ちようであるという思想から、強力な光系統魔導士は教会に囲い込まれてきました。もしもヒルデ殿が病を魔法で癒やすことができるということが知られれば、聖女など比ではないほどの宗教的な権威を得ることになります」

　だよなぁ。ルナリア正教皇国あたり是が非でも欲しいだろう。むしろ手に入らない聖女なら公然と非難するはずだ。実際にマリアなどは非難されてるわけだし。

「私が聖女とか、よしとくれよ」

　ヒルデは青い顔をしながら自分の身体を抱きしめた。ああ、そうか。

　だから俺たちのところに来たのか。

　宗教関係者の思惑に巻き込まれないよう国に保護してもらうために。

「……その患者は？　ヒルデの魔法で治ったことを知っているのか」

「異変に気付いたヒルデが薬ですぐに眠らせた。起きたときに俺が薬が効いたのだと説明したので気付いてはいないだろう。……患者に噓うそを教えるのは医者失格かもしれんが」

　ヒルデの肩を抱いたブラッドがそう言った。

「つまりこの事実を知るのはここにいる五人だけってことか。さて……」

　どうしたものかと頭を捻ひねっていると、リーシアが服の袖を引っ張った。

「ん？　どうした？」

「……本当ならこういう私情を挟んじゃいけないのはわかっているわ。でも、お願いソーマ。ヒルデ先生のことを助けてあげて。私は妊娠中ずっとお世話になってたし、ヒルデ先生がいなかったらシアンやカズハも無事に生まれたかどうかわからないわ」

「リーシア……」

「だから、お願い。二人に力を貸してあげて」

「……わかってる」

　俺はリーシアの後頭部をやさしく撫なでた。

「助けるのは確定している。ヒルデになにかあればブラッドも黙っていないだろう。二人の希け有うな才を失うことなど国の損失だ。なにより、家族の恩人を見捨てられるか。嫁さんにそんな悲しい顔をさせたくないしな」

　俺はこの場にいる者たちの顔を見た。

「そのためにもまずは情報を整理したい。一番知りたいのは『なぜ魔法で感染症を治療できたのか』だ。ヒルデ、これまでに同じ方法を試したことはあるか？」

「何度か。手の施しようがないほど重篤な状況に陥った患者に対して、奇跡を願って回復魔法を使うといったことはあったよ。……効果があったことなどなかったが」

「病気をなんとかしようとして回復魔法を使う、といったことはこれまでにも行われてきただろう。しかし、効果がなかったということは……ヒルデだけが特別なのか？」

　俺がそう言うとブラッドが疑問を呈した。

「でもそれなら、どうしてこれまでヒルデは治療できなかったんだ？　治療に成功したのは今回が初めてだ」

「魔法が進化したとか？　魔法も使ってるうちに若干成長するだろう。俺の【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】も操れる数なんかが次第に増えていったし」

「いえ、成長にしては段階をすっ飛ばしすぎかと。陛下の能力で言ったら、この場で急に、触れたことすらない帝国にある甲かつ冑ちゆうを操れるようになるほどの変化です」

　そんな能力があったら暗殺とかし放題だな。いや、もちろんしないけど、それほどの変化ということなのだろう。だとするとますますわからない。

「なぜ急に魔法で治療できるようになったんだろうか」

「あっ、歌合戦のときみたいになにかしら魔法が強化される状況だったとか？」

　リーシアがポンと手を叩たたきながら言った。

「それにしたって変化が大きすぎるだろう」

「そもそも治療中に音楽のようなものは流れていなかったし」

「うっ、そうよね……」

　俺とヒルデに畳みかけられて、リーシアは引き下がった。すると、

「歌合戦……もしかして」

　ハクヤがそう切り出した。

「なにか気付いたのか？　ハクヤ」

「陛下。あの歌合戦の実験目的を思い出してください」

「目的って『歌が魔法の威力にどう影響するのかを観察すること』……だろ？」

「はい。そしてその前提にあるのは、メルーラ殿の言っていた『人のイメージの強弱が魔法の強弱に影響を与える』という考えです」

　そう言うとハクヤはヒルデのほうを見た。

「ずっとヒルデ殿と他の光系統魔導士の違いについて考えていました。光系統魔導士の中でヒルデ殿のみが病を治せたのなら、その差異はどこにあるのだろうか、と」

「差異……三ツ目族とか？」

　そう尋ねるとハクヤは首を横に振った。

「それも考えましたが、三ツ目族は大陸でも屈指の医学知識を持つ種族です。これまで魔法による病の治療を試みた者がいないとは思えません」

「それじゃあ、なにが違うっていうんだ？」

　するとハクヤは今度はブラッドのほうを見た。

「ヒルデ殿の傍そばにブラッド殿がいるということです」

「……俺か？」

「はい。正確には〝外科医のブラッド殿〟が。ヒルデ殿。貴女あなたはブラッド殿と結婚する以前から、ブラッド殿の外科手術に立ち会っていたのでしたね？」

「えっ……まあねぇ」

　ハクヤが尋ねるとヒルデはコクコクと頷うなずいた。

「術後の縫合のときなんかは、回復魔法をかけたほうが傷の治りが早いからね。何度も手伝っているうちに、いつの間にか手術のやり方まで憶おぼえちまったよ」

「やはり……つまりヒルデ殿はブラッド殿のような外科医のように、人の身体構造を熟知しているのではないですか？　そして、そんな人の身体からだに害を為なす寄生虫の存在も」

「ハクヤ、なにが言いたいんだ？」

「ヒルデ殿は患者である獣人族の女性を蝕むしばんでいた【寄生虫が】【身体のどこで】【どのようなわるさをしているか】を熟知しているのではないか、ということです」

　ハクヤはハッキリとそう言い切った。

「魔法が人のイメージの影響を受けるということを思い出してください。

　もし【寄生虫が】【身体のどこで】【どのようなわるさをしているか】をイメージできれば、その【寄生虫を除去し】【身体を癒やす】こともイメージできます。

　逆に言えば、ヒルデ殿以外の光系統魔導士が魔法で感染症を治せないのは、そういったイメージを持てないからなのではないでしょうか」

　ハクヤの予想を聞いた俺たちが一斉にヒルデを見ると、ヒルデは頷いた。

「……たしかに、私は何度かブラッドが重篤な患者のお腹なかを割いて、腸内から寄生虫を取り出すのを見たことがある。あの女性の体内の状況を漠然とだが想像できるよ」

「つまり病気のメカニズムさえわかるなら、魔法で病を治すことも可能ということか」

　もしかしたら、ありとあらゆる病気もメカニズムさえわかるのなら、光系統魔法で治せるのかもしれない。それこそ、俺のかつていた世界でも不治の病と思われていたものであってもだ。開腹手術もなしに一瞬で寄生虫を殲せん滅めつなど、かつていた世界でも不可能な芸当だ。オーバーテクノロジーだからこそ、その可能性は計り知れない。

「つまり光系統魔導士に医学知識を叩き込めば、ヒルデのように病を治せる魔法の使い手を増やすこともできるということでもあるってことか」

「いまはまだ仮定の話ですが……おそらくは」

　ハクヤが頷いた。たしかに試してみるまでは確かなことは言えないけど、俺は説得力を感じていた。俺たちがその可能性について頭を働かせていたときだった。

「……良かった」

　リーシアがポソリと呟つぶやいた。

「それってつまり、ヒルデ先生が特別じゃないってことなのよね？　同じような魔法の使い手が増やせるなら、ヒルデ先生が特別視されることもなくなるし、正教皇国のような国から目を付けられることもなくなる」

　リーシアの言葉に俺とハクヤは少し恥ずかしくなった。

　国王と宰相という立場から、俺たちの意識は魔法の持つ可能性とその利用法ばかりに向いていた。そんな中でリーシアはずっとヒルデの身を案じていたのだ。これは人として恥ずかしいなと、ハクヤと顔を見合わせて苦笑してしまった。

「……そうだな」

　俺はリーシアを安心させるように笑い掛けた。

「強力な光系統の魔導士は教会に囲い込まれているのが問題だけど、人を救いたいという意思がある者はいるだろう。ソージ司教に話を通して有望な者を斡あつ旋せんしてもらうのも良いな。数年内にはヒルデのような人材を増やしたいところだ」

　そして俺はヒルデとブラッドを見た。

「それまでの間は、二人の身の安全を考えて秘密にしておいたほうがいいだろう」

「だけど……救う手段があるのに、その手段をとらないなんて選択はないよ」

　医者としてのヒルデの言葉に俺も頷いた。

「わかっている。その場合は今回みたいに、患者を眠らせた上で薬のおかげだってことにして誤魔化せばいいだろう。それくらいの噓は勘弁してくれ」

「……そうさね。まったく使うな、と言われるよりは気が楽か」

「そして、二人には護衛を付ける。目的は二人の監視というよりは情報の収集と漏ろう洩えいを防ぐことだな。この情報が外に漏れないよう監視し、漏れそうになったら対処するのが任務なので、二人の生活には干渉しないよう配慮させよう」

「仕方ないだろうが……一つ言わせてくれ」

　ブラッドがそう言って手を挙げた。

「不満はあるだろうが、多少は我慢してもらう必要が……」

「いや、そうじゃない。俺が言いたいのは、俺たち二人だけじゃなくルディアのことも護まもってほしいってことだ。あの娘は俺たちにとっては命より大事な宝だからな」

　ブラッドの言葉にヒルデも頷いた。これは俺の言い方が悪かったな。

「お前たち家族の安全は国が守ると約束する」

「……あははっ。迷惑を掛けるよ、王様」

　ここでようやくヒルデは笑ってくれたので、俺たちも心が軽くなった。




　―――この日、王国の医療の歴史は新たな段階へと突入したのだった。
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「最近のトモエちゃんはジュナさんのところによく行っているみたいだ」

　昼の暑さがすっかり引いた涼しい夏の夜。

　俺がなんの気なしにそう言うと、聞いていたロロアがコクリと頷いた。

「あ～、話には聞いとるわ。なんでも大人の女性の魅力を学びたいんやとか」

「大人の女性ねぇ……子供のときくらいは子供らしくあってほしい、と思うのは大人のわがままなのかな」

　俺が溜ため息いき交じりにそう言うとロロアは笑った。

「にゃはは、せやね。トモエっちももう十二歳やろ？　女の子はそろそろ大人びてくるころやしなぁ。……っていうか、なんでうちには聞かないんやろ」

「なんでもなにも、ロロアにそういう印象がないからだろ？」

　ロロアはプクッとふくれて俺の脇腹を抓つねった。地味に痛い。

「なんでや。うちかてもう人妻やで？」

　そう言うとロロアは肌と肌がピタッと密着するように抱きついてきた。

　いまロロアは俺が伸ばした腕を枕にして寝ている状態だった。羽織るように掛けている薄い毛布の下はお互いなにも着ていない。裸同士だ。

　俺は枕にしている腕は動かさずにロロアのほうを向き、その髪を撫なでた。

「なりたい理想像に対しての向き不向きだってあるだろうさ。ロロアだって、トモエちゃんの友達の……ルーシーって言ったっけ？」

「ああ。エヴァンズ商会んとこの娘さんやな」

「あの娘からは慕われてたじゃないか？」

「あー、せやね。いきなり『ロロアお姉様』って呼ばれたときはビックリしたけど」

　先日、トモエちゃんにもアカデミーで友達ができたとのことだったので、非公式ではあるけど王城に招待したのだ。

　もっともイチハくんとユリガはこの城にもともと住んでいるし、ヴェルザとも顔見知りだったため、面識がなかったのは商家の娘であるルーシーだけだったのだが。

　我らが愛すべき義妹トモエちゃんの友人とのことだったので、俺と嫁さんたち総出で出迎えるとルーシーは最初は恐縮していたようだったけど、その中にロロアが混じっていることに気が付くと途端に黄色い声を上げた。

『キャー!?　ロロア様、ロロア様やないですかぁ!?』

『な、なんや自分、急に大おっきい声だして』

『大ファンなんですわぁ～！　握手してください～！』

　するとルーシーはロロアの手を両手でとってブンブンと振った。ロロアも俺たちも呆あつ気けにとられていると、ヴェルザが慌ててルーシーの襟首を引っ張って引き剝がした。

『ル、ルーシーさん！　陛下とお妃きさき様たちに失礼ですよ！』

『ハッ!?　うちとしたことがロロア様にお会いできた感激で我を忘れてしまいました！　ご、ご無礼を平にご容赦ください！　うちの実家は関係ありませんのでどうかバツを下すのはうちだけにしてください！』

　五体投地のように這はいつくばって謝罪をするルーシー。

　そんなルーシーを見かねたのかトモエちゃんも、

『義あ兄に様さま。ルーちゃんは普段は良い子なんです。友達ですし許してあげてください』

　……とか言ってきた。許すもなにも、そもそも怒ってすらいなかったんだけど。

　なんだか収拾がつかなくなってきたので、とりあえず『大事にはしませんよアピール』の意味も込めて笑い飛ばすことにした。

『賑にぎやかで楽しい子たちじゃないか。良い友達ができたね、トモエちゃん』

『義あ兄に様さま……ハイ！』

　トモエちゃんがニッコリと笑ってくれた。俺たちにはそれだけで十分だった。

　ロロアもそのときのことを思い出したのかクスクスと笑っていた。

「シア姉たちの妹分になっとるうちが『お姉様』やもんね。ちょっと新鮮やったわ」

「ラスタニア王国のティア姫とかもいただろ？」

「年下やけど義あ姉ねちゃんは義姉やしね。そうそう、義あ姉ねちゃんとは手紙のやりとりをしてるんやけど、兄あにさんはまだ義あ姉ねちゃんに手ぇ出してへんらしいわ。一年くらいは待つつもりなんやて」

「ティア姫は小柄だったからな……ユリウスも大事にしてるってことなんだろ」

　子供を作るのはもう少し身体が大きくなってからってことなのだろう。少しでも出産のリスクを減らしたいというのが夫心だろうしな。

　そんなことを考えていると、ロロアがツンツンと脇腹を突つついてきた。

　そろそろ……ということらしい。

　するとロロアは自分の身体をかき抱きながら切羽詰まったような声で、

「わ、私の身体は好きにしていいです。ですから国民には手を出さないでください」

　……と潤んだ瞳で言った。そんなロロアを見て俺は溜息を吐ついた。

「……その亡国の姫君ごっこやめてくれない？」

　ロロアは割とこういったシチュエーションみたいなのにこだわるのが好きらしい。

　じゃれてる感じがして可愛かわいらしいんだけど、その設定の中でやたらと俺を好色王にしたがるのが困りものだった。このことをリーシアに相談したところ、

『ふふ、話には聞いてるわ。あの子もよく考えるわよねぇ。でもそうね……私も元お姫様だし、今度やってあげましょうか？』

　……とニヤニヤ顔で言われてしまった。

　どうも嫁さんたちの間では頻繁に情報の共有が行われているようだ。

　嫁さん同士の仲が良いことは夫としても国としても大変よろしいことなんだけど……なんだろう、俺の精神面はゴリゴリ削られているような気がする。

「俺はそこまで悪趣味じゃないぞ？」

「なんやノリ悪いなぁ。うちを手に入れるために戦争を起こしたって噂うわさもあったやん」

「だい～ぶ前の噂話だろ、それ。もうとっくに払拭されてるはずだ」

「でもでも、こういう演技とかあるとグッときいひん？」

　首を傾かしげるロロアを見て、俺は枕にしていた腕でロロアをぐいっと引き寄せた。

「そんなことしなくても……十分にグッときてるってば」

「にゃっふふ～♪」




　◇　◇　◇




　―――その翌日。




　俺は政務室にトモエちゃんとイチハくんを呼び出した。

　部屋にはすでにリーシアとハクヤの姿もあった。やってきた二人に呼び出した理由を告げると、二人は声を揃そろえて首を傾げた。

「「　魔物学しんぽじうむ？　」」

　耳慣れない言葉だったのだろう。トモエちゃんがさらに質問してきた。

「その〝しんぽじうむ〟というのはなんですか、義あ兄に様さま？」

「シンポジウムというのは俺がかつていた世界の言葉で、特定のテーマに対しての『研究発表会』とか『討論会』を意味しているんだ。聴衆がいる公の場で研究に対する意見交換なんかをするわけだな。そして今回、魔物に関する学問……つまり『魔物学』に関するシンポジウムを今週末に王立アカデミーで開催することになったんだ」

「アカデミー、私たちの学校でですか？」

「うん。それじゃあハクヤ、説明をよろしく」

「承知いたしました」

　ハクヤは一礼すると一冊の本を取り出した。

　その表紙にはこの世界の言葉で『魔物事典』と書かれていた。

　イチハくんが描きためていた魔物のスケッチを分類し、ハクヤと共著で出版した魔物に関する世界初の事典だった。この世界には俺が導入するまでもなく、すでに活版印刷があったので、多くはないがそれなりの数が出回っているようだ。

「イチハ殿のスケッチを分類してまとめた『魔物事典』の発行と、ラスタニア王国で魔ま浪なみが起こった際に回収した多種多様な魔物の死骸が研究されたことで、この国ではいま魔物に関する学問が盛んになっております。魔物とはなにか、という研究はこの国にとって、いえこの世界にとっても意義のあるものです」

「北には魔王領があるし、そうじゃなくてもダンジョンの中にはいるものね」

　リーシアが納得したようにそう言った。ハクヤも頷うなずく。

「はい。それにトモエさんが遭ぐ……いえ、魔王領に存在しているという魔族のこともあります。人々に魔物についての正しい知識があれば、魔族との区別もつけやすくなると思われます。知性があるという魔族とならば、無駄な戦闘を避けるよう交渉もできるかもしれませんから」

「私も、できることなら戦ってほしくないです」

　トモエちゃんが自分の胸元をギュッと摑つかみながら言った。魔族であるコボルトに助けられた経験を持つトモエちゃんとしては思うところがあるのだろう。

「私は……ラスタニア王国で魔物であるリザードマンさんの意識に触れました。リザードマンさんたちは強烈な飢餓感を持っていて、私のことを餌だとしか見ていませんでした。食べることしか頭になかったんです。ですから……」

　あんな意識を持っている魔物と、自分たちを助けてくれたコボルトを一緒にしてほしくない……というトモエちゃんの言外の思いが伝わってきた。

　いまはイチハくんがいるので口には出せないけど、魔族にも心ある者がいるということを訴えたかったのだろう。俺はコクリと頷いた。

「……そうだな。魔族は知性を持つと言われているが、実態は不明なままだ。知性があるらしいからといって、すべての魔族が対話可能だと思い込むのも危険だろう。でも、そういう対話可能なヤツもいるってことは頭の中にいれておかなくちゃいけない。どちらか一方が全滅するまで戦争するようなことにならないように」

　俺がそう言うとみんな真剣な顔で頷いていた。

「とまあ、そんなわけで、国としても魔物に関する研究は必須というわけだ。それで今回『魔物学シンポジウム』を開催することになった。まあ主題としては魔物に関する研究そのものよりも、『魔物研究の重要性の確認』と『今後の魔物の研究の進め方』になるだろう。扱うテーマがテーマだけにそこは慎重に進めなくちゃいけない」

「魔物の研究……って、聞きようによっては邪教っぽいものね。正教皇国とかとくに五月蠅うるさそうだわ」

　リーシアの指摘に俺も同意した。

　宗教的な権威を重んじる国では学術発展に必要なことだとしても、神秘を解き明かそうとする研究には反発するだろう。自らの信奉する神の敵としてわかりやすい魔物の研究など認めたくはないはずだ。

「このシンポジウムには派遣司教のソージにも参加してもらう。完全に不安を払拭するのは難しいだろうけど、それなりの防波堤にはなるだろう。それと共和国代表としてクーにも参加してもらうつもりだし、玉音放送を通じて帝国のマリア殿にも観みていてもらうつもりだ。ハクヤ、手て筈はずは整えてあるのだろう？」

「御意。ジャンヌ殿を通して快諾をいただいています」

　ハクヤの答えに俺は満足して頷いた。

「魔物のことは帝国や共和国と連携して研究したいテーマだしな。それに、下手に秘密にして痛くもない腹を探られたくもない」

「あの……義あ兄に様さま、一ついいですか？」

　そこでトモエちゃんが怖おず怖ずといった感じで手を挙げた。

「なに、トモエちゃん」

「お話はもっともだと思うのですが、そのシンポジウムというのは公開される……つまり誰でも聴けるのですよね？　ユリガちゃんの扱いはどうなるのでしょうか」

「……そうか。ユリガか」

　俺は頭を抱えた。マルムキタンの王フウガ・ハーンの妹であるユリガ。

　ユリガは定期的にフウガに王国での暮らしを綴つづった手紙を送っている。手紙の内容は検閲しない方針だ。検閲していることが明らかとなって、フウガの心証を悪くしたくなかったからだ。あの男と敵対する行動はなるべくとりたくない。

　彼女が魔物学シンポジウムに聴衆として参加すると、フウガにもその内容が伝わることになる。魔王領への国土回復運動中のフウガにとっても重要な情報だろう。

　時代の波に乗ればどこまで大きくなるかわからない男だけに、あまりこちらの手の内を晒さらすようなことはしたくないのだけど……かといって前述のとおり、この研究を秘密裏に行うのも危険だ。

「どう思う？　ハクヤ」

「……仕方のないことだと思います。できればユリガ殿には今回のシンポジウムに参加しないでいただきたいところですが」

「魔物の研究に興味がないなら、参加しないということもあるだろうけど……」

「それは絶対にないです」

　トモエちゃんがいやにハッキリと言い切った。

「ユリガちゃん、この前の歌合戦のときに言ってました。義あ兄に様さまの『なにも考えてなさそうなイベントの陰にはちゃんとした思惑が潜んでいる』って。こんな突拍子もないイベントを開いたら、ユリガちゃんなら絶対に重要なものだって気付きます」

「……やるわね、あの子も。あの歳としでソーマの性格を理解するなんて」

　リーシアが感心したように言った。

　そういえば前にリーシアにも似たようなことを言われてたっけ。

　リーシアとユリガ……結構相通じる部分があるのかもしれないな。

「だとしたら隠し立てはできないか……」

　俺は少し逡しゆん巡じゆんしたけど、やがて腹を決めた。

「どうせ遅かれ早かれ伝わる情報なら、こちらから公開してしまおう」

「よろしいのですか？」

「フウガは魔王領に侵出している。現時点では、各国の指導者の中でフウガが真っ先に魔族と接触する可能性が高いだろう。そのときに魔物と魔族の区別が付かずに勝手に交戦されても困る。注意喚起をする上でも魔物の情報は伝えておくべきだろう。いっそ『魔物事典』を一冊贈呈して貸しを作っておこうか」

「なるほど。よろしいかと」

　ハクヤも納得したようなので方針が決まった。

　そして俺は政務椅子から立ち上がるとみんなに向けて言った。

「そんなわけだから、今週末はみんなそのつもりで動いてくれ」

「わかったわ」

「「「　はっ、承知しました　」」」







　トモエちゃんとイチハくんを下がらせたあとで、

「子供たちの扱いについてなんだけど……正直迷っている」

　俺はリーシアとハクヤにそう言った。

「イチハくんのほうは大丈夫だろう。チマ公国への帰属意識は薄いし、ちゃんと交渉すればこの国に仕官してもらえるはずだ。ハクヤの見立てでもそうだろう？」

「御意。将来が期待できる人材です」

「となると問題なのは……ユリガを今後どうするかだ」

「ユリガを、って？」

「今回の魔物学に関することの方針は決めたけど、ユリガがこの国に留とどまるかぎり、これからもこういったことは起こるだろう。なにか先進的なことをやろうとする度に、ユリガの視線を気にしなくてはならないのも面倒だ」

「それは……そうね」

　頭を捻ひねるリーシアに俺は指を二本立てて見せた。

「とれる選択肢は二つだ。一つは、重要なことはなにも教えずにフウガのところに帰すことだ。無知のまま帰せればフウガとの関係は良くなりもしないが悪くなりもしない。現状が維持されるだけだ」

　俺がそう言うとリーシアは納得したように頷いた。

「無難なところね。それで、もう一つは？」

「こちら側に取り込む」

「取り込むって……味方にするっていうこと？」

「いや完全な味方にする必要はない。敵にさえならなければいい、って感じだな」

「……違いがよくわからないわ」

　疑問顔のリーシアに、俺は腕組みをしながら言った。

「最近の報告を聞いているとフウガとユリガは兄妹でも、ずいぶんと性格が違うように思えるんだ。ユリガのほうが現実的っていうのかな？　フウガなら相手が手て強ごわいほど熱く燃えるけど、ユリガは危険そうな戦いは避けたがるような気がする」

「……わかるような気がします」

　ちびっ子たちの教育係をやっているハクヤも同意した。

「賢いですよ、彼女は。勉強の出来は義妹いもうと様さまやイチハ殿に及びませんが、柔軟な思考や発想力を持っています。要領がいいと言うんでしょうか……物事の本質を見抜くことに長たけています。陛下の治政を評価しつつも警戒しているのがその証拠です。……ああ、なるほど。彼女をフウガ殿への抑止に使おうとお考えですか」

　ハクヤは俺の思惑を見抜いたのか興味深そうに頷いていた。

「たしかにユリガ殿にこの国の力を示せれば、フウガ殿にこの国と戦わぬようにと警告しそうです。あるいは、すでに文で警告しているかもしれません」

　リーシアは腕を胸の下で組みながら「う～ん」と唸うなった。

「二人の言いたいことはわかったけど……でも、私はそのフウガって人に会ったことがないんだけど、話に聞くかぎり、妹が諫いさめたくらいで止まるような人物には思えないんだけど？　それで止まる人物ならソーマがそこまで警戒することもないだろうし」

　リーシアに核心を突かれて、俺はコクリと頷いた。

「そうだな。フウガなら野望のためにはユリガを切り捨てることくらい、やってみせるだろう。ただそれだってやりたくてやるわけじゃない。『躊躇ためらわない』のと『躊躇いがない』のとでは若干ニュアンスが違うからな」

　たとえば同じ英雄として思い出す織お田だ信のぶ長なが。

　弟を殺し、妻の実家や妹の嫁ぎ先を滅ぼした冷酷無比な魔王のイメージがついているけど、身内に対してはかなり甘い。謀反した弟や松まつ永なが久ひさ秀ひでなどは何度か許しているし、その久秀や浅あざ井い長なが政まさなどにはギリギリまで降伏勧告をしている。

　結局、滅ぼすべき相手を滅ぼすことによって時代の覇者となった信長だけど、英雄らしい強い心の持ち主で、葛藤がまったくなかったというわけではないのだろう。

「『妹の反対を押し切って』となれば、わずかにでも心理的なプレッシャーにはなるはずだ。そしてあの男を相手にするなら、そういったわずかなものでも積み上げていかないといけない気がする」

「難儀ね……でも、ユリガはちゃんと『反対』してくれるのかしら？」

「問題はそこだよなぁ。どう思う？　ハクヤ」

「いまの段階ではなんとも言えません」

　ハクヤはお手上げだといった感じに肩をすくめた。

「結局のところ、もし仮に陛下とフウガ殿が争った場合に、ユリガ殿がどちらが勝つと思うかにかかっています。フウガ殿なら勝てると思ったのなら抑止力には使えません。陛下が勝つか、あるいはフウガ殿でも勝つのが難しいと思ったなら、なにがなんでもフウガ殿を止めようとすることでしょう。後者ならばよろしいのですが……」

「それが理想だけど……こちらの国が強いと思わせるためにはある程度の実力を見せる必要があるだろう？　さすがに空母『ヒリュウ』などはまだダメだが」

「はい。ですから、今回のシンポジウムみたいなものには参加させるべきでしょう。他国が研究していないテーマを研究しているというのも、学問分野において他国よりも抜きん出ているというわかりやすい指標になりますから」

「見せてもいいところは積極的に見せていくべきか……」

　まあ……それしかないよな。

　今後この国とフウガの国がどうなるかもわからないし、いざ敵対したときにユリガがどういう風に判断するかもわからない。できることなら、戦うのを避けたほうがいい国として認識してくれるとありがたいのだけど……。

「いまはまだ様子見するしかないな。見せてもよさそうな部分は見せてこの国の力を見せつけながら注視するしかないだろう。ハクヤ、お前も目を光らせておいてくれ」

「無論、そのつもりにございます」

　ハクヤが一礼すると、リーシアは溜ため息いきを吐ついた。

「あの子の賢さが、上う手まいこと防波堤になってくれるといいんだけどね」

　リーシアの言葉に俺は心の底から同意した。
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　保護者たちがそんな会話をしていた日から数日後の午後。

　王立アカデミーでの授業を終えたトモエを含めた生徒たちは、帰りのＨＲのあとで大講堂へと集められていた。明日、この大講堂で開催される『魔物学シンポジウム』のために講堂を掃除し、椅子を運ぶためだった。

　この世界にはまだパイプ椅子のような折りたためる椅子が存在していないため、教室などから普段使っている木の椅子を持ってこなければならなかった。

　後日、このことを聞いたソーマは『折りたたみ椅子』を開発するべきかとも考えたけど、現状は木の椅子を移動させることで事足りているのに、折りたたみ椅子を大量生産するのはコスト高とのことなので導入は見送られることとなった。

　敷かれたカーペットの上にトモエが椅子をキチンと並べていると、椅子二つを小脇に抱えてやってきたルーシーが「どっこいしょ！」と持って来た椅子を置いた。

　ルーシーは持って来た椅子に腰を下ろしてぐで～っとうなだれた。

「あーもう、しんどいわー。重いし距離あるし」

「大丈夫？　ルーちゃん」

「しんぽじうむかリンゴジュースかしらんけど、うちみたいなか弱い乙女になにやらすねん。てか、こんなときになんでユリガっちもイチハくんもおらんねん」

「二人は俱ク楽ラ部ブに入ってるからね。部活をやってる生徒はそっちが優先だって先生が言ってたし。とくにイチハくんは『魔物研究会』で忙しいと思う」

「それはわかっとるけど、椅子持って何周もするんはきっついわー。うちは小麦がパンパンに入った大袋より重いものは持ったことないんやで？」

「それ、結構重いよね？　多分椅子なんかよりも」

　トモエが苦笑いしながら指摘すると、ルーシーは首を傾かしげた。

「持ちにくさも足したら同じくらいちゃう？　そういうトモエっちはどうなん？」

「私？　う～ん……重いものを持った、というよりは牽ひいたことならあるかも」

「牽く？」

「難民時代に重い荷馬車をみんなで」

「………」

　重そうな話をサラッとされて、ルーシーは言葉を失っていた。

　そういえば目の前の少女は、齢よわい十二歳にして相当数奇な人生を辿たどってきたのだったとルーシーはあらためて思い出し、手と手を合わせて頭を下げた。

「なんや、堪忍な」

「あはは……気にしないでいいよ。難民はジルコマさんやコマインさんがキッチリ統率してくれてたから落らく伍ご者しやもほとんどいなかったし、王国に来てからはよくしてもらってたから。あのころは大変だったけど、思い出すのも嫌ってわけでもないし」

　とくにトモエの場合は家族と一緒にいられたことも大きかった。

　難民の中には家族が散り散りになった者たちも多かったが、トモエはコボルトたちに助けられたこともあり安全に避難することができた。

　そして王国に来てからは優柔不断だがやさしい心根の先代王アルベルトの滞在の黙認とわずかな支援があり、ソーマが王位を譲られてからはトモエはリーシアの義妹となり、難民たちも王国民として受け入れられた。

　自分はいま、いろんな人々のやさしさを受けてここにいるのだ。

　トモエはそのことを思うと胸が温かくなった。

　もっとも明日も知れない不安な毎日だったし、あの道程をもう一度繰り返せと言われれば嫌だけど、それでも思い出すのも辛つらく悲しいといったことはなかった。

　いまはもう「ああ、そんなこともあったなぁ」という感情しかわいてこない。

（そんな風に受けたやさしさを……いつか返せるといいなぁ。難民だった人たちや、北にいるコボルトさんたちにも）

　そのための第一歩が明日開催される『魔物学シンポジウム』なのだろう。

　トモエがそんなことを考えていると、不意にルーシーが驚きの声を上げた。

「すごっ!?　ヴェルっちってばどんだけ持ってんねん」

　見ればヴェルザが椅子を五つ縦に積んで運んできた。

　木の椅子はキチンと積み重なるような形状にはできていないため、ただ無造作に積まれていてグラグラと揺れている。

　そんな椅子タワーをヴェルザは涼しげな顔で運んでいた。

「この程度なら造作もないことです。アイーシャ様に比べればまだまだですが」

「いやいや、王国最強の『東こ風ち侍じ妃ひ』と比べてどうすんねん」（ポンッ）

「あっ……」

　ルーシーが裏手でヴェルザにツッコミを入れると、その衝撃でヴェルザが持っていた椅子タワーがさらにグラついた。

「「　うわっ!?　」」

　トモエとルーシーが驚きの声を上げる一方、ヴェルザは集中していた。

「よっ、と……」

　グラグラと揺れる椅子タワーだったが、ヴェルザが上手くバランスをとったことにより倒壊を免れた。トモエとルーシーは思わず拍手をしてしまった。揺れが完全に落ち着いたところでヴェルザが椅子タワーを置くと、三人で解体して並べていった。

「そういえば先ほど部活がどうこうと聞こえましたが？」

　椅子を並べながらヴェルザが尋ねた。

「あーうん。イチハくんもユリガちゃんも部活に入ってるって話。ヴェルちゃんはどこかの部活に入らないの？　身体能力高いから運動部から勧誘されてるんじゃない？」

「たしかに身体からだを動かすのは好きですけど……あまり興味はありませんね。それよりも『料理研究会』に入ろうかと考えています」

「えっ、お料理？」

「はい。今後のこと（花嫁修業）を考えると必要かと思いますので」

　ヴェルザは頰をホンノリと染めながらそんなことを言った。

（そういえばヴェルちゃん、誰かに仕えるのに相応ふさわしい人物になるために学園に来たって言ってたっけ。あの感じ、好きな人ってことなのかな？）

　トモエももう十二歳。恋に興味を持ち始めるお年頃だ。

　ヴェルザからは今度じっくり話を聞いてみたいと思った。

（でも、ヴェルちゃんが料理研究会か……）

　ヴェルザと料理研究会。ルーシーの実家のパーラーで見せた食べ物への執着心を考えると、案外向いているのかもしれない。

「そういうトモエさんはどこかに入ろうとは思わないのですか？」

「う～ん……イチハくんと同じ『魔物研究会』なら入ってもいいと思うんだけど……ルーちゃんは？　部活に入る気はないの？」

「『ロロア様ファン俱楽部』なんてのがあったら入りたいんやけどねぇ」

「ファン俱楽部!?　そんなのもあるの？」

「ないわー。だからいっそ自分で創ろうかと思ってんねん。なんやかんやでロロア様は人気あるからメンバーは集まると思うし、表向きは商業関係の部活ってことにしとったら申請通ると思うねん。はあ……〝ロロアお姉様〟」

　ルーシーはうっとりした顔で言った。どうもこの前、王城で本人に会ってからというもの、ロロア好きに拍車が掛かってしまったようだ。

「ああまたお会いしたいわー。ロロア様ステキ地母神様か」

「「　王妃様です、ってなんか進化してる!?　」」

　そんなルーシーの様子にトモエとヴェルザは苦笑するしかなかった。
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「おっ、あれってユリガっちとちゃうん？」

「あっ、ホントだ」

　大講堂での準備が終わり、生徒たちは解散となった。

　それじゃあ帰りにどこかに寄ろうかと三人が学園内にあるグラウンドの近くを通ると、ちょうどユリガの入った俱楽部が活動しているところだった。

　二つに分かれたチームが大人の頭ほどのボールを足で奪い合っている。見た目はサッカーっぽいのだがそれにしては聞こえてくることがおかしい。




　シュイーンッ……ズバシュ……キーンッ

　ゴゴゴゴゴ……ドッガーンッ!!




　グラウンドからは、およそサッカーをしているとは思えない音が聞こえていた。ソーマがいたら「ここは工事現場か、空港の滑走路か」と思ったことだろう。

　それもそのはず、彼女たちが行っているのはサッカーではなかった。

　彼女たちがやっているのは、ソーマがもたらしたサッカーという競技を元に『攻撃を除いて魔法の使用アリ』というルールのもとに再構成された新スポーツ。

　その名を『魔導サッカー』という。

「ユリガ、行くわよ！」

　半竜人ドラゴニユートの女子選手がボールを天高く蹴り上げた。

　その顔に見覚えがあると思ったら入学式の日に、部活に勧誘しようとユリガと空で追いかけっこをしていた先輩だった。あの場では逃げ切ったユリガだったが、どうやら熱意に負けて入部したらしい。

　すると素人目にも高く上がりすぎ（地上から十メートルほど上空）なんじゃないかと思うボールに、ユリガは飛べることを活いかして食らいついた。

　そしてオーバーヘッドキックの体勢になると、自分の身体に風を纏まとわせた。

「いっけええええええええ!!」




　シュイイイイイン!!




　ユリガが放った渾こん身しんのシュートは真っ直すぐにゴールへと飛んでいく。

「させないわ！」

　ゴールキーパーが地面に両手を突いた。

　すると途端にゴールの前の地面が持ち上がり、土人形の姿になった。

　ゴールキーパーだった女子生徒はジーニャのような土系統魔法の使い手であり、高さ三メートルほどのゴーレムを召喚したのだ。いやゴールを効率よく守れるように身体を薄く幅広くしたため、ゴーレムというよりは妖怪ぬりかべのようだったが。

　風を纏わせたボールがぬりかべ風ゴーレムにぶち当たる。すると、

「ぶち抜けえええ！」

　ユリガのそんな叫びと共にぬりかべ風ゴーレムにヒビが入る。

「そんなっ!?　私のゴーレムが！」

　シュートはぬりかべ風ゴーレムを貫通し、ネットへと突き刺さった。

　点が入ったことを告げる笛が鳴り、得点側が喜びにハイタッチをしている。

　そこにピピーッと長い笛が鳴った。

「模擬戦そこまで！　休憩とします！」

　半竜人ドラゴニユートの女子部員がそう宣言すると部員たちがばらけだした。

　得点したことでメンバーからもみくちゃにされていたユリガも解放されたようで、トモエたちが見ていることに気付くとパタパタと飛んでやってきた。

「トモエたちじゃない。なに、講堂の準備って終わったの？」

「うん。さっきのシュート格好良かったよ」

「ま、当然よね」

　自信満々にまだまだ未発達の胸を張るユリガにトモエたちは苦笑していた。

　するとユリガは講堂のほうを見ながら言った。

「明日のシンポジウムだけど、私も観みていいのよね？」

「えっ……あ、うん。観覧席のほうなら公開されてるし。でも、いいの？　私もイチハくんも関係者席のほうに行くから、一人で観ることになっちゃうよ？」

「それくらい構わないわ。私には多分、監視も付くんでしょうけど」

「それは、そうだと思うけど……」

　するとユリガは腰に手を当てながら思い出したように笑った。

「この前、ルーシーんちのパーラーに行ったとき、氷室に氷の補充をしに来た氷屋さんがなんか歌ってたわよね。あれって例の歌合戦の影響なんじゃないの？」

「………」

　いきなり図星をつかれてトモエはすぐに返答ができなかった。

　あの歌合戦という名の実験兼模擬戦のあと、国の支援を受けた労歌研（『労働歌謡研究会』）が中心になって日常生活に関わりのある魔法を強化する研究が進められ、一部が公開されていたのだ。ちなみに氷屋さんが歌っていたのは、ソーマのいた世界の『聴いていると雪だるまつくりたくなる曲』だった。

「アンタのお兄さんの政策は無駄に見えてもなにか意味がある。そうわかった以上、目を離すわけにはいかないわ」

　ユリガの宣言を聞き、トモエは言葉を失っていたのだが、

（いけない、こういうときに動揺を見せちゃだめなんだ）

　我に返ると気持ちを切り替えるように頭を振った。

（ジュナさんが言ってたんだもん。こういうときこそ……）

　トモエはユリガに対してニッコリと微笑ほほえんだ。

『相手に本心を悟らせないためには笑顔を絶やさないことです。常に余裕のある立ち居振る舞いをし、弱みは思い人のみにこっそりと見せるに留とどめましょう』

　それがトモエが目指す理想の女性ジュナの教えだった。

「そう言われても私にはわからないなぁ」

「……なによその貼り付けたような笑顔は」

「べーつーにー、です」

「なんか腹立つわね……ともかく、明日は観客席のほうから観せてもらうから」

「うん。ご自由にどうぞ、です」

　笑顔のトモエと訝いぶかしげな顔をするユリガ。ニコニコとジロジロがぶつかる。

「な、なんなん？　この空気」

「……私も一瞬吞のまれてしまいました。まだまだ修行が足りないです」

　表面上は穏やかに会話している二人の間に流れる不穏な空気を察して、ルーシーとヴェルザは体感温度が下がった気がした。
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　―――魔物学シンポジウム当日




　王立アカデミーの講堂は人でごった返していた。

　魔物学についてとテーマを絞ってはいるけど、様々な意見を聞けるようにいろんな分野の専門家を呼んだために結構な人数になってしまったのだ。

　それに加えて傍聴希望者もその数十倍は集まっているので、おそらくこの講堂にここまでの人数が集まったことはかつてなかったことだろう。

　席の配置についてだけど、壇上の中央のテーブルには今回のシンポジウムの主役である『魔物事典』の著者であるハクヤとイチハくん、それと魔物研究会会長だという青年がガチガチに緊張した様子で席に着いている。イチハくんが所属している研究会の会長だからというだけの理由で、あんな衆目の集まる場所に座らされているのだから気の毒に。

　右側のテーブルには俺、リーシア、ロロア、トモエちゃんという王家のメンバーが。

　左側のテーブルには王立アカデミーの学園長、『ジンジャーの専門学校』校長のジンジャー、共和国元首の子息クー、ルナリア正教の司教ソージが着いている。

　壇上には要人が揃そろっているだけあって、壇の両脇にはアイーシャやクーの従者レポリナなどの護衛や、雑用係としてカルラやジンジャーの妻となったサンドリアなどの侍従メイドや秘書等が控えていた。

　そして壇から見て手前には長テーブルが何列にも渡って置かれていて、そこには魔物学の研究家や各分野の専門家が集まっている。

　中には超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャやハイエルフのメルーラなど見知った顔もあった。

　今回のシンポジウムは基本的には壇上にいる俺たちと、この手前の研究家や専門家たちで意見を交換し合うことになっている。

　その研究者・専門家たちの向こうにはテーブルはナシで椅子がズラリと並べられていて、詰めかけた傍聴希望者で埋まっていた。

　場所が場所だけあって王立アカデミーの生徒が多いようだ。

　ユリガもあの中にいるのだろう。

　またこのシンポジウムを玉音放送を通じて帝国の女皇マリアも観ているはずだ。

　そろそろ準備が整いつつある中、俺は隣にいるリーシアに話し掛けた。

「リーシアと並んで公務をするのも久しぶりな気がするな」

「そうね。シアンとカズハを見てくれている母上たちに感謝しないと」

　リーシアがそう言って微笑んだ。

　子供たちは普段から子育てを手伝ってくれているエリシャ様と、孫の顔を見に久々に登城したアルベルト殿が見てくれている。父母にはお世話になりっぱなしだ。

　するとリーシアの向こうでロロアがむくれたような顔をした。

「ちょっとダーリン、うちもおんねんで？」

「ああ。ロロアも今日は頼む。多分、ロロアの専門分野も必要になるだろうしな」

　お下げを撫なでながら言うとロロアはすぐに破顔した。

「にゃはは、まかしときー」

　自信満々に胸を張るロロアに、リーシアと二人で苦笑していた。

　さてと……準備も整ったようだし、そろそろ始めようか。

　俺は立ち上がると段の中央にある演台の前へと立った。

　それと同時に、ここに集まっているすべての者たちが起立して頭を下げた。国王が立っているのに座っているわけにいかないからな。まずはその頭を上げさせる。

「皆、楽にしてくれ。この『魔物学シンポジウム』によくぞ集まってくれた」

　今回のシンポジウムの進行役は俺が務めることになっている。

　あまりにも身分や立場が違う者たちが集まっているため、国のトップである俺が取り仕切ったほうが効率的だと思われたからだった。

　まあ初めてのことでもあるし、今回はそれもいいだろう。

「まずは座ってくれ。そして手元にある資料の表紙を見てほしい」

　皆を着席させて手元の資料を見させてから、俺は今回のシンポジウムの意義についてあらためて説明した。

「さて、今回のシンポジウムのテーマは『魔物』についてだ。

　魔王領から大挙して襲ってきて北の国々を滅ぼした魔物。

　またダンジョン内に棲せい息そくし、時折地表に現れては周囲を脅かす魔物。

　魔物は人類にとって脅威であり、魔物を研究することは人々の生命と財産を守る上でも大変重要なことだ。いま、我が国でこの魔物についての研究が盛んに行われていることは諸君も承知しているとおりだろう」

　そして俺はイチハくんとハクヤに立つよう手で命じた。

　ハクヤが一礼し、それを見たイチハくんも慌てて頭を下げた。

「そして、その契機となったのはここにいるチマ公国からの留学生イチハ・チマ殿とハクヤ宰相が共同で記した『魔物事典』だ。ここに集まっているような、魔物に興味を持つような者ならば、すでに読んでいることだろう」

　研究者たちが大きく頷うなずいているのが見えた。

　魔物研究者にとっては愛読書で、読んでなきゃモグリってレベルだからな。

　頭を上げたハクヤとイチハを再び着席させてから俺は皆に語りかけた。

「私自身も何度か魔物を目にする機会があった。

　トルギス共和国ではダンジョンから溢あふれ出てきたという魔物を見た。

　東方諸国連合では魔王領から押し寄せてくる魔物の大軍を見た。

　魔物たちは人を襲い喰くらう恐ろしい存在だった。

　それと同時に謎に満ちた生命体だとあらためて感じた。

〈魔物とはなにか？〉

〈なぜ生まれ、なぜ人を、生き物を襲うのか？〉

〈なぜあのような歪いびつな形状をしているのか〉

〈魔王領の奥にいるという魔族とは違うものなのか？〉」

　演台にバンと手を置きながら俺は強めに言った。

「そういった謎の一端を明らかにしたのが、二人が記した『魔物事典』だ。

　その概要については後ほど、イチハ殿の口から語ってもらうことになるだろう。

〈魔物とはなにか？〉

　その謎が解き明かされれば、より効率的に人類は魔物に対処できるようになる。

　人々の安全が脅かされることも、いまよりぐっと少なくなるはずだ。

　これは国を挙げて研究すべきテーマなのだ。今回のシンポジウムに当たっては、その魔物研究の方向性についての活発な意見交換を期待している。

　これが第一回目ということもあり、なにもかもが手探りの状態だ。魔物についてどういうアプローチの仕方があるのか、すべてが明らかになっているわけでもない。

　だからこそ、この場にはいろんな専門分野の研究者や第一人者たちを招いた。

　まったく異なる分野からの視点が新たなアプローチの仕方を見つけることもあるだろう。また分野が分野だけに安全面・倫理面も考慮する必要がある。

　そのためにも積極的に意見交換をしてほしい。

　一つ一つ、皆で道を探っていこう。以上をもって開会の挨拶とさせてもらう」

　挨拶を終えると会場から拍手が起こった。

　それが落ち着いたところで、俺はポンと一つ手を叩たたいた。

「さて、前置きはこのくらいにして早速本題へと入ろう。

　まずは『魔物事典』の編著者であるイチハ殿とハクヤに『魔物という存在について』の講義を行ってもらう。そのあとに質疑応答の時間を設けるのでまずは傾聴してほしい。

　それではイチハ殿、ハクヤ、ここからはよろしく頼む」

「はっ、承知いたしました」

「は、はい！」

　ハクヤは恭しく一礼し、イチハは若干緊張した様子で返事をした。

　俺は演台から降りて二人と入れ替わるように席に着くと、トモエちゃんが心配そうな顔でイチハくんのことを見ていた。

「イチハくん、大丈夫でしょうか。緊張しているみたいですけど」

　人前に立てるような性格でもないからな。

「まあ危なくなったらハクヤが上う手まくフォローするだろう。でも……俺としてはそろそろ覆くつがえしてほしいと思っているんだけどなぁ」

「覆す、ですか？　なにをです？」

　疑問顔のトモエちゃんに俺は至極真面目に言った。

「『チマ家八兄弟の余り物』という世間の評価をだよ」
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　このシンポジウムが始まる少し前。

　イチハは緊張した面持ちで講堂の舞台袖に立っていた。

　自分がこんな大舞台に立つということが信じられなかった。

　チマ公国にいたころは身体からだも弱く、優秀な兄姉たちの陰で目立たない存在だった。

　大人たちからは『チマ家八兄弟の余り物』だのと笑われ、そもそもチマ家の兄弟姉妹としてカウントされないことさえあった。

　そんなイチハを励ましてくれたのは姉のムツミだけだった。

『心配要らないわ。イチハはいつかすごい人になると思う』

　あの日の姉の〝言葉〟がイチハの心を支えている。

　しかしイチハの心を苛さいなむのもまた〝言葉〟だった。

『あれだけの援軍を率いてきて、得たのが末弟とは割に合いませんなぁ』

　イチハの耳の奥にあの日の言葉が蘇よみがえった。

　ソーマに王国へと誘われたとき、それを見ていた東方諸国連合の諸将はソーマを持ち上げようとしてイチハをこき下ろした。ソーマは『言いたいヤツには言わせておけ』と言っていたが、それでも当時十歳の子供にはキツすぎる言葉だった。

（僕に……やさしくしてもらう価値があるのでしょうか）

　王国での暮らしが楽しいからこそ余計にそう考えてしまう。

　まず王国に来てから身体の調子がすごく良くなった。チマ公国にいたころは寝込むことも多かったのに、王国に来てからはそういったこともまだなかった。

　このことについてイチハのことを診察した女医のヒルデは、

『坊やのは呼吸器系の病だね。北は砂漠や魔王領が近いせいか空気が悪い。比較的空気の良い王国で暮らしていれば、身体が大きくなるにつれて良くなっていくはずさね』

　と、太鼓判を押していた。

　病弱なままでないと聞けただけでも、イチハはずっと気が楽になった。

　それに王国の人たちはイチハにやさしかった。

　トモエとはチマ公国にいたときから仲良しだ。

　トモエの家族である王家の人々も良くしてくれている。

　ハクヤという尊敬できる師にも出会えた。

　ユリガ、ヴェルザ、ルーシーという同世代の友達も増えた。

　そして『魔物事典』をハクヤと一緒に記したことで、初めて人から称賛を受けることになった。『魔物研究会』の会長などはイチハが入会したら感極まって泣いたほどだ。

　どれもこれもチマ公国にいたころには想像すらできなかったことだ。

　そして今日、大勢の人の前で魔物研究についての講義をハクヤと一緒に行うことになっている。その準備を『魔物研究会』の人たちと共に進めてきたのだ。

「イ、イチハくん、だ、大丈夫、ですぞ。私たちもつ、ついておりますからな」

　隣に立った会長はイチハ以上に緊張しているようだった。

　イチハにかかっているプレッシャーは発表の成否についてのことだけだ。

　しかし会長たちからしてみれば、王家の人々や国の重臣たちもいる前で発表すること自体、一生に一度あるかないかもわからない大舞台なのだ。

　緊張するのも当然だ。イチハはソーマたちから常日頃フレンドリーに接してもらっていることで、そこらへんの感覚が麻ま痺ひしているようだ。

「だ、大丈夫ですよ。多少とちっても陛下たちは怒りませんから」

　イチハが会長を励ましていると、そんなイチハの肩を誰かがポンと叩いた。

　振り返るとハクヤが薄うつすらとだが穏やかな笑みを浮かべて立っていた。

「……ハクヤ先生？」

「貴方あなたも、肩に力が入りすぎです。もっとリラックスしたほうがいいでしょう」

「は、はい……それはわかっているのですが……でも、よくしてくれる先生やソーマ殿やトモエさんたちのためにも、頑張りたいと思うんです」
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「そう言ってくれるのは嬉うれしいですが、気負いすぎです」

　するとハクヤはイチハの背後に回ると両肩に手を置き、モミモミと揉もんだ。

　こそばゆさにイチハの首が一瞬ビクッとなっていたが、振り払うこともできなかったのでされるがままになっていた。

　へにゃ～っとした表情になったイチハにハクヤは言った。

「イチハ殿。貴方は魔物の研究は好きですよね？」

「えっ……あ、はい。ずっとそればっかり研究してましたから、半分趣味になっていますし。見たことがない魔物がいたらスケッチしたくなります」

　イチハが恥ずかしそうにそう言うと、ハクヤは穏やかに微笑ほほえんだ。

「それならば、ここは自分の趣味について発表する場なのだと思えばいいのです。人は自分の好きなことならばいくらでも語れますし、話し相手にも好きになってほしいと思うものでしょう？　私は本に関することならばいくらでも語れます」

　ハクヤはそう言うとイチハの頭にポンと手を置いた。

「シンポジウムの成否などは頭の外に置いておけばいいのです。貴方は楽しく、言いたいことを言えばいい。みんな貴方の言葉を聴きに来ているのですから」

「ハクヤ先生……」

「貴方はまだまだ子供なのですから、小難しいことは私たち大人に任せてしまいなさい……と、似たようなことを以前義妹いもうと様さまにも言った気がしますね」

「トモエさんにもですか？」

「貴方たちの年頃は背伸びをしたがるものですから。焦る必要はないのです」

　そう言ってハクヤはイチハの頭を撫なでた。

　趣味について発表する場だと思えばいい。楽しく、言いたいことを言うだけでいい。

　ハクヤの言葉がイチハの胸にすっと入ってきた。

（気負わず、楽しく……）

　イチハは前を向いた。魔物の研究を自分は気負わず、楽しくやれる。

　それはつまり得意分野だということだ。

　他の兄弟姉妹には負けないという自分だけの得意分野。やがて時間になり、舞台の中央にある席に座らされてからもイチハはもう俯うつむかなかった。

「それではイチハ殿、ハクヤ、ここからはよろしく頼む」

　シンポジウム開催の挨拶を終えたソーマにそう言われ、イチハはハクヤや会長さんと共に立ち上がった。

　演台の前に立ったイチハは顔を上げ、まっすぐに前を向きながら語り出した。

「まずはこの場にて、発表の機会を与えてくださったソーマ陛下、並びにここにお集まりのフリードニア王国の皆様方に感謝を申し上げます。

　僕は東方諸国連合の一国であるチマ公国より留学に参りましたイチハ・チマです。

　今日この場にて、魔物についての議論ができることを光栄に思います」

　堂々としゃべるその姿にこの場に集まった者たちは感心していた。

　チマ公の末子のことは王国でも噂うわさになっていた。

　彼は『チマ家八兄弟の余り物』と東方諸国連合では呼ばれていて、チマ公国へ援軍を率いていったソーマが得たものは彼だけだった。

　だからソーマは不良品を摑つかまされたのではないかという噂だ。

　しかし、この場に集まっている者たちは『魔物事典』の編著者が彼である（ハクヤはサポートの立場だと著書の中で明言している）ことを知っている。

　この画期的な事典の編著者がまだ十一歳の少年だと判明したときには、なんという神童が現れたのだろうと研究者界かい隈わいで盛り上がったものだ。

　余り物と神童。

　二つの世評には乖かい離りがあり、どちらが本当のイチハなのか注目していたのだ。

　そしてこの堂々とした話しっぷりを見るに後者が正しかったのだろう。

　ソーマ王が余り物を摑まされたなどとんでもない。

　さすが『人材狂い』とも呼ばれるだけあって、ソーマ王は彼の資質を見抜き連れ帰ったのだろうことを、この場にいる者たちは理解した。

　一方、ソーマとリーシアはイチハの堂々とした様子に感心していた。

「始まる前は緊張していたみたいだけど、心配は要らなかったみたいだな」

「ホントね。本番に強いタイプなのかも」

「当然です。義あ兄に様さま、義あ姉ね様さま」

　するとトモエが誇らしそうに言った。

「イチハくんは気弱ですけど、それは自分に自信がなかったからです。でも、ここ一番ってときには絶対に逃げない強い心を持ってます。チマ公国で私が怖い大人たちに囲まれたときもかばってくれました。あれが本当のイチハくんなんです」

「「　………　」」

　まるで我がことのように言うトモエを、ソーマとリーシアはキョトンとした顔で見ていた。言葉にイチハに対しての絶対的な信頼のようなものが感じられたからだ。

　やがてソーマは小さく溜ため息いきを吐つき、リーシアは微笑んだ。

「……イヌガミお父さん役が聞いたら嫉妬しそうだ」

「ソーマもじゃないの？　ふふ、甘酸っぱいわね」

「？？？」

　トモエは二人の反応の意味がわからず、キョトン顔で頭の上に疑問符を浮かべていた。

　ソーマ家の面々がそんなことを話している間も、イチハの話は続いていた。

「僕が生まれたチマ公国は東方諸国連合内でも北に位置し、魔王領と隣接しています。

　そのため魔ま浪なみのような大規模なものはそうは起こるものではありませんが、北から魔物が少数の群れでやってくることが度々ありました。

　つまり観察対象に恵まれる環境にあったわけです。

　魔物自体は武勇に優れた兄たちが兵を率いて討伐するのですが、僕は城壁などの安全な場所から兄たちと戦う魔物をスケッチしていました。

　僕は兄弟姉妹の中では目立つ能力を持っていませんでしたから、魔物について知ることで少しでもみんなの役に立ちたかったのです。

　……もっとも、途中からすっかり趣味になっていましたが。

　楽しいですよ。皆さんも北に行くことがあったら是非スケッチしてください」

　イチハが茶目っぽく言うと、会場からクスリと笑いが漏れた。

　どうやら冗談を交えられるくらいには場の空気に慣れてきたようだ。

「僕のスケッチを最初に評価してくれたのは一番上の姉です。

　そして二番目に評価してくれたのがソーマ陛下の義妹であられるトモエさんでした。

　彼女がソーマ陛下に僕を紹介してくださったことでこうして王国へ来ることができ、ハクヤ先生のような尊敬すべき師に出会えました。

　トモエさんには心から感謝しております」

　イチハはトモエのほうを見るとニコッと笑いかけた。

（イチハくん……）

　トモエは嬉しそうに狼おおかみ耳をピコピコと動かしていた。

　イチハは前を向くと自らが記した『魔物事典』を手に取った。

「そのスケッチをもとに、ハクヤ先生と共に制作したのがこの『魔物事典』です。

　そしてこの『魔物事典』を編へん纂さんする上で根幹となっているものがあります。

　それこそが『魔ま物もの体たい部ぶ位い識しき別べつ法ほう』です。

　……長いですね。長いので『魔ま識しき法ほう』と呼ばせてください。

　今回は魔物研究の道みち標しるべとして、この『魔識法』についての講義を行いたいと思います。

　それでは魔物研究会会長、お願いします」

「りょ、了解しま、った」

　イチハに呼ばれた会長は緊張のあまり声が裏返っていたが、それでも用意されていた移動式の黒板に大きな紙を貼っていった。

　その紙いっぱいに描かれていたのは魔物の絵……それもソーマたちがラスタニア王国で戦ったリザードマンと、そんなリザードマンに食べさせた魔物である、翼の生えたずんぐりむっくりとした蛇の絵だった。

　魔物の絵の前に立ちながらイチハは再度話し始めた。

「チマ公国で魔物の絵を描いているうちに、あることに気が付きました。

　魔物の中にはまったく異なる種族の魔物であるにもかかわらず、まったく同じ体部位を持つものがいるということです。

　そのことに気付いて以降、僕は魔物の体の部位に注目するようになりました」

　イチハは翼の生えたずんぐりむっくりの蛇の前に立つと、その二つの翼の部分と蛇の本体部分をそれぞれ細長く切った色紙を貼り付けて囲んだ。

「たとえばこの魔物です。

　正式名称はありませんがソーマ陛下が仮称していた『トビツチノコ』というのがしっくりくる気がしますので、それで呼ばせてください。

　このトビツチノコですが体部位は本体の蛇部分と翼の部分の二種類に分類されます。

　生物としての特徴としてはジャンプ力があり、翼を用いての飛行能力もありますが長時間飛ぶことはできないようです。そして……食べられます」

　この魔物は食べられる、との発言に場がざわめいた。

　ソーマたちにとっては今更な話ではあるが、大多数の人類はこのことを知らない。魔物の専門家が多く集まっているこの会場においても寝耳に水の爆弾発言だった。

「魔物を食べるなど、神がお許しになろうか……」

　そんな声が聞こえた。言ったのはどうやらルナリア正教の司祭のようだ。

　このシンポジウムには魔物の研究というものに対して、危機感や忌避感を持って参加している者たちもいた。魔物を研究することによってどんな反応が起こるのかを知るためにも、ソーマたちはあえて彼らのような人々の参加も拒まなかった。

　ざわめきがなかなか収まらずにイチハが困っていると、横に立ったハクヤが補足した。

「これは事実です。帝国でこのトビツチノコを食べたという事例があります。

　もちろん、ここに描かれているリザードマンのような『人の体部位を持つ魔物』は忌避感が強くて食べなかったそうですが。トビツチノコは端的に言えば蛇肉と鶏とり手て羽ばです。

　食べられたとしても不思議ではないでしょう」

　ハクヤがそう言うと場は少し静まった。

　さすがに醜聞になると思ったのか、食べた人物というのに帝国の女皇マリアの妹であるジャンヌが含まれるということは伏せたようだ。

　ハクヤからあとを継いでイチハは再び語り出した。

「食べられる魔物については後述しますのでお待ちください。

　さてこのトビツチノコの翼の部分ですが、この翼とまったく同じ翼を持つ魔物を確認しております。お配りした冊子の五頁ページ目を見てください。

　その魔物は二つの頭を持つ犬でした。仮に『双頭犬オルトロス』と呼称しましょう。

　トビツチノコと双頭犬オルトロス。

　異なる二種類の魔物がなぜか同じ体部位を持っています。

　このことに気が付いてから、僕はスケッチした魔物を部位ごとに分類したところ、このような例が非常に多いことがわかりました。

　双頭犬オルトロスはトビツチノコと同じ翼を持っています。

　その双頭犬オルトロスの頭を持った胴体部分が亀の魔物も発見されております」

　するとイチハは今度はリザードマンの絵の前に立った。

「このリザードマンもそうです。これは王国国防軍がラスタニア王国で交戦した魔物で、研究用として死体を多く獲得できた魔物でもあります。

　このリザードマンですが、上半身は我々人類のものに似ていますが、顔と下半身は二足歩行の大型爬は虫ちゆう類るいの特徴を有しています。

　人類の特徴を持っていてもその性質は獣のそれです。

　群れで役割分担を行うなど猩しよう猩じよう程度の知能は有していたようですが、意思疎通ができるほどではありませんでした。そうですよね、トモエさん」

　イチハに問いかけられて、トモエは「は、はいです！」と立ち上がった。

「私はラスタニア王国で捕らえられたリザードマンさんを見ました。

　私は動物の言葉……というか心がわかるのですが、このリザードマンさんたちは目に映った私のことを『食べ物』……『餌』としか認識していませんでした。

　他になんの感情もなかったのがかえって不気味なくらいです。普通、動物なら捕らえられたらいくらお腹なかが減っていても、不安や怒りなども感じるはずなのですが……」

　そのときのことを思い出したトモエは自分の肘のあたりをグッと摑んだ。リザードマンに餌として見られたことは、恐怖の記憶として焼き付いていた。

　イチハは申し訳なく思いながらも静かな口調で言った。

「ありがとうございます。いまトモエさんが言ったように、生物としてあるべき感情を持っていないというのも興味深い点です」

　トモエが着席したのを確認してからイチハは話を戻した。

「このように魔物は様々な生物の特徴を併せ持っていると言えます。

　またゾンビや骸骨のような、既存の生物でありながら腐敗や白骨化した魔物もいます。

　我々の目に野生生物と比べて魔物が不気味に映るのは、既存の生物という固定観念の中で『余計な体部位（他の生物の体部位）』を持っていたり『余計な特徴（腐敗や白骨化）』を有しているからなのではないでしょうか」

「なるほどなぁ……」

　そう唸うなったのはソーマだった。

　大きな声ではなかったが、国王が発した言葉ということで皆の注目が集まった。

　みんなの視線が自分に集まってしまったことに気付いたソーマは、進行を止めてしまったことをバツが悪そうにしながら挙手をした。

「……少し、発言してもいいか？」

「はい。どうぞ」

「堅苦しいのも面倒なんでここからは普通に話させてもらうけど……俺はトルギス共和国で四足歩行のオーガを見たことがある。だよな？　クー」

　ソーマが話を振ると、反対側の席に座ったクーが頷うなずいた。

「ああ。あの毛むくじゃらのオーガだな。たしかに腕が大きくて四足歩行をしていた。ダンジョンから出てきて村を襲い、人を喰くいやがった。あの凶暴性から考えるとリザードマンと同じように人を餌としか見てなかったんだろうな」

　オーガに対する嫌悪感丸出しで言うクーにソーマも同意した。

「あのオーガを見たとき俺は生物としての歪いびつさを感じたんだ。いま思い返してみると顔はオーガだったけど、体の部分はまたべつの生物だったように思える。ゴリラ……俺のいた世界にいた大型の猩しよう猩じようみたいな生物なんだけど、それに似ていた気がする」

　ソーマはそう言うと腕組みをしながら唸った。

「そのことを思い出し、イチハ殿の話を聞いて魔物の歪さがわかった気がしたんだ。すまない。話の邪魔をしてしまったな」

「いえ、貴重なお話を聞かせていただきました」

　イチハは一礼してから前を向いて再び語り出した。

「このように様々な生物の特徴がごちゃ混ぜになっている魔物を分類するのは非常に難しいです。そこで各魔物の体部位毎ごとに分類しようというのが、僕とハクヤ先生とで考え出した『魔識法』です。その意義につきましてはハクヤ先生のほうからお願いします」

「承知しました」

　そしてイチハが下がり、代わりにハクヤが演台の前に立った。

「この国で宰相を任されているハクヤ・クオンミンです。

『魔物事典』ではイチハ殿との共著ということになっておりますが、私は体裁を整えたに過ぎません。根幹はイチハ殿が描き上げたスケッチとその分類法によるものです。

　そのような立場で演台の前に立つのは気が引けますが、今回はイチハ殿に代わりまして『魔識法』の意義について解説したいと思います。

　さて……元来、魔物とは魑ち魅み魍もう魎りようの類いであり、同じ種族で群れを作っているものでもないかぎりは種族的な分類は困難だと思われて来ました。その形状は千差万別であり、全体的な身体からだの構造では種族としての分類が不可能だったからです。

　しかし、イチハ殿の魔物の体部位に注目した分類法を知り、これは様々な応用のできるものであると確信しました」

　ハクヤは背後にある魔物の絵を指し棒で示した。

「ご覧のように魔物を体部位で分類することで、同じ体部位を持つ魔物が存在することが確認できました。これにより、魔物に名前を付けることが可能になります」

　観衆の一部から「おお……」と感嘆の声が漏れ聞こえてきた。

　声の主はハクヤの言わんとしていることがわかった者たちだろう。

　しかし大半の観衆は「名前を付ける？　それにどんな意味が？」と首を捻ひねった。そもそも見た目もバラバラな魔物に名前を付けることなどできるのだろうか、と。

　そんな反応は織り込み済みだったであろうハクヤは解説した。

「我々が物事を認識するためにはまず、対象に名前を付けるところから始まります。

　名前を付けることで初めてそれを対象としてとらえ、研究が可能になるからです。そしてそれを他者と共有することによって、研究対象の情報の共有も可能になります。

　早い話が『人』に『人』と名前を付けて、それを他者と共有して初めて、自分が『人』というものを研究していると伝えられるわけです。

　話を戻しますが、これまで魔物は他の生物に比べて奇怪な形状をしていることが知られています。そのため自分が見た魔物を他者に簡潔に伝えるということが困難でした。

　たとえば陛下が命名したこの『トビツチノコ』はどうでしょう？

　この魔物の存在を他者に伝えるとしたらどう表現しますか？

　……『翼の生えた寸ずん胴どうのヘビのような魔物』といったところでしょうか。

　この程度で済めばいいのですが、これに『角が生えた』『二つの首を持つ』『毒を吐く』など様々な特徴を持つ魔物が存在しているわけです。

　それら一つ一つに種族名を付け、共通認識の下に置くのは億おつ劫くうです」

　ハクヤは演台に手を置き、小さく息を吐いた。

「このことは魔物の情報を共有する上での妨げとなっています。

　じっくりと研究する上でならばまだ我慢もできます。

　ですが、たとえばダンジョンから形状も種族もごちゃ混ぜな魔物の集団が溢あふれ出たときなどは、そんなことも言っていられません。事態は一刻を争います。

　現場の兵士たちが近くの軍に援軍を要請しようとしたとき、そんな特徴を一つ一つ報告できるような余裕などあるはずがないのです。

　現場から援軍要請先に送られる情報はせいぜい『魔物の襲撃であること』『大凡おおよその数』『飛行する魔物の有無』ぐらいです。

　東方諸国連合で遭遇したリザードマンの群れのように、一つの種族で構成されている群れであれば、対象の能力がハッキリしているため対策も立てやすいです。

　リザードマンは飛ばない。ただし跳躍力はある。緑の個体は火を吐かないが、赤い個体は火を吐くので注意が必要だ……など認識を共有できるからです。

　一方で、多種族混成の群れの場合はこのように簡単にはいきません。まず相手に特徴を伝えることすら難しい、歪な形状をした魔物もいるからです」

　そこでハクヤは演台の脇に置かれた水を飲み、一息吐ついた。

「これにより情報の伝達に齟そ齬ごが生じるおそれがあります。

〈理解を疎おろそかにし、現場に急行したら手持ちの装備では対処できない魔物がいた〉

〈慎重に準備をしているうちに、時間が掛かりすぎて被害が拡大してしまう〉

　この両方の場合が考えられるでしょう。しかし体部位によって魔物を識別し、名称を共有できればその時間を格段に短くすることができます」

　ハクヤはトビツチノコの絵を指し棒で叩たたいた。

「たとえばこの『トビツチノコ』です。

　この翼の部分を『トビ』と呼称し、寸胴なヘビの部分を『ツチノコ』と呼称します。

　そして狼おおかみの魔物であれば『ウルフ』、腐敗していれば『ゾンビ』、毒があれば『ポイズン』、角が生えていれば『ツノ』、部位が二つあれば『双＋部位名称』と呼称します。

　人の部位を持っている魔物を『マン』と呼ぶのは既にありますね。

　これにより、これまでは、

『〈角と翼の生えた寸胴のヘビの魔物〉と〈二つの頭を持ち毒の牙を持つ狼の魔物〉と〈身体が腐敗しているリザードマン〉の群れ』

　と報告していたものを、これからは、

『ツノトビツチノコ、双頭ポイズンウルフ、ゾンビリザードマンの群れ』

　と報告すれば通じるようになります。

　トビの付く魔物が多ければ対空装備を、ポイズンが付く魔物が多ければ解毒剤や血清などを事前に用意しておいたほうがいいことがすぐにわかります」

「「「　おおおー　」」」

　聴衆から多くの感嘆の声が漏れた。ようやく有用さを理解できたのだろう。

　一方で、ハクヤの話を聞いていたソーマは、

（う～ん……表音文字じゃなくて表意文字ならもっと短縮できそうなんだけどなぁ）

　と、そんなことを思った。ソーマが思い浮かべていたのはかつて自分がいた国にあった『漢字』だ。漢字ならば『角飛槌つち蛇へび、双頭毒狼、腐蜥蜴とかげ人の群れ』で済む。

　しかしソーマは自分で首を横に振った。

（大陸共通語は英語などに似た表音文字っぽいし無理か……あるいはピクトグラムのようなものでも作れれば……って、今度は逆に口で伝えられないか）

　ソーマがそんなことを考えている間もハクヤの話は続いていた。

「さて、名称付けによる情報の共有以外にも魔識法の意義は存在します。

　最初のほうに話題に出ましたが、魔物を食べることができるということにも関わってきます。このトビツチノコですが食べることができます。

　帝国における実食例、またリザードマンによる捕食により証明されております。

　このトビツチノコを構成しているのは蛇の部位と翼の部位ですが、これはどちらも食用になります。食用の部位のみで構成されている魔物は食べられる可能性が高いです。

　逆に言えば体を構成する部位のどこか一部にでも有毒なものがある場合、食用に適さない魔物である可能性が高いということです。

　ただ、現状では実験例が少なくこれはまだ予想の段階です。

　討伐された様々な魔物を動物に食べさせるなどして実験を重ねていくことで、よりハッキリとした結論が導き出されることでしょう。

　是非、皆様方もこの検証へのご協力をお願いします」

　ハクヤはそう言って頭を下げると、聴衆はもっともだと頷いていた。

　食料問題はこの国でも記憶に新しいところだからだ。

「また魔物の中には人類の部位を持つものもあり、たとえ有毒でなかったとしても、よほどの緊急事態でなければ食べたいとは思わないでしょう。しかし最前線の兵士たちがなんらかの理由で、飢えに苦しんだ場合には貴重な命の糧となることも考えられます。

　人類に似た部位を持つ魔物の食用利用などの規則や倫理面の整備も必要です。

　これには国はもちろん、国民の精神的な支柱となっている各宗教の方々のご意見もお聞きしながら慎重に進めるべきだと考えます」

　ハクヤがそう言うと会場がざわめいた。

　研究者などは興味深そうに近くの者と『どう思う？』と意見交換をしていたようだが、対してこの場にいた宗教関係者の表情は険しくなった。

　魔物に関する研究自体に疑問を呈していたあのルナリア正教の司祭などはとくに、不愉快そうな顔でハクヤを睨にらんでいた。

　魔物を食すなど言語道断だとでも思っているのだろう。

　そんな賛否両論の視線を受け止めながら、ハクヤは話し続けた。

「そして魔識法の意義の三つ目ですが、体部位を分類することによってその対象がどれだけ人類の部位を有しているかを判別することができます。これもまだ仮説の段階ですが、どうやら『人の部位を多く持つ魔物ほど知能が高い』ようなのです」

　ハクヤはトビツチノコとリザードマンの絵を交互に指し示しながら言った。

「トビツチノコなどは獣のような思考で動いています。飛んで獲物を襲い、死肉を喰らうという本能のみの行動をします。野生生物とほぼ変わりません。

　一方で国防軍が遭遇したリザードマンは『学習能力』があったのです。

　トビツチノコを焼いて食べるということを一頭のリザードマンに見せたところ、そのリザードマンは群れの中でトビツチノコを焼いて食べるということを行いました。それを見ていた他のリザードマンも真ま似ねをして、トビツチノコを襲い始めたのです。

　つまりリザードマンには学習する知能がある」

　ハクヤが力強くそう言うと会場が静まりかえった。

　魔物の中に『学習能力』を持つものがいるということは、それだけ魔物の危険度が上がるということだった。

　大陸の北の果てにいるという魔族は知能があるようだとも聞く。

　そんな魔族によってかつて帝国が率いた人類の連合軍は大敗したのだ。

　魔物は魔族に比べれば知能はなく、対処もまだ簡単だと思われて来た。

　しかし、そんな魔物の中にも『学習能力』があるものがいるとなれば楽観視はできない。一頭の巨大熊に比べれば集団で立ち回る黒い狼のほうが対処が難しい。

　獣が小こ狡ずるく動くようになるだけで、人類側の危険度は跳ね上がる。ハクヤは言う。

「知能は我々が魔物に対して持つ最大の優位です。

　その知能を魔物が一片でも有するならば、それは我々にとっては脅威です。

　ですが、こうも言えるのではないでしょうか。

　人類の部位をわずかに持つものが知能を有するのならば、部位を多く持つものはさらなる知能を有しているのではないでしょうか。

　それこそ『我々と意思の疎通が可能なほど』に」

　ハクヤはそこで言葉を切ると、聴衆を見渡し、

「……皆様も思い当たる存在がいることでしょう。魔族です」

　そうハッキリと言い切った。

　集まっていた者たちは再度息を吞のんだ。

　魔族が知能を有するようだとは聞いていたが、人類と意思疎通が可能なほどだとは思っていなかったのだ。敵が人類並みの知能を持っていることは脅威だ。

　しかし、それは対話の可能性が生まれるということでもあるのだが、現時点でそのことに思い至っている者は一部の例外を除いてほとんどいなかった。

　その例外とは〝最初からこの事実を知っていた者たち〟だ。

（「ようやくここまで来られたか……」）

（「本当に、長かったわよね」）

　壇上端の席でソーマとリーシアが小声でそう話していた。

　ソーマたち国の上層部のほんの一部は、トモエから魔族であるコボルトと接触したときの話を聞いたことで魔族との対話の可能性があることを理解していた。

　しかし、そのことを公にすることはできなかった。

　トモエの能力によって一足飛びで成立したコミュニケーションの事実を証明することは容易ではなく、むしろ魔族と通じたとして各国から糾弾されかねなかったからだ。

　またその事実を知った国々が、独自に魔族と接触しようとすれば大混乱になることが予想された。当時はどの国も魔物と魔族の違いもわかっていなかったから。

　そのためソーマたちはこの事実を秘してきたのだ。

　それが今日、ついに、白日の下にさらされた。

　イチハの魔識法によって魔物と魔族の研究が進んだことで、あらためて『対話可能な知能を有するかもしれない』という『客観的』な可能性を提示できたのだ。

　客観的にそう見えるだけならば他国に糾弾もされないだろう。

　もちろん、まだあくまでも可能性の段階であるのだが、時代が徐々にトモエの能力によって得られた事実に追いついてきたと言える。ハクヤは言う。

「魔族がもし我々と同じ知能を有するのならば、わずかな知能しか有していない魔物とわかり合えるのでしょうか？

　想像してください。我々とて道で野犬の群れに囲まれたら恐怖を感じます。

　それでは魔族はどうでしょう？

　魔物に囲まれていて平然としていられるのでしょうか？

　魔物と魔族。両者の間に争いは起こらないのでしょうか？

　あの恐ろしい魔物と魔族は共生関係を築けているのでしょうか？

　我々が魔族と魔物を分けて考えるべきときが来ているのかもしれません。

　以上です。ご清聴を感謝します」

　ハクヤは一礼して引き下がった。拍手などは起きなかった。

　みんな新たに提示された可能性について考えるのに忙しかったのだろう。

　すると、そんな空気の中でソーマがパチパチと拍手をした。

　リーシアやトモエがあとに続き、その音で我に返った聴衆たちも慌てて大きな拍手をした。その拍手が収まったころにソーマは立ち上がって言った。

「さて、イチハ殿とハクヤの『魔識法』についての説明が終わったところで、今回の趣旨である意見交換を行いたいと思う。イチハ殿やハクヤの説明も踏まえた上で、魔物、魔物に関する研究、そして魔識法について忌き憚たんのない意見を聞かせてほしい」

　ソーマはそこで大きく息を吸い込み、言った。

「意見や質問のある者は挙手してくれ」

　ザッ、と衣きぬ擦ずれの音がする。

　聴衆たちの間から沢山の手がいっぺんに挙げられていた。
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（いやはや、すごい熱気だな……）

　司会進行役の俺は「挙手してくれ」と言った途端に乱立した手を見て息を吞んだ。

　この場には身分や立場の異なる者たちが集まっている。

　だというのに、誰も彼もが質問や意見を言いたくて仕方ないって顔をしていた。序列など関係なしに、相手を押しのけてまでだ。さすが研究バカが多いだけある。

　この熱気は国にとっても歓迎すべきものだろう。

「それでは私が指名した者は名前と所属を言ってから意見か質問を述べてくれ。はい、そこの法衣の男性」

「感謝します、陛下。私はルナリア正教の司祭バルトと申します」

　まず指名したのは、魔物に関する研究発表の際にずっとしかめっ面をしていた司祭だった。バルトはその態度からも魔物を研究することに対して否定的な意見が出ることはわかりきっていたため、俺はあえて真っ先に指名することにしたのだ。

　魔物の研究を進めるためにはこういった反対意見を聞いて、世論の反発を抑えられるよう対策を練らなければならないからな。

　バルトは真っ直すぐに俺のことを見ながら言った。

「発言の許可を感謝します。この場には相応ふさわしくない意見かもしれませんが、あえて言わせていただきます。私は聖職に就く者として……いえ、一人の人間として魔物を深く知るということに対して強い忌避感を覚えます」

　会場がざわめいた。魔物学シンポジウムと銘打って開催されたこの場所で、真っ先に魔物の研究を否定するような意見が出たことに皆動揺していた。

　バルトには周りの研究者からは、

（「こいつはなにを言っているのだ」）

（「なんでお前のような者がここにいるのだ」）

　と冷ややかな視線が注がれていた。しかし俺は続きを促した。

「聞こう。貴殿はなにを憂慮しているのか？」

「我らルナリア正教の教えでは、魔物とは善なる月神ルナリア様と対を成す悪なる者により生み出されし存在です。汚れたものであり、その性質は人とは交わることがありません。だからこそ、どんなに脆ぜい弱じやくな魔物であっても飼ったり使役することを禁じています。

〈どんなに小さくても魔物は魔物である〉

〈どんなに無害に見えても危険な生き物である〉

　身近に置くことでどのような危険があるかわかりません。これは信仰する対象こそ違っても、他の宗教も同じような理解なのではないでしょうか？」

「………」

　この国の宗教観についてはよくわからなかったので、リーシアたちを見ると「まあそうね……」といった感じに頷うなずいていた。

　反論が上がらなかったので司祭は続けた。

「なにも教義に反するからだけで反対しているわけではありません。人には手を出すべきでない分野があるのではと言っているのです。生物の形を決めるのは神の御み業わざです。そこにいたずらに踏み込めば、取り返しのつかないことになりはしないかと」

　ざわめいていた会場が静まった。彼の言葉は宗教観というヴェールをとれば、人の手に余るものを安易に取り扱うことの危険性を訴えていたからだ。

　たとえば研究が捗はかどるからと魔物を〝生きたまま〟王都に運び込んだとしよう。

　それがもし数体でも逃げ出したりしたらどこで繁殖し、どのように被害をもたらすかわかったものではない。俺のいた世界でも僅か数匹放った特定外来生物が、既存の環境を破壊し尽くすという事例には枚挙にいとまがないからな。

　実際に王都の使用されなくなった地下通路では、通常よりもはるかに巨大に（恐竜並みに）成長したサラマンダーなども棲せい息そくしていた。

　特定の環境によって変異するということも考えられる。

（そう考えるとこの指摘はバカにできないな……）

　意外と道理が通っていて感心してしまった。

　生物の形を決めるのは神の御業とか、そこにいたずらに踏み込むべきでないとか、前にいた世界の遺伝子操作のような先進科学に対する実益と倫理の対立を思い出したし。

　考えてみれば宗教の戒律というものは自己の権威を守るためのもの以外は、人が真っ当に生きるための方法を説くものだ。

　中には経験から学んだことが言い伝えとして残ることもあるだろう。たとえば昔、魔物を捕獲したものが魔物を軽く見たせいでなんらかの被害を出した……とか。

「ソージ殿、この意見を聞いてどう思うだろうか？」

「俺に聞きますかい？」

　話を振るとソージは一瞬「俺に意見を求めるのかよ……」とでも言いたそうな顔をしたけど、すぐに真面目な顔になって言った。

「たしかにルナリア正教の教えではそうなっております。ですが、月神ルナリア様はべつの場所で『物事に臨んでは知るという努力を怠ることなかれ』とも言っております。魔物に対しても知るという努力を怠ってはならんでしょう。ただ、バルト殿の言にも一理はあります。研究には細心の注意を払うべきでしょうな」

　ソージの意見はバルトに一定の配慮をしながらも魔物研究を正当化するものだった。

　玉虫色な答え方ではあるけど、俺としては望んだとおりの答えだった。

　俺は頭の中で熟考したあとで言った。

「あいわかった。魔物の研究は推し進めるが細心の注意を払うことにしよう。

　さしあたっては法律として、以下のことを決定したいと思う。

〈一つ、国境線近辺より内陸部へと生きた魔物を持ち込むことを禁止する〉

〈二つ、ダンジョン産の魔物の場合、ダンジョン付近よりも外側へ生きた魔物を輸送することを禁止する〉

〈三つ、生きた魔物を研究したい場合は国境線やダンジョン付近で行い、王都などで研究可能なものは確実に死亡した個体のみとする〉

　いまパッと思い浮かぶのはこのくらいか。あとでもっと詳しく取り決めを作りたいところだけど……魔物の素材などは現状でも市場に流れているよな？　ロロア」

「せやね。主にダンジョン産のやけど」

　ロロアがコクリと頷いた。

「ダンジョン付近の村の産業になってたりするし、素材としても貴重なもんもあるわ。もちろん生きとる魔物などは危険やさかい商いは取り締まるべきやと思うけど、どっちにしろ法整備は必要やろな」

「それは俺たちの仕事だな……このことについて、他になにか意見のある者はいるか？……そこの列でいま手を挙げたヤツ」

　指名すると、いかにも研究者といった白衣にメガネの人物が立ち上がった。

「王立アカデミー所属の研究者ゴードンです。それでしたら王国にある小規模なダンジョンの一つを研究用に使用させていただきたい。これは攻略せずに、魔物の生態やダンジョン内での魔物の発生メカニズムを研究したいと思います」

「ふむ……どう思う？　ハクヤ」

　ソーマが意見を求めると、ハクヤは少し考える素振りを見せてから頷いた。

「近隣の安全が確保できるならばいいと思います。しかし、なにかあったときに対処できるよう最低限の戦力を常駐させる必要があります。また研究は誰しもが行えるよう、開かれた研究環境を用意すべきと考えます。これは誰かが魔物を使って違法な研究に手を染めないかを相互に監視する意味合いもあります」

「……とのことだが、どうだろうか？」

　再度ゴードンに話を振ると、ゴードンはコクリと頷いた。

「宰相殿の意見もごもっともだと思います」

「よし。それではその方針で進めようと思う。バルト殿はいかがか？」

「……わかりました。せめて、くれぐれもご注意いただきたく」

　バルトも完全に納得したわけではないだろうが、俺たちが一定の配慮を見せたことで矛を収めた。次の意見を求めると、若い男性が手を挙げていた。

「そこの若い男性」

「は、はい！　王立アカデミーのコスノー教授の研究室で研究員をしているトートと申します！　ふ、普段は教授の下で生物由来の素材について研究しております」

　その若い研究員はガチガチに緊張しながらもそう名乗った。

　トート……あっ、どこかで聞いた名前だと思ったら、以前ゴム質素材の代替品開発に関わっていた研究員の一人だ。あの開発秘話は人気放送番組『名も無きネームレス・英雄たちヒーローズ』でも取り上げられていたので憶えていた。

「えっと……僕が……私が、申し上げたいことは……」

　どうやらトートは完全に緊張しているようだった。

　これ以上緊張されたら話もできなそうなので、俺は努めて穏やかな声で尋ねた。

「そう緊張しなくてもいい。どんな意見でも構わないから」

「は、はい。スー……ハー……」

　トートは大きく一つ深呼吸をしてから、口を開いた。

「陛下がラスタニア王国より持ち帰ったリザードマンの死骸なのですが、素材としての利用価値を探るためだと自分の所属している研究室にもサンプルが回ってきたのです。それを調査しているときに、気になったことがありまして……」

「気になったこと？」

「生殖のための器官がなかったのです」

　生殖のための器官……といきなり言われて場が拍子抜けしたような空気が流れたが、やがてその事実を理解するにつれてざわめいた。

　リザードマンは巨大な群れを作ってラスタニア王国を襲った。生殖器官がないならば、あの群れは繁殖によって形成されたものではないということになる。

「それは生殖器がないということか？」

「いえ、排はい泄せつ口としての器官はあります。しかし、生物として肝心な卵らんや精子を作る器官が体内に存在しないのです。なにぶんサンプルが少ないため、群れ全体がそうなのか個体差によるものなのか判断はつきませんが……」

「……あれから結構経たつし、ラスタニア王国はすでに解体を終えてしまってるか。一応、書簡で確認を取ってみよう。このことについてなにか知っている者はいないか？」

　そう尋ねたが会場はざわめきはしたものの、実のある返事はなかった。

　どうやら魔物の生殖器官の有無について断定できる者はいないようだ。

　その理由をトートが説明した。

「無理もないでしょう。魔物の研究は忌避感が強くまた危険なものです。

　冒険者がダンジョン内の魔物を相手にしたとき、無力化させるためには剣で切ったり、矢で射い貫ぬいたり、魔法で攻撃せねばならず、どうしても死体の状態は悪くなります。

　また運良く綺き麗れいな状態で倒せたとしても、持ち帰るためには労力が必要です。

　オーガなどは一頭丸ごと持ち帰るには重いですからね。

　だから綺麗な死体が丸ごと研究室に回ってくることはごく稀まれなのです」

「なるほど……」

　ソーマはこれまで魔物研究が進まなかった理由の一端が見えた気がした。

　宗教的な忌避感以前に、危険すぎて状態の良い死体を確保できなかったのだ。

　軍隊ならばまだしも、十名以下での行動が多いユノのような冒険者たちには魔物を丸ごと持ち帰るなど不可能だろう。その点では、今回状態の良いリザードマンの死体を手に入れられたことは幸運だったと言えるだろう。

　しかし魔物の生殖能力か。魔物が生殖能力を有しているのかについては、これからの研究待ちということになるだろうけど……。

「生殖能力のない個体が混ざっていたのにもかかわらず、あのような巨大な群れを形成できたことが気になるところだ」

「ちょっといいかな、王様」

　すると、そんな不敬ともとられかねないような軽い言葉と共に手が挙がった。

　その手の主はソーマのよく知る人物だった。

「なにか思い当たることがあるのか、ジーニャ」

「うん。おっと……ボクはジーニャ・Ｍマクスウエル・アークスだ。ダンジョン遺物を研究してきたマクスウェル家の末まつ裔えいで、国防軍副総大将ルゥ兄のカワイイお嫁さんだ」

「後半はいらないだろう。なにアピールなんだよ」

「妻として夫のことを宣伝するべきかと思って」

「ルドウィンがこの場にいたら頭を抱えてたと思うぞ」

　俺は頭が痛くなってこめかみを押さえながら言った。

　するとジーニャは「さて本題なんだけど」と話しだした。

「ダンジョン産の魔物に関しても人より多少は知識を有しているつもりだったけど、魔物は部位ごとに分類できるという二人の説明を聴き目から鱗うろこだったよ。そこでだけど……ダンジョン産の魔物には昔話に聞く魔物よりも歪いびつな形体のものが多いと聞くね」

　国王に指名されたにもかかわらず敬語も使わずに滔とう々とうと語るジーニャだったけど、マクスウェル家の奇行は国中に知れ渡っていたため皆あまり気にしなかった。

　それよりも奇才で有名な一族の者がなにを言うのかに興味が向けられていたようだ。

「その歪さはイチハ殿の話を聞くかぎり、異なる生物の組み合わせによるものだったのだろう。そして先ほど話に出た生殖能力を持たない魔物の存在を考えると……どうも魔物というものは自然に発生したものだとは思えないんだ」

　自然に発生したものではない？　それって……。

「まさか造られたものだっていうのか？」

　そう尋ねるとジーニャは「ご明察っ」とパチンと指を鳴らした。

「そう考えたほうが自然だろう。子供というものは親の特徴を持って生まれてくる。ボクとルゥ兄に子供ができたとして、ボクに似たら小柄になるし、ルゥ兄に似たら背が高くなるはずだ。ボクとしては二人くらい欲しいんだけど」

「いや、ジーニャんちの家族計画なんて知らないけど……」

「……新婚だっていうのにトリル嬢がしょっちゅう訪ねてきてね。しかもなかなか帰ってくれなくてベタベタしてくるものだからルゥ兄が拗すねちゃって大変なんだ」

「なんか無性に詳しく話を聞きたくなってきたけど……いまはシンポジウム中だし話を魔物に戻してくれるか？　トリルの件はあとで（これを観ているであろう）保護者がなんとかしてくれると思うし」

　俺がそう言うと聴衆のほうからガタンッと音がした。

　あの一房のドリルヘアーは……トリルだな。観覧席で観ていたところ、驚いて椅子から転げ落ちたようだ。良い機会だから一回きっちりとお説教を受けさせよう。

　ジーニャはやれやれと肩をすくめた。

「了解したよ。……トリル嬢の件はホントにお願いします」

　あのジーニャが敬語を使った!?

　……そんなにまで切実な問題なのだろうか。

　そのトリルという人物は一体なにをやらかしているのだろう。参加者全員が気になってしまったが、ジーニャはケロリとした顔で話を戻した。

「そんな親から子へ、という遺伝が魔物の形状からは感じられないんだ。

　そのトビツチノコを見てもらえばわかるだろう？

　鳥と蛇の合いの子みたいな形状をしているけど、実際の鳥と蛇は交配したりはしないし、そもそもできない。ではなぜその魔物はここに存在しているのだろう。

　親がトビツチノコだったから子もトビツチノコだった？

　それならばその親の親は？　親の親の親は？

　……そうさ、どこかで鳥と蛇が交配する瞬間があったとは考えにくい。

　つまりどんなに遡ってみても、トビツチノコはトビツチノコとして最初から存在していたことになる。ある日突然、トビツチノコという完成形として世に現れたわけだ。

　さながら、誰かに造られたかのようにね」

「造られたって……誰に？」

「さあ。それはボクにもわからないね。制作者は魔王なのか、神様なのか。

　ダンジョン遺物の研究家としてはダンジョンコアを推したいかな。

　独自の生態系が維持されているダンジョンでは魔物の数も維持されているようだし、魔物を生み出す機能のようなものもあるのではないかと考えているよ」

「それはダンジョン産の魔物の場合だよな？　トビツチノコは魔王領から流れてきた魔物の中にいたんだぞ？」

　そう尋ねると、ジーニャは「いやいや」と首を横に振った。

「魔王領産の魔物がダンジョン産でないとは言い切れないだろう。もしかしたら大陸北部に開いた魔界への入り口とやらが、巨大なダンジョンへの入り口だったりしてね。まあ確証はないから全部想像でしかないのだけど」

「なるほど……魔物が造られた存在だとしたら、そういうことも考えられるか」

　納得させられた俺は唸うなった。さすが超科オーバー・サイ学者エンテイストなだけはある。

　そんな俺たちのやりとりに聴衆は固唾を吞のんで聴き入っていた。

　魔物とは造られた存在であり、それはダンジョン産の魔物だけでなく魔王領から流れてくる魔物も同じではないかという可能性を提示されたからだ。

「博士。彼女の意見を貴方あなたはどうお考えですか？」

「傾聴に値するものだと思います。ですが私の考えでは……」

「魔物が製造されたものだとして、次に疑問になってくるのは……」

　学者たちはすでに近くにいる者と、そのことについての議論を始めていた。

（魔物の歪さは……造られたものであるから……か）

　会場が魔物の話で盛り上がる中で、俺は一人べつのことを考えていた。

（だけど、べつの生物の特色を持っているというのは、魔物に限ったことじゃない。野生生物のライノサウルスだって、俺には『サイ』と『恐竜』ないしは『オオトカゲ』の特徴を持っているように見える。飛竜ワイバーンなどもそうだ。そして……）

　俺は集まっている多種多様な種族の聴衆を見つめた。

（人の身体からだに獣の特徴を持っている獣人族や、半竜人ドラゴニユート、蛟こう龍りゆう族ぞくなどにも同じことが言えるんじゃないだろうか。そもそも前の世界での常識に照らせば、このような多種多様な種族が存在することなどありえないはずなんだ）

　文系だった俺でもザックリとした人類の進化の系譜くらいは知っている。

　海の中に生まれたピカイアが魚になり、魚が両生類になって陸に上がり、両生類の中から爬は虫ちゆう類るいが生まれて陸に適応し、爬虫類が大型化していく中で生まれた小型の哺乳類が最終的に大絶滅を生き延び、猿になって、やがて人になったという。

　それではこの世界の獣人族などはどうだろう？

　獅し子しの獣人族、猿の獣人族、兎うさぎの獣人族と様々な獣人族がいるが、それぞれのもとになった生物から進化したのだろうか？

　……いや、それは考えにくいだろう。

　チンパンジーがいかに知能が高かったとしても、人類化するのは現生人類が滅んだあとだと聞いたことがある。それこそ某映画のようにウイルスや遺伝子操作などの外的要因がないかぎり、同じ時代に異なる人類が存在することなどありえないはずだ。

（そういえば……ティアマト殿は俺を『懐かしき匂いの者』と言っていたっけ）

　そして匂わせていた前にいた世界とこの世界との連続性を考えると……もしかしたらこの世界の多種多様な種族は人類とはべつに進化してきたのではなく、人類の進化の延長線上に生まれたのではないだろうか。

　それこそ、まるで誰かに〝造られた〟かのように。

　そこまで考えが至ったとき、背筋がゾクッとした。

　宇宙の始まりや終わりを考えるような、いわゆる根源的な恐怖を感じたのだ。

（ス―――………ハァ―――……）

　俺は目を閉じ大きく息を吸いこみ、肺が空っぽになるまで吐き出した。

　ざわついた心を落ち着けるために。

　平静さが戻ったことを実感したあとで、俺は目を開いた。

（この考えは……とてもじゃないがこの場では口には出せないな。一種族を特別視しているような国がこのことを聞けば、多種族の弾圧に利用するかもしれない。獣人族などは魔物と同じルーツを持つ者だ、とか唱えて）

　ハイエルフ至上主義を掲げるガーラン精霊王国や、自分たちは月から来た人間の子孫であるとしているルナリア正教皇国は嬉き々きとして自種族の優位性を誇張するだろう。

　それはどうしても避けたいところだ。

（もっとハッキリとしたことがわかるまでは秘密にしよう。でも、ごく限られた者たちには相談しておきたいところだ。いつか明るみに出る日に備えて……）

　あとでハクヤやジーニャたちには相談しよう。

　俺は胸の内でそう思いながら、いまだ喧けん噪そうが収まらない会場に向かって言った。

「まだまだ時間はあるぞ。他に意見のある者は？」

　先ほどよりもはるかに多い手が勢いよく挙げられた。




　◇　◇　◇




　―――シンポジウム終了後




　熱い意見交換が行われた講堂では椅子が端に片付けられて、代わりに持ち込まれた何卓もの大きなテーブルの上には大皿料理が所狭しと並べられていた。

　シンポジウム終了後の打ち上げが始まったのだ。

　料理はビュッフェ形式で、誰もが好きなものを飲み食いしながら好きなように語り合えるようになっている。

　ちなみに料理はポンチョが指揮する料理チームに、会場での給仕はセリィナの配下の侍従メイド部隊にお願いしている。セリィナ本人は妊娠中のためここにはいないが、代わりに彼女の部下たちがポンチョを助けていた。

　そして全員に飲み物が行き渡ったところで壇上に立っていた俺は、葡ぶ萄どう酒しゆのボトルと大きめのグラスを手に持ちながらハクヤを呼び出した。

「……なんでしょうか、陛下」

「ほい、これを持って」

　俺は訝いぶかしそうな顔をして近寄ってきたハクヤに大きめのグラスを押し付けると、そのグラスにボトルから中身をトクトクと注ぎながら皆に聞こえるような声で言った。

「今日のシンポジウムの主役であるイチハ殿はまだ子供だ。代わりにもう一人の主役であるハクヤに乾杯の音頭をとってもらいたい」

「……注ぎすぎではないですか？　ボトルが半分ほど空になってますよね？」

「このほうが盛り上がるだろ？　ささ、乾杯のあとにグーッといっちゃってくれ」

「まったく……貴方というお人は……」

　ハクヤは呆あきれたように言いながらも、会場のほうを向いてグラスを掲げた。

「本日、新たな一歩を踏み出した魔物研究と、それを牽けん引いんすべくこの国に現れた次代を担うべき若き才知に、乾杯！」




「「「　乾杯!!　」」」




　ハクヤの号令を受けて皆も笑顔でグラスを掲げた。

　ハクヤは意を決したように乾杯終了と同時にグラスの中になみなみと注がれたものをグーッと飲み干した。そのハクヤの飲みっぷりに会場からは歓声が上がった。

「さあ、ここからは無礼講だ。大いに飲み食いしながら語らってくれ」

　俺がそう言うと皆料理のほうへと群がっていった。

　さすが食神様監修の料理だけあってすごい人気だな。一方、一息で飲むにはきつい量を一気に飲み干したハクヤは、口元を拭うと非難するような目で睨にらんできた。

「……美お味いしいジュースでした」

「それは良かった。お酒はあんまり飲めないって聞いてたからな」

　ハクヤのグラスになみなみと注いだのはお酒ではなく葡萄ジュースだった。

　これならばワイングラス一杯で酔ってしまうハクヤに一気飲みさせても大丈夫だろう。本日の主役を早々に酔い潰すわけにもいかないからな。

　アルコールハラスメントなんてしませんよ、俺は。

「だったら最初から言っておいてほしかったです」

「下戸なハクヤが覚悟を決めて飲んだからこそ、会場が沸いたんじゃないか」

「……たしか本日は無礼講なのでしたね」

　するとハクヤはどこからか取り出したハリセンで俺の頭をスパンッと叩たたいた。

「あたっ！って、それどっから出したんだ!?」

「失礼。酔ってしまったもので」

「葡萄ジュースで酔えるかい！」

　そんな主従の漫才のようなやりとりを見て会場の皆も笑っていた。

　まあ、ウケがとれたようだから良しとしよう。

　そうして始まった宴うたげでは予想通り、イチハとハクヤの周りに人の輪ができていた。この場に集まっているのは魔物研究に熱心な者たちばかりだ。矢継ぎ早に二人に質問を浴びせるものだから、二人は折角の料理を堪能する余裕もないだろう。

　二人の繫つなぎ役的な立ち位置になっている魔物研究会の会長さんも大忙しだ。

　そうして宴が盛り上がってきたころ、

「ソーマ」

「ああ。わかってる」

　俺はリーシアを連れてその場をそっと抜け出した。







　俺とリーシアはこっそりと舞台裏にある控え室へと移動すると、そこに用意してあった簡易受信機に映っていた人物に話し掛けた。

「すみません。お待たせしました」

『いえ、大変興味深いお話を聴かせていただきました』

　画面の向こうで和やかな笑顔を浮かべているのは帝国の女皇マリアだった。その隣には彼女の妹であるジャンヌも申し訳なさそうな顔をして立っている。

　二人もずっとシンポジウムの様子を見ていたのだ。

『それと……トリルの件は本当に申し訳ありませんでした』

　妹のトリルがルドウィンとジーニャの新婚生活の邪魔になっていると聞き、マリアとジャンヌは恐縮しきりだった。特にジャンヌは漫画なら額に青筋マークが付いているだろうなぁと思うほど、迫力のある笑顔だった。

『トリルに対しては私どもからもキツく言っておきます』

『言って聞くような子でもないのですけどね……』

　穏やかな笑顔がデフォのマリアさえも溜ため息いきを吐つきながら同意していた。

　帝国の三番姫はトラブルメーカーとして評判だと駐帝国大使のピルトリーから報告を受けていたけど、どうやら想像以上のようだ。

　するとジャンヌは憤慨したように腰に手を当てながら言った。

『今度なにかやらかしたら強制退去処分にしていただいて結構です。もしごねるようなら私が王国まで行って、首根っこをふん捕まえて帰らせます』

「……できれば共同研究が終わってからにしてください」

　まあジーニャ大好きなトリルのことだから、強制退去をチラつかせれば少しは大人しくなることだろう。ジーニャと引き裂かれたくはないだろうし。あ、マリアとジャンヌに強制退去に同意するサインをもらっておくのもいいかも。

　そんなことを考えているとリーシアが袖を引っ張った。

「ソーマ、話がずれてるわよ」

「ああ、そうだった。それで魔物研究についてなのですが……」

　話を戻すと、マリアも真面目な顔でコクリと頷うなずいた。

『そうですね。我が国でも王国と同じやり方で研究したいと思います。つきましては『魔物事典』を何冊か送っていただきたいです』

「わかりました。代わりにそちらが発見した魔物の情報を送ってください。うちとは違って魔王領に接している分、サンプルも多く手に入るでしょうから」

『いいでしょう。ですが……王国にはまだなにか隠し球があるんじゃないですか？』

　マリアは和やかだけどこちらの心中を探るような目でそう尋ねた。

　トモエちゃんの能力で魔族と会話したことについてはまだ漏れていないけど、こちらにはまだ帝国に提示していない隠し球があるのだろうと察しているようだ。

　本当に……賢い女性だ。俺はとぼけたように肩をすくめた。

「黙秘いたします」

『ふふっ、そうですか』

　それから二言三言世間話的なやりとりをしてから、表面上は和やかにマリアたちとの通信を終えた。ジャンヌはハクヤと話せないことが少し残念だと言っていたけど、当のハクヤは人に囲まれてそんなことを考える余裕もないだろう。

「今日はハクヤが表舞台に立って、俺が裏方か。いつもとは逆だな」

「たまにはいいんじゃないの？　ハクヤの苦労もわかって」

　リーシアが俺の腕に自分の腕を絡ませながら言った。

「そうだな。表舞台に立つのとは違うしんどさがある」

「ふふ、いまごろ向こうは逆のことを思ってるんじゃない？」

　あはは、そうかもしれない。

　リーシアと腕を組みながらロロアやトモエちゃんのところに戻ると、ロロアが

「ちょっ、なに二人だけでラブラブしとんねん！」

　ロロアが怒りながら反対側の腕に抱きついてきた。両手に花状態だけど、これだと俺も飲み食いできないな。そう言うとロロアはニヒヒと笑った。

「そんならうちらが食わしたるわ。はいダーリン、あ～ん♪」

「ふふっ、そうね。はい、あ～ん♪」

　二人にフォークに刺さった食べ物を突きつけられて、俺は冷や汗を流した。

「あの二人とも、衆人環視の中だってこと忘れてない？」

「大丈夫やって。ほとんどハクヤとイチハくんしか見とらんし」

「本当に、二人ともすごい人気よね」

　二人の視線の先を見れば相変わらずイチハくんとハクヤが研究者たちに囲まれていた、というか、なんかさっき見たときよりも人数が増えているような気がする。

　それだけイチハくんとハクヤの話が聞きたい人が多いのだろう。

　この光景を見れば誰も、イチハくんのことを『余り物』だとは思うまい。

「失敗は成長に、成功は自信に繫がる。今回、結果を残せたことはイチハくんにとっても大きな自信になるだろう。……もうそろそろ本格的に取り込みにかかるか」

「取り込み、ですか？」

　首を傾かしげたトモエちゃんに、俺は頷いた。

「いまのイチハくんの立場は『チマ公国からの客人』あるいは『預かり物』だ。いずれはチマ公国に帰すことになると周囲が思っているからこそ、これまでうちの機密事項には触れさせないようにしてきたんだ。たとえば、トモエちゃんの秘密とかね」

「わ、私の？　あっ、あのことですか」

　トモエちゃんが納得したようにポンと手を打った。

　トモエちゃんが魔族と会話したことがあることは最重要機密事項だ。

　扱いを間違えれば各国から糾弾されかねない情報であるため、この事実はこの国でもごくごく一部にしか知らされていない。

「イチハくんが魔物や魔族の研究をする上で、この事実は避けては通れないだろう。この事実を知ることによって新たな見地を開くかもしれないしな。だけど、知ってしまったらもうチマ公国に帰すことはできない。もちろん俺やハクヤなどは、イチハくんにはこのままこの国に仕えて永住して欲しいと思ってる」

「……私もです」

　トモエちゃんがイチハくんのほうを見つめながらそう言った。

　ユリガもだけど、すっかり仲良しさんだしな。

「だから、近いうちにイチハくんには秘密を打ち明けようと思う。そのときはトモエちゃんにも同席してもらうから、この国に仕えるよう説得を手伝ってほしい」

「はい。もちろんです、義あ兄に様さま」

　トモエちゃんは意気込むようにグッと両手を握った。

　その仕草が可愛かわいらしくて、俺は彼女の頭を軽くポンポンと叩いた。

「まあ話をするかぎり問題ないと思う。それに、あの調子なら大丈夫じゃないか？　イチハくんの有能さはこれで知れ渡るだろうし、将来有望だと思えば貴族たちが放っておかないだろう。いま囲んでいるのは研究者たちだけど、いずれは『娘を婚約者に』とか言ってくる貴族たちに囲まれることになるん……イタッ」

　いきなり脇腹にリーシアから肘鉄砲を食らった。

「な、なにすんだよ」

　涙目になりながらリーシアを見ると、リーシアはアゴでトモエちゃんのほうを見ろと促した。なんなんだと思ってトモエちゃんのほうに視線を送ると、

「………。」

　トモエちゃんは「むう……」とふて腐れたような顔をしていた。

　その顔で研究者たちの輪の中にいるイチハくんのことを見つめている。

　もとが可愛いトモエちゃんなのでふて腐れたといっても、ちょっとご機嫌斜めかなぐらいな感じなんだけど……この反応は……。

（「ど、どう思う？」）

　思わず小声でリーシアとロロアに尋ねると、二人は苦笑しながら首を振った。

（「まだわからないわ。でも、女の子の成長って早いわよ？」）

（「そやね。シア姉の義妹やし、いざ腹が決まったら一いち途ずやと思うわ」）

　そういう二人はなんとなく楽しそうだった。

（「う～ん……そうなったら確実に王国に永住してくれるだろうけど」）

　だけど仮にそうなったとして、もう一方の当事者であるイチハくんは一体何人のお眼鏡に適かなわなければならないのだろうか。
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　実母、義ち父ち上うえ、義は母は上うえ、ハクヤ、イヌガミ、そして俺と嫁さんたち……。

　トモエちゃんを娘や妹のように可愛がっている存在は片手じゃ収まりきらない。

　しかも王国で高い地位にある者も多いときている。

　もっとも、その誰もがトモエちゃんの幸せを願っているわけだし、トモエちゃんが心からそう願えば邪魔はしないだろうけど……いまの時点で心配するのも不毛か。

（……まあ、なるようになるだろう）

　俺はこの件については考えることを放棄した。
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　―――大陸暦一五四八年八月二日




　魔物学シンポジウムからしばらく後。

「来たぞ！　数は八」

「よし、下がれユノ！　オーガス、俺たちで前に出る」

「おうともよ！」

　索敵していたシーフのユノとすれ違うようにして、戦士のディスと格闘家のオーガスが狭い通路を塞ぐように前に出ると、ブーンという無数の羽音が迫ってきた。

　ユノたちがいるここはフリードニア王国内に存在するダンジョンの一つだ。

　すでに探索はされ尽くしており、あとは最奥にあるコアを機能停止させるだけで、このダンジョンはただの迷路状の洞窟へと変えることができる。

　しかし、ここから採集される魔物素材には貴重な物もあり、このダンジョンのある領地はその買い取りで潤っている村や町も多いことから、コアを機能停止はさせず冒険者たちに開放し、定期的に魔物を駆除しつつ魔物素材を集めてもらっていた。

　どこかに隠し部屋でも無いかぎり（それも探索され尽くしているだろうが）、持ち帰れば一財産築けるようなダンジョン遺物はコアを除けばもうないだろうが、道も調べ尽くされているので安心して魔物の素材を集めることができる。

　ダンジョンの中では比較的難易度の低いものと考えて貰もらえばいい。

　ユノたち冒険者ＰＴパーテイは今日はここで素材集めの依頼を受けていた。

「フェブラル、あの魔物はなんだ？」

「『蟹鋏』の付いた『巨大トンボ』……鋏蜻蛉シザー・メガネウラでしょうね」

　迫る虫の魔物を見た神官のフェブラルは目を輝かせながら言った。

　冒険者はダンジョンなどで魔物と接する機会が多いので、ソーマは王国内の冒険者ギルドに対しては『魔物事典』を配布し、知識の公布に努めている。ただし『魔物事典』はまだ高額であるため、ギルドでは持ち出し厳禁（罰則あり）の閉架図書扱いになっていた。

　学者肌でこだわり性のフェブラルは、オフの日はギルドに籠もって『魔物事典』を読みふけり知識を吸収していた……というよりも、若干魔物マニアのようになっていた。

　絵付きで上う手まくまとめられていて、ただ読んでいるだけでも楽しい『魔物事典』がフェブラルの琴線に触れたらしい。もっともハクヤもイチハも趣味全開でまとめ、完成した物をソーマも興味深く読んでいたことから、文科系男子は図鑑こういうのが好きなのだろう。

　このことについてユノは、

『冒険者の役職は名ばかりとはいえ、神官が魔物に興味津々でいいのか？』

　と、呆あきれ混じりに言ったが、当人はまったく気にしていないようだった。

　そんな魔物マニアのフェブラルは、迫る魔物を『鋏蜻蛉シザー・メガネウラ』であると断定した。体のほとんどは巨大なトンボの物だったが、腕（前肢）の部分が甲殻類の鋏はさみになっている。

　鋏蜻蛉シザー・メガネウラは飛来すると同時に、その鋭利な鋏でディスとオーガスを襲った。

「くっ、ちょこまかと！」

「こなくそっ、落ちろカニトンボ！」

「カニトンボではなく鋏蜻蛉シザー・メガネウラです」

　フェブラルの訂正は無視して、さながら飛刀のような攻撃をディスは剣で、オーガスはガントレットでいなした。一撃一撃が重いのか、鉄製武器に鋏がガンッガンッとぶつかる度に火花が散っている。

　ディスとオーガスが防戦一方なのには理由があった。

「で、価値がある部分はどこなんだ!?」

「もったいぶってないで教えろ、フェブラル！」

　二人が尋ねると、フェブラルのエア眼鏡（架けてない）がキランと光った。

「あの蟹鋏は高級食材として取引されています。見たところ毒性の部位はないようですし、ギルドが高く買い取ってくれることでしょう。それと複眼も医療器具の部品として利用価値があるので良い値がついたはずです」

「鋏と眼めだな。了解っ！」

「狙うは本体部分ってことだな！」

　オーガスとディスが鋏の攻撃をくぐり抜けつつ、剣と拳を鋏蜻蛉シザー・メガネウラの胸部に叩たたき付けた。トンボ部分の装甲は脆もろいのか、二人の攻撃にグチャッと潰れた。本体から切り離された薄い羽が木の葉のようにヒラヒラと舞い落ちていく。

「それじゃあ、あたしも！」

　二人の間を抜けてきた鋏蜻蛉シザー・メガネウラに向かって、ユノは短刀を投げつけた。

　短刀は鋏蜻蛉シザー・メガネウラの単眼がある位置に突き刺さり、鋏蜻蛉シザー・メガネウラは仰あお向むけに落下した。

「……ふぅ。複眼は無事みたいだな」

　死骸を確認したユノがホッと胸をなで下ろした。

　すると後方で炎の魔法を準備していた魔導士ジュリアがフェブラルに尋ねた。

「私は魔法を撃たなくていいのかしら？」

「蟹鋏は燻くん製せいにすると保存が利くため生のほうが利用価値が高く、火を通してしまうと価値が半減します。ジュリアさんは前衛が対処できなくなったときに一気に焼き払えるよう、準備しておいてください」

「はいはーい」

　おっとり美人のジュリアは微笑ほほえみながら空気中に大きな炎を出したが、前衛二人とユノだけで対処できたため、その魔法が放たれることはなかった。

　結果として見れば、大量の蟹鋏とトンボの複眼を手に入れられたユノたちは、久方ぶりに大きな儲もうけを手にしたのだった。




　◇　◇　◇




　―――数日後。王都パルナム。




　ディスたちと王都へと帰還した日の夜。

「……ってなことがあってさ。ウハウハだったぜ」

　いつものように王城へとお茶をしにやってきたユノは上機嫌でそう語った。

　ユノとのお茶会は俺にとっては市井の声を直接聞ける貴重な場であるし、なにより仲間とお茶しながら駄だ弁べるのは楽しいので歓迎している。

　ユノは焼き菓子を口に放り込むとカラカラと笑った。

「ホント、『魔物事典』様々だわ。他の冒険者たちも、アレのおかげで部位を無駄にしなくて済むようになって、稼ぎが良くなったって言ってるし」

「それは良かった」

　人々の暮らしに良い影響を与えられているようで俺も満足した。

「ふふっ、配備した甲か斐いがあったようやね」

「商人街のおばちゃんたちも、珍しい食材が出回るようになったって喜んでたわ」

　ロロアとナデンもそう言った。今日はこの四人でのお茶会だ。

「良い効果が出ているようでなによりだ。イチハくんの名声も順調に高まっているみたいだし言うことなしだ」

「あー……そういや著者のイチハ・チマも王城にいるんだっけか」

　ユノはなにやら思うところがありそうに頰をポリポリと搔かいた。

「ん？　会いたいのか？　今度お茶会に呼んでもいいけど……」

「いや、そういうわけじゃないんだ」

　ユノは苦笑交じりに言うと、頰ほお杖づえを突きながら指でカップの縁を撫なでた。

「イチハ・チマに会ったなんて知れたら、フェブラルが涙を流して悔しがるだろうなぁって思ってさ。アイツ、『魔物事典』を初めて読んだとき、

『いますぐ冒険者をやめてイチハ殿に弟子入りしたい！』

　……とかのたまってたし。ＰＴパーテイ全員で思いとどまらせたけど」

「……困ったことに割といるんだよなぁ。そういうヤツ」

　しかもイチハの名声が高まるにつれて着実に増えてきていた。

　イチハは将来有望で学業も優秀。加えてあと五年もすれば文学美少年になること請け合いのあの容姿だ。縁を結びたいと思う者は身分に関係なくあとを絶たない。

　昼間は学園が、プライベートは王城がしっかりガードしていないと、たちどころに人に囲まれてしまうだろう。将来的にはあのポンチョのお見合い話ラッシュのような状況が繰り返されること請け合いだ。アニメや漫画の主人公体質とでも言うべきか。

（そういう意味では早めに婚約者を決めてしまうのもアリなんだよな）

　彼を我が国に取り込むことはほぼ決定している。

　あのような逸材を他国に渡してしまっては我が国の損失だ。……まあ東方諸国連合にはその損失を与えたことになるんだけど。絶対に他よ所その国に渡すわけにはいかない。

（婚約者候補筆頭はやっぱりトモエちゃんかな……でもなぁ）

　イチハくんは今年で十一歳だし、トモエちゃんは今年で十二歳だ。かつていた世界で言えば二人ともまだ小学生なわけで、子供の時分にしか築けない関係もあるだろう。

　端から見ていても仲が良いのはわかるけれども、トモエちゃん、イチハくん、ユリガ、それにヴェルザやルーシーだっけ？　子供たちの関係を見ていると、外から変な圧力をかけてその関係を変化させてしまうのは躊躇ためらわれる。どうしたものか……。

「静観で良いと思うわよ」

　ハッとして顔を上げると、ナデンがふぅと肩をすくめた。

「ソーマったら顔に出すぎ。なに考えてるかわかっちゃうわ」

「えっ、そうか？」

　俺がペタペタと自分の顔を触っていると、ロロアがクククと笑った。

「うちらお嫁さんやしな。ダーリンの考えそうなことくらいお見通しやわ」

「へぇ～、なんというか、嫁ってすごいなぁ」

　ユノまで感心したように言った。……なんか恥ずかしい。

「あたしもムサシ坊やの旦那ならなに言ってるのかわかるんだけど」

「いやいやそっちのほうが特殊技能やろ。なんで人形の言葉がわかんねん」

「ジュリアは『愛の力』とか言ってたけど」

「愛って……なんやこの子、侮れんのとちゃう？」

　訝いぶかしげな顔をするロロアだったけど、ユノはキョトンとしていた。

「まぁともかく、王様にはこんなに儲けさせてもらってるんだ。なにかあたしに協力できることがあったらなんでも言ってくれ」

「「　いま『なんでも』って言ったか／言うた？　」」

　俺とロロアの眼がキラーンッと光った。

「えっ、あ、まぁ……あたしにできることなら」

　俺たちの剣幕に怯ひるみながらもユノは言った。よし、言質は取った。

「実はちょうど頼みたい仕事があってな」

「そうそう。ちょうどユノりんみたいなボーイッシュな子が欲しかってん」

「えっ、いや、えっ？」

　悪魔の笑みを浮かべる俺たちに、ユノは思わず自分の身体からだを抱きしめた。

　そんな俺たちの様子を見てナデンは呆れたように溜ため息いきを吐ついた。

「もう……ちゃんと説明してあげなさいよ」




　◇　◇　◇




　―――話は魔物学シンポジウムの翌日に遡る。




　この日、俺は王城の一室にリーシア、ロロア、ハクヤ、超科オーバー・サイ学者エンテイストのジーニャを呼び出した。目的はシンポジウムのときに俺が抱いた疑問について話し合うためだ。

　本当はここにイチハくんも加わってほしかったのだけど、まだ取り込みが完了していないので今回は参加要請を見送ることにした。

〈この世界には人間に様々な生き物の特徴を与えたような種族が存在する〉

〈これは様々な生物の部位によって構成されている魔物と同じではないか〉

〈もしも魔物が造られたものであるというのならば、様々な生物の特徴を併せ持っているこの世界の人類もまた、造られた存在なのではないか？〉

　これらの疑問は一歩間違えば社会を揺るがしかねず、一人で抱えるには重すぎる。

「今日皆に集まってもらったのは、この前のシンポジウムの中で俺が考えていたことを聞いてもらうためだ。これを聞いた上で率直な意見が欲しい」

　そう前置きをしてから、俺は皆に前述のことを語って聞かせた。

　話を聞いた後の皆の反応はというと、リーシアとハクヤは困ったように頭を抱えていて、ロロアとジーニャは興味津々に聞いていた。反応が両極端だ。

　するとリーシアが「はあ～」と大きな溜息を吐いた。

「ソーマの発想ってどうしてこう突飛なのかしらね」

「まったくです。良くも悪くもこの世界を根底から揺るがしかねないような発想がポンポン出てくるのですから、仕える我々は気が抜けませんよ」

　ハクヤも同意だとばかりに頷うなずいていた。……そこまで言う？

「べつにわざと突飛なことばかり言ってるわけじゃないんだけど……」

「当たり前でしょ。わざとだとしたらたちが悪すぎるわ」

「そう？　うちは面白い話やなと思ったけど」

　ロロアはそう言うと愉快そうに笑った。

「魔物が造られたものであるように、うちら人類もまた……なぁ。みんながみんな造られた種族なら、ガーラン精霊王国のような選民思想とか馬鹿らしく思えるわ」

「逆に、この発想が新たな選民思想を生むかもしれないけどね」

　ジーニャがアゴに手をやりながらニヤリと笑った。

「王様の話を聞くかぎり、王様のいた世界の人間族と僕らのような人間族の間には隔絶がありそうだけど、同一視すれば人間族優位の思想に簡単に結びつく。そのときはそうだね……王様とお妃きさき様の間に生まれた子供も同一である証左とされるだろうね。子供が生まれたのだから同一の存在なのだ、とか主張されて」

「ちょっとやめてよ……」

　リーシアが心底嫌そうな顔をした。当然だろう。シアンとカズハを勝手な主義主張の道具として使わないでもらいたい……というか、使わせてたまるか。

　険しくなった俺たちの顔を見てジーニャは肩をすくめた。

「人間族だけじゃない。メルメルの故郷のガーラン精霊王国にしても『造られた種族だとしても、美しく造られた私たちはやはり特別な存在なのです』とか言いそうだし」

「あー、いかにも言いそうやわ」

「ボクにはそんな詭き弁べんも含めて興味深く思えるけどね」

　ジーニャは他ひ人と事ごとのように笑った。こっちは全然笑えないって。

「ところで王様、ボクがシンポジウムで言ったことを憶おぼえているかい？」

「ん？　どれの話のことだ」

「魔物を誰が制作したのかって話をしたときさ。ボクは『ダンジョン遺物の研究家としてはダンジョンコアを推したい』と言ったはずだよ」

「そういえば……そんなこと言ってたな」

『独自の生態系が維持されているダンジョンでは魔物の数も維持されているようだし、魔物を生み出す機能のようなものもあるのではないかと考えているよ』

　そんな『魔物ダンジョン起源説』みたいなことを言っていたっけ。すると、

「っ!?　ジーニャ殿。まさか……」

　ハクヤが驚きの声を上げた。なんだ？

「フフフ。宰相さんは気付いたみたいだね。ねぇ王様。魔物も人類も同じように造られたのならば、ボクら人類はどこから来て、誰が制作したのだと思う？」

　挑戦的に笑うジーニャ。俺はようやく彼女の言わんとしていることがわかった。

「この世界の人類はダンジョンによって生み出された……」

「確証はないよ。でも王様の発想が正しいのだとしたら、そう予想できるよね」

　なんてこったい……。俺は頭を抱えた。

　俺のいた世界では、生命は海から生まれて進化していった。

　だから海は『母なる海』とか『生命の揺り籠』とか呼ばれていた。

　しかし、この世界の生き物にとって『母』であり『揺り籠』にあたるのはダンジョンだと言うのだろうか。ただでさえ人為的・作為的な匂いがするダンジョンだ。

　そんなダンジョンがかつて人類や動物などを生み出していた。

　そしていまは魔物の生息地となっている。

　この現状に、俺の頭の中に漢字三文字の言葉が浮かんだ。

『不具合』

　メンテナンスを怠っていた機械が予想もしていなかった挙動を起こし、大事故に発展するように、ダンジョンも生物を生み出す機能に不具合を起こし、魔物のような歪いびつな生命体を生み出すようになったのではないか。それがジーニャの予想だった。

「……煮詰めるのが怖いな。この予想は」

「本当よ！……吐き気がしてきたわ」

　少し顔色を悪くしながらリーシアも言った。

　俺も似たような顔をしているだろう。生命の起源や未来を突き詰めて考えることは、生と死に繫つながる根源的な恐怖があるからな。考えすぎると夜眠れなくなるやつだ。

「それでも……頭の片隅には置いておいたほうがいい気がする。……人類側には含まれない知能を持った生命体『魔族』のこともあるしな」

「あー、なるほど。人類がダンジョンから生み出されたっちゅうなら、魔族もまたダンジョンによって生み出されたものかもしれへんね」

　ロロアが納得いったとばかりにポンと手を叩たたいた。ロロアの言うとおり、話を聞くかぎり人類と魔族の身体的な特徴は異なっているようだ（俺の認識では獣人族などと大差ないように感じる）けど、起源を辿たどれば同じところに行き着くのかもしれない。

　だけどこの情報も出し方を間違えると社会を混乱させるだけだろう。

　こうしてみると、この世界はまるで地雷原のようだ。

　踏んだら大爆発する地雷がそこかしこに埋まっていて危なっかしい。しかも解決策が一つ一つ解除していくしかないときた。時間を掛けて取り組むより他にない。

「時間が必要なら、着手は早いほうがいいか」

「ソーマ？」

　訝しげな顔をするリーシアに俺は言った。

「フウガが魔王領へと活動領域を広げている現状、人類はそう遠くない未来に再び魔族と対たい峙じするときが来るだろう。そのとき、人類側にどれだけ魔族に対する理解が深まっているかで、採れる対応手段が変わってくる。再び全面戦争になる危険性を少しでも減らしたいなら、いまから少しずつでも準備をするべきだ」

　俺の言葉に皆一様に頷いた。

「具体的にはどうするの？」

　リーシアに尋ねられて、俺はニヤリと笑った。

「やり方としてはヴァンを占領していたとき、領民の心を宥なだめたときと同じだ。こういうときはソフトパワー……文化面の力が物を言うんだ」

「ニャハハ♪　それってつまり」

　ロロアに期待するような目で見られて、俺は頷いた。

「ああ。今回はロロア好みのやり方でいこう」




　◇　◇　◇




　―――大陸暦一五四八年八月十一日




　夏真っ盛りのこの日。

　ユノは羞恥で顔を真っ赤にしながら城下の商店通りにいた。

「あたしに協力できることがあったらなんでも……って言ったけどさぁ」

　いまユノたち冒険者五人組はこの場所で依頼実行の真っ最中だった。

　依頼内容は『今度行われる催し物の宣伝』で、あの深夜のお茶会のときにユノがソーマから直接依頼されたものだった。もちろん仲間たちにそのことを話すわけにもいかなかったので、王城からギルドに依頼を出してユノたちを指名する形をとってはいた。

「王城からのお知らせでーす。見てってくださーい」

「五日後に開催される催し物についてだ。詳しくはこれを見てくれ」

　戦士ディスはプラカードを掲げながら、格闘家のオーガスは身体からだの前後に広告板を括くくり付けてサンドイッチマン状態になりながら、道行く人々に呼びかけていた。

　いつもと違っているのは二人が道化師ピエロの格好をしていることだった。顔にまで道化師風のペイントがされているのだが、ホラー映画が苦手な人や、ピエロ恐怖症の人は長くは直視できない程度に、ほんの少し不気味めに描かれている。

　そんな二人の横ではフェブラルが渋い顔をしていた。

「一応、神官を名乗っているボクがこんな格好をしていいのでしょうか？」

「仕方ないわよ。ディスもオーガスも筋肉質でその衣装が似合わなかったんだもの」

　おっとり美人のジュリアがそんなフェブラルを宥めていた。

　二人の格好は吸血鬼（男）ヴアンパイアと吸血鬼（女）ヴアンピールだった。

　フェブラルは白マントをなびかせた白タキシード姿（真夏に黒だと暑さで危険だという判断から）で、口には尖とがった犬歯を付けていた。もともとインドア派で文学青年的な見た目であるフェブラルは、一見すれば病的にも見えるヴァンパイアの格好がよく似合っていて、街の奥様方の視線を集めていた。

「いくら白と言っても結構暑いんですけどね……」

「あら、私の格好は黒いけど風通しはいいわよ？」

　そう言ったジュリアはといえば、バニーガールのウサ耳ナシのような格好に、背中には蝙蝠こうもりの翼を模した飾りを付けて、お尻からは矢印のような尻尾を生やしていた。

　ジュリアのスタイルの良さもあり、その姿はまさに『セクシー・ヴァンピール』。

　街のおじ様方とディスとオーガスの視線を釘くぎ付づけにしていたのだが、当の本人はおっとりとした性格もあって向けられる視線を気にしてはいないようだった。

　そんな仲間たちの中で、ユノの格好はというと……。

「だからって、この格好はないだろ！」

　身につけているのは虎柄のビキニのみで、頭には小さな鬼の角が乗っていた。それはまさに、かつてソーマがいた国で最も有名な鬼娘の格好だった。

　もし仮に、ジュリアのような出るとこ出ている体型の女性が同じ格好をしていたら、完全にエロスの花を咲かせていたことだろう。

　しかし、スレンダーで童顔のユノの場合はエロスよりも可愛かわいらしさのほうが先に出ていたため、ユノ自身が思っているほど周囲は扇情的な格好だとは思っていなかった。
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　もっとも着ている本人からすればやはり恥ずかしいのだろうが。

　すると、そんなユノのむき出しの背中を、ズングリムックリとしたものがポンポンと叩いた。ソーマの操る着ぐるみの冒険者ことムサシ坊や君だ。

　今日のムサシ坊や君はいつもの僧兵風ではなく、包帯がグルグル巻きにされたミイラ男風の格好をしていた。ただズングリムックリな体型のせいで、ミイラというよりは巨大な蛾がが作った繭のようにしか見えなかったが。

　そんなミイラムサシ坊や君にユノは文句を言った。

「王さ……じゃなかった旦那！　やっぱりこの格好はないって！」

『でも、いつもの格好と露出度的には変わらないんじゃ？』

　小首を傾かしげたムサシ坊や君を見て、ユノはそう言われた気がした。ユノは頭の上に怒りマークを浮かべながらムサシ坊や君をグラグラと揺すった。

「全然違う！　ガントレットとか、スカーフとかないし！」

『やーめーてー』（と手足をバタバタ）

「大体、こういう格好をしてほしかったら嫁さんたちに言えってんだ」

『………。』

　ユノの言葉にムサシ坊や君は露骨に顔を背けた。

「……まさか、やってもらったことがあるのか？」

『………』（口笛を吹くフリ）

「着ぐるみが吹けるわけないだろ。え、誰？　誰にやってもらったんだ？」

　ユノは深夜のお茶会のおかげでソーマの妃きさきたちとも友ゆう誼ぎがあり、あの中の誰が……と考えを巡らせた。

　ナデンはもともと鹿角や尻尾があるのでこういった変装はしづらいだろう。

　ソーマに懐きすぎてて偶たまに子犬が幻視されるアイーシャや、お調子者でお祭り騒ぎが大好きなロロアなら、嬉き々きとしてこういった格好をしそうだ。

　でも、リーシアやジュナだってソーマが頼めばやってくれる気がする。

　結局答えが出せず、ユノはムサシ坊や君に絡んでほっぺ部分を突つついた。

「ねぇ旦那～、教えてくれよ。一体誰にやらせたんだ？」

『そ、そんなことより！』（とユノのことを引き剝がす）

　ムサシ坊や君は背負ったプラカードをポンポンと叩いた。

『まずは依頼をこなしましょうや。ちゃんと依頼料は先払いしているんですから』

　と言われた気がして、ユノは「むぅ」と不満げな顔をした。

「わかったよ。チキショーめ」

　今度お茶会行ったら憶えとけよ、王様だけど一発殴るくらい許してもらうからな、とユノは思った。そして半ばヤケクソになりながら道行く人々に呼びかけた。

「五日後の八月十六日！　王城主催で『オバケ祭り』を行います！　王様……ソーマ陛下のいた世界ではこの時期は、あの世とこの世の境が曖昧になる時期だそうで、この世に迷い込んでくる魂たちを歓待して、あの世へと帰ってもらうというお祭りだそうです！」

　するとユノは自分の格好を見せるようにクルリと回った。

「当日は、こんな風にオバケ（？）の格好をした者たちのパレードが、街中を練り歩いて歌って踊るそうです！　街の人たちも余裕があったら、オバケの格好をして楽しんでください！　可愛いオバケ、怖いオバケも大歓迎でーす！」

『飛び込み歓迎。参加者募集中』

　そう書かれたプラカードをムサシ坊や君が掲げていた。







「おうおう、やってるねー」

　ユノたち冒険者ＰＴパーテイの宣伝活動を、少し離れたところにある酒場のテラス席から、ルナリア正教皇国の派遣司教ソージ・レスターが葡ぶ萄どう酒しゆのカップを片手に眺めていた。

　そんなソージの向かいにはガーラン精霊王国出身のハイエルフにして、ジーニャの研究仲間であるメルーラ・メルランが座っていた。ここのところジーニャは王城に呼び出されることが多かったため、穿孔機ドリル開発は一時休止となり、それならば久しぶりに飲みに行くかということで、ソージと二人、昼間っからお酒を楽しんでいたのだ。

「放っておいていいのですか？　ソージ」

　メルーラは色白な肌を酒で赤くしながら、トロンとした目でソージに尋ねた。

「オバケの格好をするとか、宗教関係者が一番嫌がることなのでは？」

「まあそうだが……王様からは事前に相談されてたからな」

　ソージはつまみのチーズを口に放りこみながら言った。

「翌日には国教として登録されているすべての宗教の関係者が祈りを捧ささげ、迷い出てきた魂を送り返すことになっている」

「体裁は整えたのですね。でも、正教皇国からは文句は来ないのですか？」

「来るだろうが、いつもどおりのらりくらりと交わすだけさ。最近じゃあメアリ嬢ちゃんの派閥からはお小言も来なくなったし、気楽なもんさ。……まあ正教皇国はいま外部のことに関わっていられないだけかもしれんがね」

「……強硬派と穏健派の対立でしたか。メアリ殿はたしか穏健派でしたね」

　現在『月の碑ルナリス』の神託の解釈を巡って分裂状態にあるらしい。メルーラはソージの同居人としてその経緯を聞いていた。そして聖女メアリがソージに『いざというときは穏健派や聖女候補たちを王国に保護してほしい』と要請したということも。

　ソージは腕組みをしながら「ああ」と頷うなずいた。

「だから今回の件に協力する見返りとして、ソーマ王と黒衣の宰相にメアリの件への協力を要請しといた。聖女候補だけでも百人、穏健派全体を保護するとしたら更に多くの人数を受け入れる必要がある。脱出手段、移送手段を含めた計画を作成するには時間も人員も必要だしな。一司教の俺にはできないことだ」

「うわぁ～……」

　考えるだけでも面倒そうだとメルーラは思った。

　そんな面倒事をソージは今回のイベントへの協力の見返りとして、ソーマとハクヤに丸投げしたのだ。抜け目ないというか、図太いというか、メルーラは呆あきれた。

「ソーマ王たちにはいい迷惑でしょうね」

「そういえば『また〝まにゅある〟作りかー』とかよくわからんこと言って頭を抱えてたな。その〝まにゅある〟ってのは手引き書のことらしいんだが」

「それはそうでしょうね」

　メルーラはソーマに同情してコクコクと頷いた。

「あと『いっそ聖女候補たちでゴスペル合唱団でも作ろうか。天使にラブソングを届けられるような』とか遠い目をしながら言っていたな」

「ゴスペル？　それになんで合唱団？」

「さあ。こっちは俺にもサッパリわからん」

　ソージは肩をすくめた。するとメルーラはクスリと笑った。

「貴方あなたも司教としてするべきことはしていたのですね。少し見直しました」

　珍しく褒められ、ソージは苦笑気味に笑った。

「ま、上手にサボるためには適度に仕事をすべきだしな」

「良い言葉ですね。ルナリア正教の教えですか？」

「いいや。俺の人生哲学だよ」

　そう言うとソージは商店通りで働く冒険者たちにカップを掲げた。

「若人たちは自分の生業が、誰かの命を繫つないでいるなど想像できないだろう。彼の冒険者たちの行動が、正教皇国にて迷える者たちを救うのに役立っているように。人知れず、しかし神のみぞ知る。だから励め、若人よ」

「私から見れば、ソージも十分若人だけどね」

　年齢不詳のメルーラはやれやれと肩をすくめた。
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　一方そのころ。

　俺は王城でグラン・ケイオス帝国女皇マリアと玉音放送で会談を行っていた。

「この度のご協力を感謝します。マリア殿」

『いえいえ。我が国にとっても有益なことだと思いましたから』

　俺が感謝を伝えるとマリアはニッコリと笑った。

『ソーマ殿のアイデア。我が国でも行ってみたいです』

「国民の反応を見て行う必要がありますが……是非」

　そして俺たちは当たり障りのない世間話をして通信を終えた。

　すると俺とマリアの会談をそばで見守っていたリーシアが近寄ってきた。

「帝国のマリア殿まで巻き込んで、結構大掛かりになったわね」

「帝国しか知り得ないであろう情報が必要だったからな。その分こっちもカードを切ることになったけど……」

「ジーニャの言ってた『魔物ダンジョン起源説』ね。教えちゃって良かったの？　マリア殿ならいずれ『人類・魔族ダンジョン起源説』まで辿たどり着いてしまうんじゃない？」

　リーシアの言うこともわかる。できればまだ秘匿しておきたい情報だった。

「でも、すべての情報を秘匿したままで、こちらの欲しい情報をくれと言うのも無理があるからな。ジーニャの『魔物ダンジョン起源説』にしたって、まだ確証が持てているわけではないんだ。仮にマリア殿が『人類・魔族ダンジョン起源説』に辿り着いたとしても、不用意に言いふらしたりはしないだろう」

　下手に情報が漏れれば帝国の統治だって難しくなるだろうしな。

「まぁとりあえず、マリア殿の協力のおかげでこのイベントを開催する意義も得られたんだ。いまはただ俺たちにやれることをやるだけだ」

「そうね……でも、突発企画にしては準備が早かったわよね」

「もともとこの時期になにかイベントをやりたいという話は出ていたからな。ほら、去年の八月三十二日にヴァンでガイウス慰霊祭をやっただろう？　アレが結構盛り上がったんで似たようなイベントをやりたいと要望が出ていたんだ」

　ただガイウス慰霊祭は元公国民に向けたイベントだったので、国を挙げての行事とはしづらい面があった。だからこれを機に、あらためて国の慰霊行事として手直ししたのだ。

　名付けて『オバケ祭り』。

　主に仮装パーティという意味でのハロウィン（「お菓子をくれなきゃ悪戯いたずらするぞ」的な部分はルナリア正教の春告祭と被かぶるのでカット）、盆踊り、そしてかつていた世界の県境で行われていた奇祭を混ぜて三で割ったような企画に仕上がっている。当日、参加者たちはオバケや魔物の格好をして、街を踊りながら練り歩くのだ。

　一方でヴァンでは去年と同じようにガイウス慰霊祭を執り行う。この手の祭事はやり過ぎれば元公国民の感情を刺激することになるし、やらなかったらやらなかったで反発を生むことになる。数ある祭りの一つにしてしまうほうが安全なのだ。

　そう説明すると、リーシアはスッと俺の腕に自分の腕を絡めてきた。

「ふふっ、なんだか懐かしいわね。急にソーマが突拍子もないことを始めるこの感じ。ソーマが召喚されて間もないころを思い出すわ」

「そうだけど……この距離感はあのころに比べて近すぎない？」

　あのころはこんな風に簡単に腕を組んだりはできなかったはずだ。

　そう言うとリーシアはクスクスと笑った。

「それはそうよ。結婚もしたし子供だって生まれたんだもん」

「たしかに、変わったよな」

「うん。でも、変わらないことだってあるわ」

　リーシアはコテンと俺の肩に頭を乗せた。

「貴方の傍そばで貴方のすることを見届ける。それは変わらないわ」

「……やっぱりすごいな。リーシアは」

　もう何度も思ったことではあるけど、やっぱり……敵かなわないな。

　リーシアに限ったことではなく妃全員に言えることだけど。これからどんな風に関係が変化しようとも、うちの嫁さんたちなら何度だって惚ほれ直せる気がした。
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　―――そしてイベント当日。




　日は沈み、いつもならヒカリゴケの街灯がボンヤリと照らすだけのパルナムの商店通りだが、今日はヒカリゴケ入りの提ちよう灯ちんがそこかしこに飾られているためかなり明るかった。この提灯はこのイベントのためにソーマが考案して設置させたものだった。

　そんな明るく照らされた街の中で、可か憐れんな少女の声が響き渡った。

「うわっ、ルーちゃん可愛かわいい！」

「ニャハハ、おおきに」

　今日の格好をトモエに褒められて、ルーシーは照れくさそうに笑った。今日のルーシーはエプロンドレス風の衣装に、頭には狼おおかみ耳のカチューシャ、お尻部分に狼尻尾を生やしているという、いわゆる狼少女といった出いで立たちだった。

　王立アカデミーは夏期休講期間ということもあり、トモエ、ユリガ、イチハ、ルーシー、ヴェルザの仲良し五人組はそれぞれ仮装して、この『オバケ祭り』に参加することにしたのだ。もちろんイヌガミ率いる黒猫部隊による陰からの護衛付きではあるが。

　そんなルーシーの格好を見て、ユリガは呆れたように言った。

「……なんだか見慣れた格好よね」

　ユリガはチラッとトモエを見た。たしかに狼耳と尻尾は本来彼女の特徴だ。いまのルーシーをソーマが見たら『トモエちゃんの２Ｐカラー？』と呟つぶやいたかもしれない。

　するとルーシーはニッと笑うと人差し指で自分の口を開いた。

「八重歯はうちのチャームポイントやし、有効活用せんと。それに、前からトモエっちの耳と尻尾を可愛いなと思っててん」

「めちゃカワです！　ルーちゃん」

「おおきに。なんや姉妹になった気分や」

　そう言いながらルーシーはトモエに抱きついた。密着してじゃれ合う二人を見ながら、ユリガはこめかみに人差し指を当てながら溜ため息いきを吐ついた。

「まったく……っていうか、トモエはいつもとどこが違うのよ？」

「全然違うよ。ほらっ」

　そう言って翳かざしたトモエの手にはモコモコの肉球手袋が付いていた。首には大きな鈴の付いたチョーカーを巻き、左右の頰にピッピッピッと三本の髭ひげがペイントされていた。

「今日の私は狼少女ではなく『猫娘』なのですニャー」

「誤差程度しか違わないじゃない！」

「むぅ、そういうユリガちゃんだって服装しか違わないじゃない」

　ユリガはいつもの民族衣装風のドレス姿だが、頭の上に頭と襟きんを乗せ、肩からお腹なかのあたりにかけて結ゆい袈げ裟さを下げ、手には大きなホラ貝を持っていた。それらはどれもソーマのいた世界の山伏の道具だった。そしてユリガの背中には天人族の特徴である翼があるため、その姿は（多少萌もえに寄ってはいるが）まさに烏からす天てん狗ぐだった。

「テングっていうアンタの義あ兄に様さまの世界にいたオバケらしいわ。この頭のや肩に掛かっているのもソーマ殿のお手製だし」

「ふふっ、私の肉球手袋も義あ兄に様さまのお手製だよ」

「いや、嬉うれしそうに言ってるとこ悪いけど、国王が裁縫上手っておかしくない？」

　ユリガが疑問顔で尋ねると、トモエはエヘンと胸を張った。

「義あ兄に様さまは料理も得意だよ。ユリガちゃんだって食べたことあるでしょ？」

「たしかに美お味いしかったけど……どっちにしろ国王らしくない特技だわ」

「でも私はそんな義あ兄に様さまが大好きです」

「あーはいはい。アンタはそうでしょうよ」

　二人がそんなことを話しているとイチハとヴェルザがやってきた。

「二人とも、あんまり騒ぐと目立っちゃうよ？」

「人が集まりすぎたら護衛の方々に強制退場させられるのでしょう？」

「そうだけど……アンタたちが被ってるそれはなに？」

　今日の二人は私服だったが頭の上に丸っこい帽子を被っていた。その帽子の正面にはなにやらお札のようなものが貼ってある。そのお札のようなものをよく見ると紙ではなく布製であり、書かれているのも文字ではなく『○×△□』のような図形だった。

　するとヴェルザは通りの端にある屋台を指差した。

「そこの『銀の鹿の店』が出している露店で買った物です。ねぇイチハさん」

「はい。なんでもソーマさんのいた世界のオバケで……きょうしき？　きょんしい？……とかいうものらしいです。このお札で操る動く屍しかばねのようなオバケだとか」

「動く屍？　ゾンビみたいなものなん？」

　ルーシーがそう言うと、イチハとヴェルザは腕を真っ直すぐピンと伸ばした。

「なんでもこの格好でピョンピョン跳ぶらしいです」

「パーパーパー、とか鳴くとか」

　イチハとヴェルザは「パーパー」と言いながらピョンピョンと飛び跳ねた。

「パーパ……ってまた変なオバケもいたものね」

「むぅ、いいなぁ。お揃そろいの帽子カワイイなぁ」

　ユリガは呆あきれたように言い、トモエは二人を羨ましそうに見ていた。

　するとルーシーがトモエに抱きついた。

「まぁまぁトモエっち。うちらも獣娘でお揃いやん？」

「あ、そっか。そうだよね」

「ちょっと！　それだと私だけのけ者みたいじゃない!?」

　ユリガが抗議するとトモエはニマニマと笑った。

「あれ？　ひょっとしてユリガちゃん淋さびしかった？」

「うがっ。アンタ、チミッコのくせにホント生意気だわ！」

「ひはひひはひ」

　ユリガがいつものようにトモエのほっぺをプニプニと引っ張った、そのときだ。

　ドンッ……ドンッ……

　遠く王城のほうから大砲の音が響いてきた。

「お、始まるみたいやね」

　二つの空砲はオバケ祭り開始の合図だ。

　次の瞬間、街中から音楽が流れ出した。それと共に王城の方角から、一人一人がオバケに扮ふんした鼓笛隊が演奏をしながらこちらに向かって進んでくるのが見えた。

　人々の歓声が上がる中、ユリガは近くにあった看板を見つめた。

　そこには『オバケ祭り』の概要が記されていた。




【オバケ祭り概要】

・本お祭りは現世に迷い出た魂たちと共に騒ぐことで、魂たちに未練なくあの世へと帰還してもらうことを目的としたものである。

・魂たちに仲間と思わせるため、参加者は全員オバケの仮装をする。

（見物客は任意だが、オバケの仮装をするほうがより楽しめるでしょう）

・空砲を合図として、街中をオバケに仮装した鼓笛隊と仮装行列が練り歩く。

・見物客はその音楽に合わせて歌い、踊ってほしい（飛び込み参加自由）。




　……とまぁ、ザックリとだがそのようなことが書かれていた。

「わーい♪」

「ちょ、ちょっとトモエさん、回しすぎです！」

「……ねぇ、ちょっといい？」

　ユリガは早くもイチハの手を取って踊っていたトモエに声を掛けた。

「？　どうしたの？」

「このお祭りもやっぱりソーマ王の政策の一環なの？」

「……さあ、どうなんだろう？」

「なによ。またはぐらかす気？」

「そう言われても、今回は本当になにも聞かされてないんだもん。まあ義あ兄に様さまのことだから、こういう楽しいイベントの裏には深い考えがあったりするんだろうけど」

「………」

「そんなことよりも、ほら」

　イチハを一通り振り回したトモエは、今度はユリガに手を差し伸べた。

「そんな顔をしてたら折角のお祭りを楽しめないよ。踊ろう、ユリガちゃん」

「……ふんだ」

　面白くなさそうにしながらも、ユリガはトモエの手を取ったのだった。
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「トモエちゃんの言っていたとおり、良い場所だな」

「ニャハ♪　持つべきものは『お姉様』と慕ってくれる妹分やね」

　ロロアが上機嫌そうに笑いながら言った。

　ここはトモエちゃんの学友ルーシーの実家であるフルーツパーラー『猫の木』だ。

　自分たちで企画したオバケ祭りの様子をお忍びで見るため、ルーシーに頼んでこの店をまるごと王家の貸し切りにしてもらったのだ。ここにいるのは俺と五人の妃きさきたちと護衛を含めた部下たちだ。本当はシアンとカズハも連れてきてあげたかったけど、護衛の負担が増えるとのことだったので王城でカルラたちに見てもらっていた。

「代金は払ったけど、かき入れ時に悪いことをしてしまったかな？」

「大丈夫やって。今日のルーシーんちは出店しとる露店の売り上げがメインで、本店のほうにあまり人を回せず、通常営業しかできへん言うとったし」

「それなら、まあいいか」

「せや。それよりダーリン。ここからなら噴水広場がよく見えるわ」

　二階のテラス席から見ると玉音放送の受信装置がある噴水広場がよく見えた。動き出したオバケの仮装行列が、鼓笛隊の演奏で歌って踊る姿が映し出されていて、なかなかに幻想的というかナイトメア的な雰囲気を醸し出していた。

　たしかトモエちゃんたちはこの前の歌合戦を、この場所で見たという話だったっけ。少し遠いけど集まっている観衆の姿も見えるし、なかなかの立地だった。

「コルベールとセバスチャンも協力に感謝する」

　この場には財務大臣コルベールと、ロロアと懇意にしている『銀の鹿の店』の店主セバスチャンもいた。今回のイベント開催にあたってはこの二人の協力が大きかった。

　コルベールには資金面でのやりくりと歌姫ローレライたちの手配を、セバスチャンにはオバケの仮装グッズ（言ってしまえばコスプレグッズ）の製作をそれぞれ任せていた。グッズの売り上げはロロア裏代表の商会に入るため、開催費用をなんとか賄うことができた。

「陛下とロロア様のお役に立てたのならば光栄の至り」

　セバスチャンは胸に手を当てながら恭しくお辞儀をした。まさに紳士ジエントルマン。

　一方のコルベールは疲れたように肩を落としていた。

「資金のやりくりよりも歌姫ローレライたちの手配に苦労しました。パレードの進むルート上に護衛を配置したり、準備場所を設置したりなど」

「ああ……そこら辺は俺も大変だったなぁ」

　書類を作成したり、ひたすら判を押したり……自分でも頑張ったと思うよ。

　男二人で溜息を吐いていたらロロアにパシンと背中を叩たたかれた。

「もう、なに辛気くさい顔してんねん。折角のお祭りなんやから楽しまんと」

「ふふっ、そうね。半分公務とはいえ休日みたいなものなんだし、ソーマもあそこの二人ぐらい満喫したら？」

　リーシアが指差す先にあったのは、この店の人たちが事前に用意していたスイーツ（一応、毒味済み）を満喫しているナデンとアイーシャの姿だった。

「トモエたちが食べているのを見て、食べてみたかったのよねぇ」

「陛下の作る手作り感溢あふれるお菓子も大好きですが、お店で売っているようなお洒落しやれなお菓子というのもいいですね……もぐもぐっ」

　そう言って二人は山積みにされたケーキやプリンに舌鼓を打っていた。……まあ楽しんでいるみたいだし、あっちは放っておくか。すると、

「あの、陛下。私はパレードに出演しなくて良かったのでしょうか？」

　ジュナさんが少しソワソワしながらそう尋ねてきた。

「やっぱりジュナさんとしては参加したかったですか？」

「そうですね……その気持ちも半分はあります」

　ジュナさんは少し恥ずかしそうにそう答えた。

「私の歌で陛下のお役に立てる機会でしたから、ちょっと残念に思ってしまって……あっ、もちろん、こうして皆さんとノンビリできるのも楽しいですよ」

　そう言ってジュナさんは柔らかく微笑ほほえんだ。この国の第一側妃であると同時に、国民たちの『第一の歌姫プリマ・ローレライ』であるジュナさんにとって、音楽イベントに参加できないのは、透明度の高い海を前にして潜水器具を持っていないダイバーの気分なのだろう。

　理由があってのことだけど、少し申し訳ない気分になった。

「すみません。今回は実験的な企画なので、国民の反応が予想できない部分があったんです。ジュナさんの参加には俺自身が臆病になってしまって……」

　いまのこの国の人々なら大丈夫だろうという予感はある。だけどそれを信じ切ってしまえば、もしものときに後手に回って対応が遅れるかもしれない。その結果、引き起こされるかもしれない悲劇を思えば……慎重にならざるを得なかった。

　するとジュナさんは俺の胸にそっと手を添えてきた。

「そんな顔しないでください。私は陛下の判断を信じてますから」

「ジュナさん……」

「ちょっと、うちら無視して二人だけで良い雰囲気にならんといてぇな！」

「「　うわっ　」」

　ロロアが急に後ろから飛びついてきたので、俺はふらつきジュナさんを巻き込みながらグラグラと揺れた。なんとか転倒は免れたけど、振り回される形になったロロアとジュナさんは「きゃあ！」と黄色い声を出していた。

　そんな俺たちにリーシアは「なにやってるのよ、もう」と呆れていた。

「それよりソーマ。そろそろ今回の企画の意図を説明してよ」

「あ、ああ。でも、俺が説明するよりもアレを見てもらうほうが早いかな」

　バランスを立て直した俺は背中にロロアを引っ付けたまま、遠くに見える噴水広場のほうを指差した。宵闇の中で篝かがり火びが皓こう皓こうと焚たかれている噴水広場の上空には、ナンナ、パミーユ、コマリといった歌姫ローレライたちの姿が映し出されていた。




　◇　◇　◇




「あっ、来たみたいだよ！」

　街中でオバケたちのパレードを見ていたトモエが声を上げた。

　ここまでオバケの格好をした鼓笛隊やパフォーマーたちが観衆を楽しませてきたが、ここに来て観衆から一際大きな歓声が上がった。

　このパレードの目玉である山車の列がやって来たのだ。

　ライノサウルスに牽ひかれたそれらの山車の一つにはナンナ、パミーユ、コマリといった歌姫ローレライたちが乗り、また別の山車には男性アイドルユニットである歌騎士オルペウス『ＹＡＩＢＡ』の面々が乗っていて、それぞれ男性ファン、女性ファンの声援を浴びていた。

「街のみんなあ！　元気なのかあああ！」

　すると黒いチューブトップとホットパンツ姿で、背中に蝙蝠こうもりの羽を生やし、お尻からは矢印のような尻尾を生やした猫耳少女ナンナが観衆に向かって叫んだ。色気よりも健康さが先に立つその出いで立たちは、まさに小悪魔といった感じだ。

　するとハルバートが付けているような額当てを付け、その第一夫人であるカエデのような和服っぽいドレスを着て、いわゆる鬼女に扮したコマリも進み出た。

「今こ宵よい、私たちの歌で生者も死者も踊り狂わせて見せましょう」

「ククク、私たちの歌を聴いて呪われるが良い」

　今日はロリロリなフリフリドレスではなく、黒を基調としたゴスロリっぽい服装の上に包帯などを巻き、眼帯を付けて呪いの人形っぽくなったパミーユが言った。……なにげに今回一番設定を詰めてきているのは彼女かもしれない。

　ＹＡＩＢＡの面々もドラキュラや狼おおかみ男やフランケンシュタインの怪物を格好良くデフォルメしたような衣装を着ていて、女性たちからの黄色い声を浴びていた。

「なんや歌姫ローレライたち、ごっつカワエエなぁ」

　そんな歌姫ローレライたちの姿を見てルーシーがそう呟つぶやいた。

「たしかに。魔物の一部を模した衣装ですが可愛かわいらしいですね」

「蝙蝠の羽とか、角とか、本来なら不気味なものであるはずなのに、ワンポイントだけだとかえって歌姫ローレライたちの可愛らしさを強調しているような気がします」

　ヴェルザとイチハも同意していた。するとユリガが「う～ん」と唸うなった。

「甘いお菓子の合間に塩しよっぱいもの食べると、さらに甘く美お味いしくなる感じ？」

「その喩たとえはどうかと思いますが……合ってる気もします」

　ユリガの色気のない解釈にイチハは苦笑していた。

（魔物の格好がカワイイ……）

　トモエは山車の上で歌う歌姫ローレライたちの姿を見つめた。

（歌姫ローレライたちは魔物の格好をしているのに、誰もそこは気にせずに「格好いい」とか「カワイイ」とか言って楽しんでる。もしかして義あ兄に様さまの狙いはここにあるのかな？）

　賑にぎやかなパレードを見ながらトモエは一人そんなことを思った。すると、

「キャアアアア♪」

「「「「　っ!?　」」」」

　近くで急に上がった黄色い声。トモエたちがビックリして声をしたほうを見ると、ヴェルザが目をキラキラとさせながら手を振り、ピョンピョンと飛び跳ねていた。普段のクールな印象とはかけ離れたヴェルザの行動に、トモエたちは目を白黒させていた。

　そんなトモエたちの視線などお構いなしにヴェルザは叫んだ。

「ハル様ああ！　こっちですう！」

　ヴェルザの視線の先を追うと、山車の向こうから巨大な赤い竜ドラゴンが四足歩行でノシノシと歩いてくるのが見えた。その背中には鬼の額当てを付けた軍人の姿もある。

「あれって、ハルさんとルビィさん？」

「フウガお兄様と一緒に戦ってた赤い竜騎士じゃないの」

　トモエとユリガが揃そろって首を傾かしげていると、ハルバートもこっちに気付いたようだ。ハルバートはルビィの背からぴょんと飛び降りると、こっちに向かって歩いてきた。

「よっ、ヴェルザ。それにソーマのとこのトモエ嬢たちも。みんなで観みてたのか？」

「はい、ハル様！」

　ヴェルザはトモエたちが「この子、本当にヴェルザちゃん？」と疑うほどのテンションで返事をした。そんなヴェルザの頭にハルバートはポンと手を置いた。

「そうか。友達ができたみたいで良かったな」

「はい！　でもどうしてハル様がパレードに？」

「あー……ソーマのヤツが『〈赤鬼のハル〉ならそのままオバケ祭りに出られるだろう』って強制参加させられてな。ルビィ共々見世物になってたわけだ」
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　少し恥ずかしいのかハルバートは頰をポリポリと搔かいていた。

「見世物なんかじゃないです！　ハル様は格好良いです！」

「ハハハ、ありがとよ」

　ハルバートはヴェルザの頭をがしがしと撫なでた。

『ハル……そろそろ戻ってきなさい』

「おっと、列に戻らないと」

　ルビィに念話で呼ばれ、ハルバートは踵きびすを返した。

「それじゃあな、ヴェルザ。祭りを楽しんでってくれ」

『またね、ヴェルザ』

「はい！　ハル様、ルビィ様！」

　ヴェルザは返事をしながらブンブンと手を振ってハルたちを見送った。

　二人の姿を見送ったあとでヴェルザが振り向くと、トモエたちがポカンとした表情で見ていることにようやく気が付いたようだ。ヴェルザはコホンと一つ咳せき払ばらいをした。

「……すみません。はしゃぎすぎました」

「いや今更取り繕っても遅いってば」

　ユリガに冷静に返されてヴェルザの頰が赤くなった。トモエはピンときた。

「もしかして、ヴェルちゃんが言ってたお仕えしたい人ってハルさんなの？」

「……わ、わかってしまいますか？」

「そりゃあアレだけ態度違っとったらなぁ」

「と、年相応の女の子らしくて可愛かったと思います」

　ルーシーとイチハにもそう言われて、ヴェルザは顔を手で覆った。

「思わせぶりに隠していたのに、こんな簡単にバレるなんて」

「ニャハハ、可愛いなぁヴェルっちは」

　ルーシーにほっぺをツンツンと突つつかれるヴェルザを見て、トモエたちはクスクスと笑うのだった。そんな周囲の反応にヴェルザも照れくさそうに笑った。

　夏期休講中の一夜。

　子供たちはこのお祭りを心ゆくまで満喫したのだった。
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　―――同時刻。フルーツパーラー『猫の木』にて。




「大事なのは歌姫ローレライたちに〝あの格好〟をさせることだったんだ」

　俺は遠くに映る歌姫ローレライたちの姿を指差しながら、リーシアたちに説明した。

「この前、人類も魔族も造られたものかもしれないという話をしただろう？　人類側にも獣人族、半竜人ドラゴニユート、エルフのような様々な種族がいるように、魔族もまた何者かによって造られた、これまで人類が遭遇していなかっただけの種族なのかもしれない」

「そういえば、そんな話をしたわね」

　リーシアが思い出したように言ったので俺は頷うなずいた。

「いつか再び人類が魔族と接触するとき、人類側の人々がどれだけ魔族に対して忌避感を抱くか、逆に受け入れる器量を備えているかで交渉の成否が変わってくる。特に問題になるのが外見だ。悲しいけど人は外見から第一印象を得るものだからな」

「私のソーマに対する第一印象は『疲れた青年』だったわね。隈くまができてたし」

「……まぁ、それも外見から得た印象だよな」

　リーシアには目の下の隈が強く印象づけられたということだろう。

「俺もこの世界に来て、様々な種族に出会う度にビックリしたものさ。俺のいた世界には知的生命体は人間族しかいなかったからな。ただ、そういった他種族の外見にも割とすぐに慣れてしまったよ。どうしてかと考えてみると……多分、見慣れてたからだ」

「見慣れてた？　人間族しかいなかったのよね？」

「ああ。現実世界ではね。ただ物語の世界では異種族の話は多かったんだ」

　俺は頭に物語の世界の住人たちの姿を思い描いた。

「ゲオルグのようなライオン顔の主人公が活躍するヒーロー番組があった。アイーシャのようなエルフ族がヒロインの冒ぼう険けん譚たんがあった。トモエちゃんのような人の身体からだに動物の耳と尻尾をくっつけたような物語の登場人物なら、星の数ほどいただろう」

　俺は手近にあった変装用狼耳カチューシャをリーシアの頭に付けた。

「それに、こういう動物に〝なりきれる〟ような装飾品も多かったな。お洒落しやれ雑貨を売ってる店や、あの夢の国みたいな巨大な娯楽施設に行けば簡単に購入できたし」

「夢の国？」

「あっ、そこには引っ掛からないで。いろんな意味で危険だから」

「えっ、あ、うん」

　リーシアが頷いたことで揺れた狼耳を、俺はツンツン突いた。

「だから実際に獣人族などの自分とは違う種族を見ても、物語の登場人物みたいだなぁとしか思わなかったんだ。そのおかげで変な偏見を抱かずに済んだんだと思う。だから……俺はこの国の人々にも魔族の姿を見慣れておいてほしかったんだ」

　あの歌姫ローレライたちの衣装は、帝国に残っていた魔族の目撃例をもとに製作したものだ。

　十年間に帝国主導で行われた人類連合軍による魔王領への侵攻作戦。

　その人類連合軍自体は魔王領の最奥にいると思われる魔族たちの攻撃（反撃？）を受けて壊滅したそうだが、そのとき、人類はたしかに魔族と接触していたのだ。

　戦いを主導した帝国には、生存者がもたらした魔族の目撃証言が少なからず残されているのではないかと思われた。だからあの日、俺は帝国の女皇マリアに事情を説明し、魔族の身体的特徴に関する証言が残されていたら教えてほしいと要請したのだ。

　マリアは俺の考えに賛同し、情報を提供してくれた。

　その結果、魔族にはコボルトの他にオーガのような額に角の生えた種族や、蝙蝠の羽が生えたドラキュラや悪魔のような見た目をした種族が存在することも明らかとなった。また、目撃証言の中には『巨大なフルメイルの甲かつ冑ちゆうのようなものがいた』というのもあったが、これに関しては真偽不明で判断が付かず今回は保留することにした。

　ともかく、これで大まかな魔族の特徴を知ることができた。

「オーガや悪魔のような見た目をした存在は、この世界の人々にとっては恐怖の象徴だ。俺も共和国ではゴリラのようなオーガが人を襲うのを見たしな。あれは知性を有してはいなかったが、かなり怖かった。そんな風に怖いものだという先入観があるからこそ、ハルのように鬼の額当てを付けたり、盾に悪魔の姿を彫ったりするのだろう？」

「そうね。ああいう装飾は敵を威圧するためのものだわ」

　リーシアが頷いた。俺がかつていた世界にも鬼瓦とかあったしな。

「それとは違う価値観を、この国の人々には持ってもらいたいんだ。ほら、あのナンナの小悪魔風の衣装とか可愛いだろう？」

「そうね。ロロアとか付けたら似合いそう」

「にゃはっ、ダーリンがご希望なら今度着たろうか？」

　ロロアが自分のほっぺを指差しながら笑った。たしかに似合いそうだ。

「それはまぁおいておくとして、悪魔っぽさも、鬼の角も、ファッションの一つだと思ってしまえば、いずれそれを持つ存在にあったとしても忌避感を抱きにくくなるんじゃないかと思ったんだ。今回の企画はその下準備さ」

「ああ、だから私に参加しないように言ったのですね」

　ジュナさんが納得したようにポンと手を叩たたいた。

　妃きさきの一人であるジュナさんに魔物の格好をさせるのはリスキーだと思ったため、今回は参加を見送ってもらったのだ。もう少しファッションとして定着し、このオバケ祭りも年中行事として定着したあとならば参加しても問題なくなるだろう。

「国民の反応を見て大丈夫そうなら、来年には参加してもらいます」

「いいですね。私もああいう服を着てみたいです」

　そう言ってジュナさんは楽しそうに微笑ほほえんだ。

　……ジュナさんがあの衣装を着たら小悪魔どころではなく、サキュバス感がでてしまうのではないだろうか。想像しただけで、なんというか、その……すごそうだ。

　そんなことを思って苦笑していると、リーシアが訝いぶかしげな顔で尋ねてきた。

「魔族の特徴をファッションとして捉えれば、本当に偏見をなくせるの？」

「……完全になくせるとは思わないけどな」

　俺は肩をすくめた。そんなに上う手まくいかないだろうことはわかっている。

「俺のいた世界には人間族しかいなかったけど差別や対立はあったよ。自分と他者に差異を見つけて、争ったり、和解したりを繰り返してきたのが人の歴史なんだ。だったらせめて争ったとしても和解するまでの期間を短くしたい」

　十年前の悲劇はお互いの殲せん滅めつしか着地点がなかったことだ。

　人類側は魔物と魔族の区別が付いていなかったし、交渉の可能性など考えてすらいなかった。魔族側の認識も似たようなものだったのかもしれない。

　戦争とは外交の一手段だとどこかで聞いた。

　交渉手段のないまま戦争に突入すれば、あとはただ泥沼の殺し合いが続くだけだ。

　争うことになったとしても、落としどころを探ることをやめてはならない。

　そして落としどころを探るためには、少しでも相手を識しっておく必要がある。

「この企画がその一助になればいいと思っている」

「ソーマの気持ちはわかったけど……理解できる国民は少ないんじゃない？　私だって説明されるまでそういった企画だと理解できなかったし」

　リーシアの率直な言葉に、俺は小さく笑った。

「それで構わないよ。上から押し付けられた価値観なんて鬱陶しいだけだしな」

　俺はテラスの縁に手を突くと、王都の景色を眺めた。

「知らず知らずのうちに染み渡るのがソフトパワー、文化の力だからな。理解できなくても、どこかで感じ取ってくれればそれで十分さ。だから……」




　―――いまはただ楽しんでくれればいい。




　なんとなくだけど、城下で友人たちとこのオバケ祭りを楽しんでいるであろうトモエちゃんの、無邪気な笑顔を想像しながら、俺は心からそう思うのだった。







あとがき







　現国十一巻をお買い上げいただきありがとうございます。あとがきが正しい位置にあることに、若干の違和感を覚えるようになってしまったどぜう丸です。

　今巻ではトモエちゃん、イチハくん、ユリガのちびっ子たちが主役の学園話がメインになっています。また一巻からたまに登場していたヴェルザや、チビロロアといった印象の新キャラ・ルーシーもちびっ子仲間に加わります。物語として描かれるかは別にして、トモエちゃんは仲間たちと楽しい学生生活を送ることでしょう。

　ここでＩＦの話をしますと、実はソーマも学園に通うという展開もありえました。

　五巻の最後の方でハクヤがソーマへのお見合い話をシャットアウトするために、王立アカデミーか士官学校へ行ってもらうことを考えていた（ちょうど星竜連峰からの招待があったのでその案は流れて、外遊することになりましたが）と語っていますが、これは作者自身も考えていたことでした。

　リーシアとアイーシャを連れて王立アカデミーに入り、有能な人材を発掘するという物語もありかとも思っていたのですが、ラノベというジャンル上、学園物語はありふれており他の作品と差別化を図りにくかったので断念しました。ただソーマがリーシアたちと学園に行っていたらと空想すると、それはそれでアリだったかとも思います。

　まあトモエちゃんにはソーマの分まで学生生活を楽しんでもらいましょう。

　学校とは社会の縮図であるとよく言われます。

　だからこそトモエちゃんたちの目を通して見た学園の景色は、そのままいまの王国の縮図であると言えるのではないでしょうか。

　王立アカデミーはそれまでの権威主義は廃れ、能力があったり、一芸に秀でた者が歓迎される空気になっています。貴族・騎士階級の家の子女たちは能力のある人物や奇才とでも呼ぶべき人物と積極的に縁を持ちたがることでしょう。そして彼らが大人として世に出る頃には、王国の姿はいまよりももっと変わっているのだろうと思います。

　さてpixivでお付き合いいただいている方々はお気づきでしょうが、本来ならばこの巻と同じ章であった傭よう兵へい国家ゼムでの話を分割することになりました。

　Ｗｅｂ掲載でのゼム編は人物関係の構築にかなり端折った部分があったため、書籍化に当たっては再構築したいと考えています。一冊の本にするためには大幅な加筆が必要であり、いつもよりも多くの時間が必要となるため、次巻の発売にはいつもよりも時間が掛かってしまうだろうことをご容赦いただきたく思います。

　それでは絵師の冬ゆき様、コミカライズの上田悟司先生、担当様、デザイナー様、校正様、そしてこの本を手に取ってくださった皆様方に感謝を。どぜう丸でした。
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